




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あなたが『イール・ダール』ですね！」

　少年らしい高い声が砂さ漠ばくの青く高い空に響ひびく。

　肩かたに荷物を背負ったまま、砂を蹴けり上げるようにして、マコトの前に駆かけ寄よってきたのは一人の少年だった。

「はじめまして！　ハッシュと申します！」

　さらさらと風に靡なびく金糸の髪かみに、今日の空のような鮮あざやかな青い瞳ひとみが大きく睫まつ毛げも長い。身長はマコトより少し高いくらいだが、喜色満面のその表情が彼かれの印象を幼く見せていた。

（この人がハッシュさん……）

　マコトは目の前で立ち止まった──最後の自分の婚こん約やく者候補である少年を前にして、申し訳ないような気持ちになった。

　カイスに頼たのまれて揚あげ菓が子しを作り、アクラムに届けたのは昼過ぎのこと。

　二人で話している途と中ちゆうでアクラムを訪ねてきたタイスィールにも、余っていたお菓子をお裾すそ分わけした時に、最後の婚約者候補が夕方に到とう着ちやくすることを伝えられたのだ。

　その時に聞いた話によると、目の前の彼はまだ十五歳さいで、王都にある優ゆう秀しゆうな若者が集つどう学院に通っているらしい。

　まだ候補者がいたのかと驚おどろいたのは一いつ瞬しゆん。むしろそれよりも、マコトはその年ねん齢れいの方に言葉を失った。

　十五歳といえば元の世界ではまだ中学生だ。

　もしかして十七歳のタイスィールを引き合わせられた時のイブキも、こんな心境だったのだろうか。確かに驚く、というか、逆にそんな年とし頃ごろの少年と婚約だなんて、ますます現実感が薄うすれてしまう。そしてなにより本人が嫌いやがるだろうと、マコトの気分を重くさせた。

　この世界に来た日に見た長老とナスルの態度から察するに、おそらく地位のある人からの命令には逆らえないのだろう。

　中学生といえば難しい年頃でもあるし、ナスルと同じような態度を取られてしまうのかもしれない。そう覚かく悟ごしていたのだが、目の前のハッシュからはそういった悪感情のようなものは感じられなかった。もちろん冷たくされるよりはずっといいが、こうも嬉うれしそうにされると、逆にサラのように過か剰じように期待されているのではないかと恐きよう縮しゆくしてしまう。

　マコトは改めてハッシュを見た。

（ハッシュさんって女の子みたい……可愛かわいい顔だなぁ）

　他の候補者に比べて小こ柄がらなこともあり、幼さの残る整った顔に、思わずそんな感想を抱いだいてしまう。そして自分も名乗るべく口を開きかけたところで、ハッシュが一気に捲まくし立たてた。

「『イール・ダール』！　お会いできて光栄です！　あのっ、よければ向こうの世界のお話を聞かせて頂けませんか！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり込こんだハッシュのキラキラした瞳は、まっすぐマコトを捉とらえていた。その勢いに気け圧おされるように思わず一歩後ずさってしまう。

「あ、っ……はいっ」

　……タイスィールから優秀な学生だと聞いていたので、なんとなくサハルのような落ち着いた優等生を想像していたのだが、これも予想とは違ちがったらしい。

　……向こうの世界の話……。

　ハッシュの表情は分かりやすく期待に輝かがやいている。妙みようなプレッシャーを感じながら、なにがいいのだろうと、と頭を悩なやませかけたところで、マコトの背後から助け船が出された。

「ハッシュ。会ったばかりでそう質問攻めにするものではありませんよ。マコトさんが驚いているでしょう」

「固まっちまってるな」

　次いで笑い交じりの声まで聞こえて、マコトは振ふり向むく。そこにいたのはサハルとカイスで、おそらく彼らもハッシュの迎むかえに出てきたのだろう。

　二人の言葉にハッシュは大きく目を瞬まばたかせる。そして「……あ」と、小さく呟つぶやいたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには顔を真っ赤にさせて勢いよく頭を下げた。

「も、申し訳、ありません……！」

　おそらく初対面の相手を質問攻めにした、自分の不ぶ躾しつけさに気付いたのだろう。

　ハッシュは耳まで真っ赤にして頭を下げたまま、消え入りそうな声で謝罪の言葉を口にした。

　その一連の慌あわただしさに呆あつ気けに取とられて黙だまり込こんでしまったマコトを見て、ハッシュは怒おこっていると勘かん違ちがいしたらしい。ますます深く頭を下げる。さらりと流れた金の髪の眩まぶしさに、はっと我に返ったマコトは慌てて首を振った。

「いえ！　こちらこそ黙ったままですみません。マコトといいます。……えっと……私でお役に立てるかどうか分かりませんが、お答えできることがあったらなんでも聞いて下さい」

　思えば、ただでさえ役に立たない居い候そうろうである。むしろ自分ができることがあるならば、喜んでやらせてもらいたいくらいだ。

　そろりと視線だけ上げたハッシュに、マコトは安心させるように頷うなずいてみせる。そして、いつのまにかマコトの隣となりに立っていたサハルもとりなすように口を挟はさんだ。

「ハッシュは、勉強熱心で『イール・ダール』についての文ぶん献けんも、たくさん読んでいるんですよ。なにか知りたいことがあれば、マコトさんも聞いてみてもいいかもしれません」

　確かに、『イール・ダール』についての話は気になる。つい数時間前にタイスィールとアクラムに聞いたばかりだが、まだ整理できていないことも多かった。

「はい、よろしくお願いします。ハッシュさん」

　ぺこりと頭を下げたマコトに、ハッシュはようやく頭を上げた。はにかんだその笑えみに、マコトがほっと胸を撫なで下おろしたその時、どうやらタイミングを見計らっていたらしいタイスィールが声を掛けてきた。

　ここまでマコトを連れてきてくれたタイスィールは、少し離はなれた場所でハッシュと共にやってきた護衛の一人と話し込んでいたのだ。

「ハッシュ。少し話があるから私のゲルに来てもらっていいかい」

「あ、僕ぼくも長老からタイスィールさん宛あてに手紙を預かっています。……少し失礼しますね」

　振り向き、声を張り上げたハッシュが、顔を戻もどして律りち儀ぎにマコトとサハルに断りを入れる。サハルも頷いて口を開いた。

「では、ゲルを掃そう除じしておきますね。カイスも手伝って下さい」

「おう、去年と一いつ緒しよのゲルでいいんだよな」

　おそらく最初からそのつもりだったのだろう。ハッシュの馬から荷物を下ろしていたカイスが、そのうちの一つを抱かかえたまま戻って来た。

「そうです！　すみません。適当でいいのでお願いします」

　恐縮しつつそのままタイスィールの方へ足を向けたハッシュの背中に、マコトも慌てて声を掛けた。

「あの！　私も手伝っていいですか？」

「え……え!?」

　マコトの申し出に驚いたらしいハッシュは、わざわざ足を止めて体ごと振り返った。

　そんなにおかしなことを言っただろうか。そう思ったのは一瞬で、サラに朝食の準備を止められたことを思い出す。本気で手伝いたいのだと言葉を重ねようとすれば、そのやりとりが聞こえたらしいタイスィールが口を挟んだ。

「ああ、そうだね。今日の寝ね床どこはハッシュの所だし、マコトもそうした方が早く落ち着けるだろう」

　何気なく掛けられたその言葉に、マコトは一瞬固まってしまう。

（今日はハッシュさんの所に泊とまるんだ……）

　世話役と言われていたサラがやってきたこともあり、これからは女の子同士で同じゲルを使えるのではないかと少なからず期待していたマコトは、心の中で肩を落とした。

　明らかに表情を暗くさせたマコトに、サハルが一瞬気き遣づかう視線を向けたが、口を開く前に固まっていたハッシュが声を上げた。

「なんですか、それは……!?」

　戸と惑まどうハッシュの声に、マコトは申し訳なくなって俯うつむいてしまう。

「うん。それも含ふくめて話をしようか。マコトがいたたまれなくなっているからね」

「……すみません」

　自分が決めたわけではないが、この反応は謝あやまるしかない。

　まだ驚いた顔のまま、その場に固まっているハッシュを窺うかがう。

　おそらくハッシュは知らなかったのだろう。目を見開いたままタイスィールを凝ぎよう視ししている。けれど、年頃の男女が同じ部屋に寝泊まりするのだから、これこそ正しい受け止め方のような気もした。

（そうだよね。普ふ通つうおかしいと思うよね）

　他の候補者達があっさりと受け入れていたので、ここでの常識は少し違うのかと思っていたのだが、そうでもないらしい。

（えっと……サハルさん、アクラムさん、カイスさんに、タイスィールさん、それで今日はハッシュさんだから……）

　今まで泊まった候補者を心の中で諳そらんじる。候補者は七人で、あとはナスルとサーディンだが……正直どちらも遠えん慮りよしたい。サーディンはサラの誘ゆう拐かい事件で大分慣れたとはいえ、相変わらず身の危険を感じるし、ナスルに至っては、明らかに嫌きらわれていて、一晩中同じゲルに一緒にいるのはお互いにつらいだろう。

（あとでサハルさんに……違う、タイスィールさんに相談してみよう）

　自然と浮うかんだ名前を慌てて修正する。あれだけ頼たよりすぎるのはよくないと思ったばかりなのに。なまじ最初になんでも相談して下さい、なんて言われたから、きっと頭の中に刷り込まれてしまったのだろう。

　だめだ、と自分に言い聞かせながら、マコトは隣に立つサハルを盗ぬすみ見る。と、ちょうどこちらを見ていたらしく、目が合ってしまった。思わず目を逸そらしてしまい、不自然すぎる自分の行動に後こう悔かいしてしまう。

（ああ、もう……！）

「ほら、ハッシュ行くよ」

　タイスィールは、まだパニック中らしくその場に固まっているハッシュの腕うでを摑つかんだ。

　そのまま引きずるようにして移動し、マコトはそんな二人を複雑な気分で見送る。しばらくしてからカイスが声を掛けてきた。

「俺は先にゲルに行っとく。マコトも来るか？」

「……あ、じゃあ私は掃除道具とバケツを取りに行ってきますね」

　掃除道具は台所の一部倉庫になっているところにしまっている。それに埃ほこりを取った後は、拭ふき掃除もするだろう。

　マコトはそう答え、台所へと向かおうと踵きびすを返せば──目の前にニムが立っていた。

「っ！」

「っわ！　なによ。急に振り向かないで！」

　どうやらお互いに驚いたらしい。マコトの顔を見るなり、ニムは目を大きく見開いて悲鳴を上げた。

「ニム。どうしたんですか？　サラになにかありましたか？」

　サハルがそう聞いたのはやはり、一昨日の誘拐騒さわぎに関連してのものだろう。薬を嗅かがされていたので、その後こう遺い症しようや副作用が遅おくれて出てくる可能性はまだあった。

　しかし、ぴりっと走った緊きん張ちよう感に、ニムは慌てて首を振った。

「サラは元気よ。今は荷物の整理をしてる。衣い装しようを広げてるから邪じや魔まになるし、あたしだけ出てきたの。……ハッシュ来たんでしょ。掃除手伝うわよ」

　そんな言葉にカイスが意外そうに目を瞬いたが、サハルは笑え顔がおを浮かべて頷いた。褒ほめるようにニムの頭にぽんと軽く手を置く。

　なんとなくマコトはそんな親しげな仕草から、そっと視線を逸らしてしまった。

「ではカイスと先に行って換かん気きをしておいて下さい。私はマコトさんと掃除道具と水を取りに行きますから」

　その言葉にマコトは思わずサハルを見る。一人でも大だい丈じよう夫ぶですよ、と言おうとして、ハッシュのゲルがどこなのか分からないことに気付いて、慌てて口を閉じた。

（ああ、もう……馬ば鹿か……）

　自分の迂う闊かつさに唇くちびるを嚙かむものの、促うながされるままサハルの横に立つ。……けれど先さき程ほど、不自然に目を逸らしてしまったことを気にしている様子はなさそうで、ほっと胸を撫で下ろした。

「げ。ニムと行くのかよ」

「なによ！」

　カイスの呻うめきを聞いたニムが茶色い瞳を吊つり上あげる。今にも喧けん嘩かが始まりそうな雰ふん囲い気きに、マコトはハラハラしてしまう。

（二人にして大丈夫なのかな……）

　ニムと代わった方がいいのでは、と思うものの「行きましょう」とサハルに背中を押おされて、申し出るタイミングを逃のがしてしまった。

　それでも心配になって振り向いたその時、カイスの後ろに続くニムの口元が、ほんのり綻ほころんでいることに気付いた。

　きっとあの角度ならカイスは気付かないだろうが……どことなく嬉しそうに見える。

（え……え？　あれ、もしかして……）

　同じことに気付いたらしいサハルは小さな声で「女の子は難しいですね」と肩を竦すくめてみせた。

（あ、わ……そうなんだ）

　もう一度ニムを見れば、既すでに後ろ姿しか見えなかったが、高い位置で結んだ髪が弾はずむように揺ゆれている。そんなところまで嬉しそうに見えるのは気のせいかもしれないが、思わず顔が緩ゆるんでしまった。

　ニムはカイスのことが、好きなのだ。

　あいにくマコト自身に恋れん愛あい経験はないが、その瞳はクラスメイトが、憧あこがれの先せん輩ぱいに向けていたものとまったく同じだった。

　なんだか気持ちがほんわりしたと同時に──マコトは、とてつもなく嫌なことに気付いてしまう。そしてニムがどうして自分を嫌うのか、ようやく理解した。

（好きな人の婚約者候補なんて、嫌な気分になるの当たり前じゃない……）

　ああ、だから最初に顔を合わせた時に『イール・ダールを見に来た』と言ったのか。あれはおそらく牽けん制せいのためだったのだろう。

　……こうなったら、カイスは絶対に選ばない、とニムに宣言しておくべきだろうか。

　けれど聞かれて答えるならともかく、自分から言うには、なんだかおこがましい気がする。そもそもカイスは明らかに、自分のことを幼い子供だと思っていることは、一緒の寝しん台だいを使った時に分かっていた。自分がどうこうというよりも、カイスの方こそそんな気なんて更さら々さらないだろう。ニムは十五歳だがマコトより身長も高く、スレンダーで美人だ。自分よりもはるかにカイスの隣が似合う。

　けれど肝かん心じんのカイスはニムのことを、どう思っているのだろうか。

　サハルに聞いてみようと一度口を開きかけたものの、すぐに閉じる。

　そういった気持ちを他人から知られるのは嫌だろう。サハルだって身内の恋愛事情なんて、あまり話したくないであろうことは想像に難かたくない。

　足を動かしながらも、考え込んでしまう。マコトは台所に着いてからも、上の空でニムにどう伝えるべきか悩んでいた。なので。

「マコトさん？」

「えっ」

　ふいにサハルに顔を覗のぞき込こまれて、その近さに思わず叫さけんでしまった。

　慌てて口を押さえると、サハルが苦く笑しようして顔を戻した。

「驚かせてすみません」

「っいえ！　こちらこそすみません……ちょっと考えごとをしていて」

　目の前で両手を振ったマコトに、サハルはわずかに苦く笑う。不自然に下がった眉まゆ尻じりに首を傾かしげるよりも早く、サハルは背中を向け台所の奥おくの倉庫へと入っていった。

「……？」

　不思議な表情に引ひっ掛かかりを感じながらも、マコトもサハルの後に続こうとすると、「足元が危ないですから、そこで待っていて下さい」と注意が飛んできた。

　確かに以前もあまりの魔ま窟くつっぷりに、二の足を踏んでしまっており、大体の位置しか把は握あくできていない。その狭せまさから言って、慣なれた人間が取りに行く方が早いのだろう。

　案の定サハルは、それほど時間を掛けずに倉庫から出てきた。手には長い布の塊かたまりを抱えている。それを作業台に立て掛け結び目を解き始めたサハルは、マコトの方は見ずに、おもむろに尋たずねてきた。

「そんなにカイスのことが気になりますか？」

　なんのことだろう、と戸惑ったのは一瞬。

　……すぐに分かるくらい、顔に出ていたのだろうか、とマコトは思わず両手で顔を覆おおってしまった。

　あきらかに余計なお世話だったと自覚してしまい、気まずくなってマコトは俯いた。

「……気になるというか……その、ニムさんにしてみたら、面おも白しろくないだろうなって」

　言葉にして気付いた。自分が気にしているのは、カイスではなくニムの気持ちらしい。

「そうですね……。それが理由で、ニムは無理矢理ここに来たようですしね」

　やはりそうなのか、と思うと溜ため息いきしか出ない。

「でもマコトさんが気にすることはありませんよ。カイスはニムのことを、どちらかというと苦手にしていますから」

「……そうなんですか」

　なんだか残念に思う。一見仲が悪そうに見えたが、ニムの気持ちに気付くと、逆に二人はそれくらい遠慮のない関係にも思えた。

（よく喧嘩するほど仲がいい、っていうけど……）

　カイスにはそれが当てはまらないらしい。……相思相愛というのは、きっと自分が思っている以上に難しいのだろう。

　そんなことを思っていたからかもしれない。振り返ったサハルが、何気ない口調で続けた言葉に、一瞬反応が遅れてしまった。

「ニムのことが気になるなら、いっそ、私を選びませんか？」

「……え？」

　反はん芻すうして、それでも理解できなくて、マコトは顔を上げる。

　サハルはいつのまにか、マコトのすぐ目の前まで来ていた。そして、どうぞ、と手て渡わたされたのは小ぶりの箒ほうき。

「あの」

　反射的に受け取ってしまったものの、会話するには近すぎる距きよ離りに自然と後ろに下がれば、作業台に腰こしがぶつかった。サハルの両手が机の縁ふちに置かれ、小柄なマコトの体をすっぽりと包つつみ込こむ。

　サハルが屈かがんだ体勢になったことで、逆に下から見上げられることになってしまい、いつもとは真逆の立ち位置に、マコトはどきりとして一瞬息を吞のんだ。

　穏おだやかな大地色の瞳には、戸惑う自分の顔が映っている。

「──あ、の……っ」

「そうしたらニムに気兼ねもなくなるし、サーディンやナスルのゲルにも行かずに済みますよ」

「……あ……っ」

　先程思っていたことを、言い当てられて驚く。

　一瞬口に出していたかと思ったものの、おそらくサハルが自分の様子を見て気付いてくれたのだろう。

　彼が他人のそういった感情の機き微びに敏さといのは、この数日で分かっている。

　──自分が困っているのを見かねて、こんなことを申し出てくれたのだろうか。

（……でも、そんなことで結けつ婚こん、というか婚約……？）

　さすがに同情でそこまでしてもらうのは悪い。一度花はな婿むことして選ばれてしまえば、解消するにはそれなりの手間や時間が掛かるだろう。

　そう考えたマコトは、大きく首を振った。

「あの、そこまでしてもらわなくても大丈夫です。それに……そんなことをしたら、サハルさんが好きな人と結婚できなくなりますよね」

　しどろもどろにそう言いながら、マコトはあちこちに視線を彷徨さまよわせる。

「もともと誰だれかと婚こん姻いんを結ぶつもりはありませんでした。この世界では独身は珍めずらしくないですし。でも私を選んでくれるなら」

　物もの憂うげにサハルの目が眇すがめられ、意外なほど長い睫毛が濃こい影かげを作る。そんな一連の仕草を息が掛かるほど間近で見てしまい、呼吸が苦しくなった。心臓の音が聞こえてしまうのではないかと心配になるほど、うるさく鳴っている。

「──大事にしますよ」

　小首を傾げられていっそう細まった目元が蕩とろける。囁ささやかれた声は低く甘あまく、一瞬タイスィールに似ていると思ってしまった。けれど、それとは明らかに温度が違う。

　やがてその熱が伝でん染せんしたように、かっとマコトの顔が熱くなった。

「で、でも、結婚は、その、好きな人同士じゃ、ないと……幸せになれない、と、思うんです……！」

　沈ちん黙もくに耐たえきれず、元の世界で聞きかじった話を切れ切れに話せば、サハルはふっと顔を綻ばせた。

「ええ、私もそう思います。だから、あとは貴女あなたが私のことを好きになればいいだけですね」
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　同意した後、何気なく続けられた言葉に、マコトは今度こそ言葉を失った。

「え……」

　だって今の言い方は、まるで。

「考えておいて下さいね。いい答えならできるだけ早く、悪い答えならなるべく長く悩んで返事を下さい」

　そう言ってサハルは、ゆっくりと体を離した。手早くバケツに水を汲くむと、自分の分の箒を手に取り、くるりと踵を返す。そして、ああ、と思い出したように振り返った。

「貴女が考えそうなことを予想して先に言っておきますが、同情や哀あわれみではありませんからね？」

　少し怖こわいくらいの笑顔で付け加えられ、マコトはいつにないその圧力に、思わず頷いてしまった。

「よかった。では行きましょうか」

　にっこりと微笑ほほえんで促すサハルの表情は、すっかりいつも通りで──ますますマコトはパニックに陥おちいってしまう。

（なに、え……どういうこと……!?）

「マコトさん？」

「っはい！」

　渡された箒をぎゅっと握り締しめる。

　なんだか夢を見ていたような気分なのに、熱い頰ほおがそうではないことを証明している。

（なんで、急に……っ）

　慌ててサハルの後に続くものの、頭の中は整理できない。

　どんな顔をしていいのか分からない。困る。笑いたいのか泣きたいのか──だけど顔が赤いことだけは確かだ。

　サハルが振り向かないように祈いのりながら、マコトはその背中を追い掛けた。
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「──というわけで、『イール・ダール』は交流を深めるために、候補者のゲルを回っているんだ」

　にこりと微笑んでそう話を結んだタイスィールを、ハッシュは信じられない気持ちで見つめた。その同性相手に向けるとは思えない艶あでやかな、ある意味いつも通りの笑顔に、ハッシュは何度も目を瞬く。

（年頃の男女がゲルで一晩中二人っきりなんて……!!）

　あり得ない。そもそもこの世界は圧あつ倒とう的てきに女性の数が少ないせいで、ハッシュは同年代の異性と話す機会もほとんどなかったのだ。

　同族で年齢の近いサラとニムですら、顔を合わせるのは年に数回である。その上ニムの性格はあの通りで、正直関わり合いにはなりたくないし、サラは内気で放っておいて欲ほしいという雰囲気が常に出ているので、敢あえて話し掛けたことはない。

　それなのに、あろうことか『イール・ダール』である女性と自分が、いきなりそんな風に過ごすなんて、信じられなかった。

「もうサハルやアクラム達の所は回っているし、私の所にも泊まってもらったよ。おそらく君が最後だ」

（……僕で最後……）

　その言葉にまだ赤い顔を自覚しながらも、ぐっと唇を引き結んで頷いた。

　他の候補者が受け入れているのに、自分一人が騒ぎ立てるなんて子供っぽく感じたからだ。ましてや自分は男で、女性である『イール・ダール』の方がそれを受け入れているというのだから。

　……彼かの女じよだって好きで見知らぬ男のゲルに泊まっているわけでもないだろうに。

　混乱していたとはいえ、先程、マコトに謝らせてしまった自分の態度を思い返して、自己嫌けん悪おに陥おちいる。

『マコトといいます。私でお役に立てるかどうか分かりませんが、お答えできることがあったらなんでも聞いて下さいね』

　年齢にそぐわない穏やかな落ち着いた声は、いまだにハッシュの耳に残っていた。

　──夢にまで見た『イール・ダール』は、予想していた人物像とは少し違った。

　ハッシュが今まで直接話したことがある『イール・ダール』は二人。村にいる老ろう齢れいの『イール・ダール』と、北の一族の花はな嫁よめとなったイブキだ。しかし。

『だああっしつこいっ！　ここは病院なの！　怪け我がするか病気にならない限り来ないで！』

　そう怒ど鳴なられたのを最後に、いつ行っても夫ラーダに門もん前ぜん払ばらいをくらってしまう。

『イール・ダール』に長時間質問するわけにもいかず、イブキの所に毎日通ったのはしつこかったと今では反省しているが、探求心旺おう盛せいなハッシュにとって異世界から来た『イール・ダール』は興味が尽つきない存在だった。

（……せっかく、なんでも聞いていいって、言って下さったのに）

　嫌われたかもしれない、と明らかに気落ちした様子のハッシュに、タイスィールは苦笑して話題を変えた。

「ハッシュ。長老からの手紙は？」

「あ、こちらです！」

　ハッシュは顔を上げ、すっかり忘れていた手紙の存在を思い出し、懐ふところを探さぐる。

　鳥ではなく自分に預けられたものなので、それほど急ぎではないはずだ。そう思っていたハッシュだったが、それを開いたタイスィールの眉み間けんに軽く皺しわが寄ったことに気付き、首を傾げた。

「なにかありましたか？」

「いや、とんだ贔ひい屓きもあったものだと思ってね。──さてハッシュ、本題に入るよ」

　タイスィールは無造作に手紙を丸めて肩を竦めてみせると、改めてハッシュに向き直った。

　どうやら話は『イール・ダール』が自分のゲルに泊まることではなかったらしい。……そういえば、『それも含めて』と言われていたことを思い出し、ハッシュもタイスィールに合わせて、居住まいを正した。

「単刀直入に言うと、彼女にはまだ『オアシスの占せん有ゆう権』のことを話していないんだ」

「……え？」

　戸惑いに、思わずそんな声がハッシュの口から零こぼれた。

「……あの、誤解がないように、早く話してしまった方がいいと思うんですけど」

『イール・ダール』の伴はん侶りよとなった者が、一緒に現れたオアシスの『占有権』を手にすることができる、それが昔からの約やく定じようだった。乾かわいた砂漠でオアシスがどれほど貴重か、この世界に住む人間なら子供だって知っている。

　本人がそんな『自分の価値』を知らないまま、こちらが勝手に決めた婚約者を宛がうというのは、……騙だましていることになるのではないのだろうか。

　彼女自身の意志で選ばれた伴侶、そしてその一族が、そのオアシスの権利を手に入れることができるのだから。

　確かに他の一族には内ない緒しよで、村ではなく集落跡のこんな場所で保護していること自体おかしいのだが、ハッシュは『イール・ダール』が、まだ混乱していてそれを望んでいるから、という説明を鵜う吞のみにしていた。

　けれど確かにわざわざ村の入り口まで出で迎むかえてくれた『イール・ダール』に、混乱した様子はなかった。それどころか想像以上に落ち着いた態度に、自分の不ふ甲が斐いなさが恥はずかしくなるくらいで──そこまで思って、ぎくり、と心臓が跳はねた。

「……わざと、黙っているんですか？」

　すっとタイスィールの目が細まった。……つまりそういうことなのだろう。

　タイスィールは、明らかに非難の色が混じったハッシュの問い掛けを静かに肯こう定ていした。

　──『イール・ダール』の安全のために決められた『占有権』が独り歩きし始めたのは、いつだったか。『イール・ダール』が死ねばオアシスが涸かれる。それならば逆に生きてさえいればいいと考え、意志など関係なく延命だけを第一にし、強ごう引いんな手段を取る者もいた。

　しかし最近の研究では『イール・ダール』の幸福度が、死んだ後のオアシスの寿じゆ命みように比例する、ということまで分かってきている。それなのに、いまだ『イール・ダール』をオアシスの『付属品』だと軽かろんじる者も辺境の地にはいるらしい。

「君も今の我々一族の状じよう況きようを分かっているだろう？　うちには若い『イール・ダール』はいない。今いる『イール・ダール』の年齢を考えれば、あと十数年で、全てのオアシスは失われるだろう。この集落のオアシスも、三年以内には涸れると調査が上がってきたところだ」

　現在、西の一族が占有権を持つオアシスは三つしかない。既に七十を超こえる老齢の『イール・ダール』のものと、王宮勤めの夫を持ち、王都で生活している五十半ばの『イール・ダール』のもの。そして五年前に亡なくなったカイスの母のものだ。

　不幸なことに一番若いはずのカイスの母は、もともと心臓が弱かった。村にある彼女のオアシスはまだ涸れる気配はないが、五十半ばの『イール・ダール』が最近になって病に冒おかされ、長くとも二年だと医師から宣告されてしまったのだ。

　そうしてますます西の一族は追おい詰つめられた。

　もし全てのオアシスが涸れたとしたら、一族は拠きよ点てんを失い王都に流れるか、他の一族に入れてもらうか道は二つに一つしかない。そうなれば四族の力の均きん衡こうも崩くずれて、過去の戦乱を繰り返す可能性もある。オアシスの占有権を力で奪うばおうという強きよう硬こう派はは、いつの時代も存在するからだ。

　しかし『イール・ダール』が現れなくなった『呪のろい』の発ほつ端たんとなった十年前の事件は、自分達、西の一族で起こったことだ。

　正規の方法──マコトの存在を公開し、西が貰もらい受うけたいと言って四族の長が集まる会議に掛けたところで、三族の反対は目に見えていた。

　だからこそ長老は、頭領にもぎりぎりまで内密にして強硬手段を取ったのだろう。

　筋書きはこうだ。現れた『イール・ダール』を丸め込んで、西の男と結婚すると三族の頭領の前で宣言してもらう。『本人の意志』さえあれば、ある程度の年月、保護していたことを黙っていたとしても、それも含めて『イール・ダール』の意志だと言ってしまえば、無傷とは言わないものの決着はつく。

　特に十年ぶりの今回は『イール・ダール』の意志が一等大事にされることは、明らかだった。

「だからね。ハッシュも、なにも恋こい仲なかに拘こだわることはないよ。年齢も近いし、真面目なところが似ているから、気は合うと思うしね。できれば仲良くなって、優やさしいマコトが真実を知った時に、西の一族を捨てられなくなるような『枷かせ』になって欲しい。それが私達、候補者の──最低限の役割だ」

「なっ……！」

　かっとなって吐はき出だしそうになった声を抑おさえることができたのは、そう言ったタイスィールの美しい顔が、わずかに歪ゆがんでいたからだ。

　常に艶やかな笑みを浮かべて、その実、自分の思い通りに他人を動かすことのできる彼が、そんな風に他人にも分かるくらいの嫌悪を表情に浮かべるのを、ハッシュは初めて見た。

（ああ、だから候補者のゲルを……）

　聞いたばかりの時は、狼ろう狽ばいするばかりだったが、そう言われてみれば、さすがに不自然なその意味にようやく気付いた。おそらくなりふりかまわず、一族の誰かと添そわせたいのだろう。

　候補者の面メン子ツを見たって、自分が入っているのが不思議なほど、一族の中でも見み目め麗うるわしい将来有望な男ばかり。年頃の少女なら、見知らぬ世界でそんな美び丈じよう夫ふに優しくされれば、依い存ぞんするように恋に落ちても不思議ではない。

　だが、目の前のタイスィールが乗り気ではないらしいことに、ハッシュは心のどこかでほっとした。

　彼は候補者の中で一番見目も麗しく、また親衛隊の隊長の任を辞したといえど、顧こ問もんとして籍せきを置いており地位も高い。彼に微笑まれたら墜おちない女などいないと王都で噂うわさされているくらいだ。タイスィールが本気を出して口説きにかかれば、普通の女性なら即そく頷くのではないだろうか。

　そしてタイスィールは目的のためならば、少女一人を手玉に取るくらい片手間にやってのける非情さも持っていた。

「……タイスィールさんは、どう思っているんですか？」

　ハッシュは慎しん重ちように言葉を選んでそう問う。

　タイスィールはハッシュの言葉に一度だけ目を瞬いて、困ったように笑った。

「……まだ最善を模も索さく中かな。マコトがあんまり健気けなげでね。少し予定が狂くるってる」

　冗じよう談だんめかして首を竦めたタイスィールに、ハッシュは咄とつ嗟さに口を開いた。

「じゃあっ」

　話してしまえば、と口に出しかけたものの、ハッシュの頭に一族の未来が頭をよぎり、途中で勢いを失った。正義感を振りかざし、騙すのは駄だ目めだと言ったところで、じゃあどうするのかという代だい替たい案を出せなければ、そんな議論は時間の無む駄だでしかない。

「……っ」

　唇を嚙んで俯く。

「悪いね」

　タイスィールはハッシュの気持ちなどお見通しなのだろう。年長者らしい優しさで、必要もない謝罪を口にした。そして話を切り上げるように立ち上がり、ポンとハッシュの頭に手を置く。

「話はそれだけだよ。今日はゆっくり休んで……と、言いたいところだけど、ハッシュには無理かな」

　最後はからかうように言われた言葉に、ハッシュは複雑な気持ちになる。

　確かに同じ年頃の少女と一緒のゲルに眠ねむるのは緊張するが、それよりも今は罪悪感で胸がいっぱいだった。

　先程のマコトの笑顔を思い浮かべれば、口の中に苦いものが広がる。

　タイスィールは、彼女のことを優しい、と言った。タイスィールが躊躇ためらうのもそれが理由だろう。そしてそんな優しさを、自分達は利用しようとしている。

　それからハッシュは、タイスィールからマコトの荷物を預かった。

　念願の『イール・ダール』に会えた興奮が、噓うそのように消えてしまったのを感じながら、ハッシュは自分のゲルへと重い足取りで向かった。




　そしてそれより少し前。

　持ち主よりも先にハッシュのゲルに到着したマコトは、本ほん棚だなの埃を落としていた。今日は風もないので、ゲルの窓や扉とびらは換気のために開け放たれたままだ。

　そんな中沈しずみかけた太陽の赤みを帯びた光が、さほど広くない部屋の中を照らして、積まれた本の影を伸のばしていく。

（乾から拭ぶきもしたし、あとは本を入れるだけだけど……）

　おそらく順番があるのだろう。積まれた本を前にマコトは迷う。

　誰に聞こう、と首を回したところで、寝床の板を手にゲルの中へと戻って来たサハルと目があった。途と端たんに熱くなる顔に、慌てて視線を逸らし、本を見ているふりをする。

（どうしよう。顔を上げられない……）

　擦すれて端はしが白くなった表紙を見下ろしながら溜息をつく。マコトはハッシュのゲルに来てから終始、サハルを避さけてしまっていた。

　できれば今すぐ一人になりたい。一人になってとりあえず落ち着いて、サハルの言葉を考えたい。

　サハルが言った言葉が、ぐるぐると頭の中を駆けまわっている。冷静に、と自分に言い聞かせてはみるものの、甘く囁くような声が鼓こ膜まくにくっついてしまったように何度も蘇よみがえって、叫び出したくなってしまう。

　なんでもないような顔をして、機械的に手を動かしてはいるが、サハルの方を決して見ることができない。その声が耳に届くだけでも意識してしまう。

「ニム。これを拭いておいて下さい」

「分かった。じゃあ、それもついでに貰っとく」

　そして五人もいれば作業は早い。カイスにニムが絡からみ、またその逆もあり、作業が滞とどこおる場面もあったが、その度にサハルがとりなし、宿屋で見た時のようにヒートアップすることもなく、二言三言で収まった。

　マコトの向かい側の棚で同じ作業をしていたニムは、カイスからも陶とう器きのようなものを受け取る。

　軽い言い合いはするものの、一昨日に比べれば噓のような和なごやかさだった。

（カイスさんはどう思ってるんだろう……）

　もしカイスもニムのことを思っているならば、やはり一刻も早く自分の候補者から外すべきではないだろうか。そんなことを思っていたら、こちらに顔を向けたカイスに声を掛けられた。

「あ、マコト。アクラムに差し入れ、ありがとな」

「え？　いえ。あれで大丈夫でしたか？」

「ああ、バッチリ。まぁ引ひき換かえにちょっと頼まれごとされたけど、問題ねぇ」

　よかった、とマコトは溜息をつく。もともとゲルに訪ねた時から、それほどアクラムの機き嫌げんは悪くなかったように思っていたので、役に立てたかどうか微び妙みようだったのだ。

「タイスィールに分けてもらったけど、揚げ菓子うまかったな。また作ることがあったら俺おれの分も頼む」

　にっと歯を見せて笑ったカイスに、マコトも微笑んで頷いた。

　小麦粉はまだ少し残っていたはずだ。アクラムにも頼まれていることだし、同じ物は飽あきるだろうから、フライパンで簡単なケーキを作るのもいいかもしれない。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たを解消できそうなカイスの言葉に、感謝さえして笑みを深める。しかし。

「それは羨うらやましいですね。じゃあ私もお願いしてもいいですか？」

　突とつ然ぜん割って入った声に、マコトは落ち着いてきていた心臓が再び跳ねるのを感じた。思わず胸の中で手にしていた本を握り締めてしまう。あまり保存状態がよくなかったせいか、乾いた表紙の欠片かけらが剝はがれ落おちそうになってしまい、慌てて力を抜いた。

（平常心、平常心……！）

「──分かりました。今度作ったら持っていきますね」

　おそらく普ふ段だん通りの声が出せたはず。マコトはさりげなさを装よそおって、ついでに本の並べ方を尋ねる。このメンバーではおそらくサハルが適任だろう。

「本人の使い勝手もあるでしょうから、それはハッシュが戻ってから片付けましょうか」

「分かりました」

　マコトは頷いて、そそくさとサハルの前から移動する。外に干していた寝台の板が全て戻っていることに気付き、同じように干していた毛布を取りに外に出た。

　毛布を取り込み、軽く叩たたいて埃を落とす。

　まだ太陽は出ているけれど、風も出てきたのでそろそろ窓や扉を閉めるべきかもしれない。

　そう思いながら日ひ除よけのスカーフを目ま深ぶかに被かぶり直したところで、視界の隅すみに歩いてくる少年の姿を捉えた。

「ハッシュさん！」

　マコトの声に顔を上げたハッシュは、少し驚いたように一いつ旦たん足を止めた。

　その両手に見たことのある……自分の衣装箱が抱えられていることに気付き、マコトは急いで駆け寄った。

「それ！　私の荷物ですよね。すみません。ありがとうございました」

　両手を差し出して受け取ろうとしたが、ハッシュはなぜか視線を逸らすように俯いて、「いえ」と首を振る。

「掃除手伝ってくれてありがとうございます。あの……重いですから、中まで運びます」

　衣装箱を挟んだハッシュの表情は、後ろから照らされる夕ゆう陽ひの逆光でよく見えない。けれどその声こわ音ねが先程とは比べようがないほど、元気がなかった。

「あ、っと……ありがとうございます」

　マコトがお礼を言うと、ハッシュもぺこりと頭を下げてゲルの方へ歩き始めた。その隣に並びマコトもゲルに向かうものの、ようやく見ることのできたハッシュの横顔は、やはりどこか沈んでいるように見える。

（タイスィールさんとなにかあったのかな）

　先程までのハッシュとは明らかに違う、気落ちした様子にマコトは首を傾げながら、ハッシュの後に続いてゲルの中に入った。

「おう、こっちはあと本棚だけだぞ」

「あ、すみませんでした」

　荷物を下ろした後、ハッシュはさっそく本を手に取り本棚に挿さしていく。

　その隣で手伝うのはサハルで、大の男が二人も立てば、もう本棚の前はいっぱいだ。マコトはせめて、並べやすいようにと本を束ねていた紐ひもを解ほどいていった。

　そして──そんな作業を続けているうちに、ハッシュもいくらか調子を取り戻したらしい。

　すっかり片付けが終わり、本棚も隙すき間まなく埋うまった頃には、サハルと難しそうな本について議論を始めた。掃除をしながら聞いたところによると、サハルがまだ十代の頃、彼らは同じ師し匠しようの元で、一緒に生活をしていた時期があるらしい。

（サハルさんは、その頃からきっと面めん倒どう見みがよかったんだよね）

　確かに改めてハッシュを見てみれば、穏やかな雰囲気が似ていなくもない。

　ただやはり王都から着いたばかりで疲つかれているようで、楽しそうな会話の切れ間に、何度も溜息をつく。

（さっき元気がないように見えたのは、疲れているからかな？　それなのに、他人と同じゲルで眠るなんて嫌だろうなぁ……）

　体調が悪いのなら、それを押してまで今日泊めてもらわなくてもいいのでは、と思う。

（……タイスィールさんに頼んでみようかな）

　しかしそうなったら誰のゲルにお世話になればいいのだろう。サラ達のゲルに泊まることができれば一番いいが、ニムが嫌がるのは想像に難くない。

　ちらりとサハルの背中を盗み見た。そしてふと思いつく。

（サハルさんって決めたら……同じゲルに住むってことなのかな……？）

　そういえば最初に兄と思って下さい、と言われていた。それなら同じゲルで生活しても不思議ではないだろう、と。けれど先程の告白は、そんな兄きよう妹だいの関係ではなくて、婚約者として──。

　再び顔が熱くなりかけて、慌てて頭から追い出す。そんな時、開け放たれたままだった扉からサラが顔を出した。

　ゲルの中を見回したサラはマコトを見つけると、控ひかえめに微笑んで丁てい寧ねいに頭を下げた。

　その腕には重そうな籠かごを抱えている。

「マコト様、眠る前のお茶を持って参りました。それと、お支し度たくを手伝わせてもらおうと思いまして」

　咄嗟に重そうな荷物を運ぶのを手伝おうとしたが、恐縮されてしまう。

　ハッシュが到着したのは夕方だったので、既に空はすっかり暗い。ただ眠る時間かといえば、それには少し早いように思える。しかし。

（お支度ってなんだろう……）

　戸惑ったのはマコトだけで、カイスとサハルはサラが入ってきたのを認めると、特になにを言うわけでもなく、腰を上げた。

「ハッシュ。すみませんが私のゲルに本を取りにきてもらえませんか。以前お貸しすると言っていた本を持ってきているんですよ」

「本当ですか！」

　またどこか物憂げにぼんやりしていたハッシュが、ぱっと顔を輝かせる。そして急いで立ち上がると、サハルの後へと続いた。

「では、おやすみなさい」

　誰に、というわけではないだろう、サハルがそう挨あい拶さつをして、ニムが真っ先に「おやすみ！」と答えた。それに続いてサラが頭を下げたので、マコトも倣ならうように会え釈しやくだけに留とどめる。今はまだ顔を合わせることはできない。

　一気に三人がいなくなったので、ゲルの中は急に静かになった。……正直に言えば、サハルがいなくなってくれて、ほっとしてしまった。

　胸の中の空気を全部吐き出すような溜息をつくと、疲れたのだと勘違いしたらしいサラが気遣わしげに声を掛けてきた。

「お疲れさまでした。こちらは花の香かおりがするお茶で、都で人気があるんです。安あん眠みん効果もあるそうですから、ぜひお飲み下さい。ニムも一緒にどうですか」

「……もらうわ」

　てっきりサハル達と出て行くと思っていたニムだったが、予想に反してゲルに残っていた。意外な気持ちで視線を向ければ、うっかり目が合ってしまう。だが睨にらまれるかと思ったニムは、居心地悪そうに目を逸らしただけだった。

（あれ……？）

　いつもと調子の違うニムに首を傾げていると、サラが「よかったら」とポットを包んでいた布を差し出した。

　なんだろう、と思えばその布はしっかりと濡ぬれていて、ほどよく温かい。なるほどお絞しぼりみたいなものか、と納なつ得とくしたマコトは、お礼を言って手を拭ぬぐった。気持ちいい。

　茶器に注がれたお茶の香りが、ふわんと白い湯気となってゲルの中に漂ただよう。茶器自体も台所にあるものより薄く、可愛いらしい花の絵が描えがかれた華きや奢しやな陶器で、扱あつかうサラの細い指によく似合っていた。

　そうして勧すすめられるまま、三人で盆ぼんを囲み、サラに入れてもらったお茶に口をつける。

　一口含んで、爽さわやかな香りとこの世界にしては控えめな甘さに、マコトは少し驚いた。

「美お味いしいです……あの、あんまり甘くないんですね」

「今朝、食後のお茶を飲んでいらっしゃった時に、あまり砂糖は入れていらっしゃらなかったので、お砂糖をやめて蜂はち蜜みつをほんの少しだけにしたんです。お口に合ってよかった」

　今朝飲んだ食後のお茶は、お菓子を頼まれたこともあって、慌ただしかった。マコトですらも、入れたかどうか覚えていないのに、そんなところまでサラは見ていたらしい。自分より四つも下の少女の気遣いに驚いたが、丁寧に淹いれられたお茶の味にも感心する。

　自分が淹れたものとは味が全然違う。苦味がちょうどいいというか……おそらく温度や蒸むらす時間もしっかり計っているのだろう。手が空いている時にでも、コツを聞いてみよう。──そう思って、なによりも聞きたいことを思い出した。

「あの！　ずっと聞きたかったんですけど、サラさん達は、お風ふ呂ろとかどうされてるんですか」

　それは前々から切実に聞きたいことだった。男性に聞くのはなんとなく憚はばかられて、ずっとマコトの中で保留になっていた問題だ。

　マコトの勢いにサラは一瞬驚いた顔をしてから、みるみる表情を曇くもらせた。マコトが戸惑った次の瞬間には、絨じゆう毯たんの上に額を擦りつける勢いで頭を下げた。

「え……？」

「申し訳ありません。本来ならたっぷりのお湯で湯浴みして頂くものなのですが……私の力が及およばす、『イール・ダール』ともあろうお方に、ご不便な思いをさせてしまうなんて」

「あ……」

　なにも責めたかったわけではない。慌てて首を振ったマコトだったが、サラは俯いたまま謝罪の言葉を繰くり返かえす。真面目すぎる……というか思い込んだらそれ以外は見えない、という性格なのだろうか。どうしたものか、と考えあぐねるマコトに、意外な助たすけ舟ぶねを出したのは、それまで黙っていたニムだった。

「そういうこと聞いてんじゃないでしょ」

　少し低い呆あきれた声に、マコトとサラは同時に彼女に視線を向けた。

　ニムは、はぁと大おお袈げ裟さな溜息をつき、サラをじとりと睨む。そしてマコトに視線を移すと、早口で説明を始めた。

「ここにいる間あたし達は、大体布で汗あせを落としてるわ。三日に一回はお兄ちゃんやタイスィール様とか、魔ま法ほうが使える人に頼んで、近くのオアシスに結界を張ってもらって水浴びするつもり」

　マコトは驚いてニムを見る。回りくどいサラに焦じれたのだろうが、自分に教えてくれたのは事実だ。嬉しくなって礼を言えば、ニムはつん、と気まぐれな猫ねこのようにそっぽを向いた。

「では明日にでも、どなたかに頼んでみますね」

　慌てたように言い添えたサラの言葉に、自然と笑みが浮かんだ。

「嬉しい。お願いします」

　素す直なおに言葉にすれば、とんでもありません、と恐縮したサラの声が返ってくる。

　汗を流すことができるなら、水浴びでもなんでもいい。

　珍しく弾んだ様子のマコトに、サラもようやく表情を和ませた。

「もう少しで祭りも始まりますし、皆みなさんも潔けつ斎さいされますから、ちょうどいいですわね」

「祭り……？」

「ええ、もともとここには女神祭イール・イードのためにいるんです。三日三晩明かりを絶やさず独身の男性がお祈り致いたしますの」

　そういえば、初日の夜にサハルからそんな説明を受けた気がする。

「女によ人にん禁制ですので祠ほこらに入れるのは、……その、独身の男性だけですから、私達も見ることはできないんです。ああ！　けれどその期間くらいは、用意した相応ふさわしいお衣装にお着き替がえ下さいね。たくさんありますから」

　弾んだ声でそう言ったサラに、マコトはこの先の展開に悪い予感を覚えて、思わず無言になった。着せ替え人形。そんな単語が頭に浮かんだが、人形とは愛らしいものだ。自分には向かない……いや、似合わないと言った方が正しいだろう。

　答えに困って黙り込んだマコトに、サラは不思議そうに首を傾げる。少し沈黙が続いたところで、口を開いたのはニムだった。

「……あんたさぁ」

　サラはニムの隣なので、視線は確実に自分に向けられている。苦虫を嚙み潰つぶしたような表情にマコトは思わず身構えた。それを見て気まずそうに視線を外したニムは、小さな声で呟く。

「もう誰と結婚するのか決めたの」

　ぎくん、と心臓が跳ねたのは数時間前のサハルとの一幕を思い出したからだろう。明らかに挙動不ふ審しんになったマコトに、ニムが眉間の皺を深くしたのが分かって、ますます焦あせってしまう。

「あの、この世界に来てまだ少ししか経たってなくて……急に結婚だとか言われても、ピンとこなくて、選ぶ、とかとても……あ！　でも、カイスさんは選びません！」

　まっすぐに突つき刺ささるニムのプレッシャーに、マコトはしどろもどろに説明する。そうだ、そういえば自分は本来このことを悩んでいたのだ。その後のサハルとのやりとりで、すっかり頭から抜ぬけ落おちていた。

「は!?」

　しかし言葉選びを間ま違ちがえたらしい。ニムは、かっと目を見開くと、前のめりになって叫んだ。

「ちょっと誰に聞いたの!?　サラ？　お兄ちゃん!?」

「私がそんなことを言うわけがないでしょう。見ていたら分かりますよ。ねぇマコト様」

　サラは呆れた表情を隠かくさず、ニムにそう言い放つ。

　大人しいとばかり思っていたサラだが、ニムには存外きつい……のは仲がいい証しよう拠こなのかもしれない。

　しいて言うならサハルなのだが、それよりも先に自分が気付いたので、敢えて言う必要はないだろう。兄妹喧嘩の原因にはなりたくない。

「あの、……本当になんとなく、です」

　顔を真っ赤にさせたニムは、苦虫を嚙み潰したような顔をしながら、膝ひざを抱えた後、拗すねたように口を尖とがらせた。

「なんでよ。カイスかっこいいし、次期頭領だし、口は悪いし気は利きかないけど、男気もあるし悪い奴やつじゃないでしょ」

　むしろそれを本人の前で言ってあげればいいのでは、なんて余計なお世話としか言えないことを思いながら、マコトは首を振った。

「カイスさんは多分、子供すぎる私のことは、そんな対象に見ていないと思います」

　一緒のゲルに泊まった時に思ったことだ。意識していたら同じ寝台で眠ったりしないだろう。むしろ慌てたのは自分だけで、カイスは照れた様子もなく、すんなり眠ってしまったのは記き憶おくに新しい。

「アンタ、カイスの所にも泊まったんでしょ。なにもなかったの」

　ぽそりと呟かれた言葉にマコトは目を瞬く。

「ないです！」

「……そ、そう」

　むしろあったら、こんな風にニムと面と向かって会話できないだろう。マコトが珍しく強い口調で言いきったことに、ニムは驚いたように顔を上げてから、ぱっと膝の上で組んだ腕の中に顔を伏ふせた。

　腕の下の表情は緩んでいるらしく、小鼻がひくひくしているのが覗き見えた。おそらくほっとしたのだろう。

　確かに好きな人が異性と一緒に泊まるなんて、婚約者候補になった以上に、許しがたかったのかもしれない。

「まっ、アンタがカイスに気がないのなんて、分かってたけどさ」

　誤ご魔ま化かすように一度視線を上げてそう言ったニムの言葉に、マコトが首を傾げると、それを見たニムは、「さっき」と前置き、言葉を続けた。

「カイスがここの掃除をする時に、一緒に行こう、って誘さそったのにアンタ断ったでしょ。普通、気があったら二人きりになりたいじゃない」

　……恋心はそんなところで判断するのか。効率を考えて断ったのだが……ニムの誤解が解けたのならよかったと思う。

「それにさ。どっちかっていうと、お兄ちゃんとなんかあったわよね？」

「……っ!?」

　誤解が解けてほっとしたところで、おもむろに投下された爆ばく弾だんに、マコトは思いきり反応してしまった。

　みるみる顔が赤くなり、その明らかになにかありましたと言わんばかりの反応に、ニムは器用に片かた眉まゆを上げた。そして弧こを描いた唇を慌てて引き締めたが、あいにく顔を伏せたマコトは気付けなかった。

「お兄ちゃんが嫌われる要素なんてないじゃない。そりゃ他の候補者に比べたら地味だけど、端たん正せいな顔立ちしてるし優しいし気配り上手だし。その上でアンタが顔真っ赤にして避けてるんだから、なんかあったと思うでしょ」

　責めるように、追い詰めるように、ニムは畳たたみかける。

　サラは呆れたようにそんなニムをちらりと見たが、敢えて口を挟むことはしなかった。なぜならサラにとっても、自分の仕える『主人』の恋のお相手は、最重要案件なのだから。

「う……、あの」

「なに言われたのよ」

　ぽんぽんと問いを投げるニムに、マコトは手に持った器うつわを意味もなく何度も握り締める。

　黙り込むマコトに、猫のように四よつん這ばいで近づいてきたニムが、下から顔を覗き込んだ。──サハルとよく似た瞳に、あの時の言葉を思い出し、マコトはますます熱くなる頰に耐えかねて思いきり顔を背そむけた。

「その、……私を選びませんか、って」

　マコトの言葉に、ニムは大きな目を見張り、サラは「まぁ」と興奮したように両手で頰を覆った。

「へぇお兄ちゃん、やるわね。で、あんたの返事は」

　ニムとサハルの仲の良さから、てっきり嫌がられるのではないかと思っていたマコトは、ニムの反応を意外に思う。けれどにじり寄ってきたニムは、更に追つい及きゆうしてきた。

「すぐに答えられなかったから……考えておいて下さい、って。……いい返事なら早めに、悪い返事なら長く悩んで教えて下さいって」

「うわぁ……。我わが兄ながらエグイわね。っていうかむしろ身内の恋愛話なんて聞きたくないわー」

　聞いておきながらなかなかひどい感想に、マコトはどうすればいいか途と方ほうに暮れる。

　けれどひとしきり聞いて満足したらしいニムは元の場所よりマコトに近い位置に座すわり直すと、ふんふんと頷いて、ぴっと人差し指を向けた。

「で、アンタは迷ってるんだから、まんざらでもないってことなのよね」

　そう言われて、マコトは目を瞬いた。

　驚くばかりで、そんな風に捉えたことはなかった。

　まんざらでもない、と言うにはなんだかひどく図ずう々ずうしいように思えて、顔の前で手を振った。

「でも、あの……ナスルさんとサーディンさんの所に泊まらなくてはいけないかもしれなくて、多分それを避けるために言ってくれたんだと思うんです。……それか私に同情して、婚約者になるって言ってくれたのかも」

　サハル自身に否定されたものの、やはりマコトの頭から同情の可能性は捨てきれない。しかし、ニムは少し呆れたように肩を竦めて、首を振った。

「お兄ちゃんは同情で結婚なんてしないわよ。むしろ同情だったら、アンタのことをちゃんと好きで、幸せにしてくれそうな他の候補を吟ぎん味みして、仲を取りもとうとすると思う」

　実の妹ならではの、いやに具体的な洞察は、驚くほど説得力があった。

　確かにサハルなら、自己犠ぎ牲せいのような、ある意味一番手っ取り早い方法は取らない気がした。

（じゃあ……サハルさんは、本気で私と婚約したいってこと……？　じゃあ、ほんとにサハルさんは、私のことを）

　そこまで考えて、瞬しゆん時じに図々しい！　と自分で自分に突っ込む。

「いや!?　ないです！　そんなの……サハルさんが、私をなんて」

　出会ってまだ一週間も経っておらず、しかも、好きになってもらえるような要素なんて、なに一つない。むしろひたすら迷めい惑わくを掛け続けているのに。

　だんだん小さくなっていくマコトの主張に、ニムは目の大きさを半分にして、呆れたように顔を顰しかめた。

「あたし、アンタのそういう卑ひ屈くつなトコどうかと思う」

　直球でグサリ、とくるキツイ一言にマコトは俯き、さすがにサラが窘たしなめた。

　けれど言葉ほど声音は辛しん辣らつではない。以前に感じたような棘とげはないので、素直に聞くことはできる。……確かに元の世界にいた時から、少なからずそういう傾けい向こうはあった。

「アンタさ。さっきサラと話してる時も思ったけど、ホントに不器用よね。ストレートに言えばいいのに、回りくどい言い方ばっかりしてさ。相手を傷つけたくないとか思ってるんだろうけど、そんな気遣い普通分からないし、特に変な『イール・ダール』像持っちゃってる思い込みの激しいサラには、一生伝わらないから」

「ニム！　ひどいです！」

　ニムはサラにも辛辣だった。おそらくニムは誰にでも、こういうはっきりとした物言いをするのだろう。そう思えば今までの言動の数々にも納得できる。

「アンタ頭で色々考えすぎなのよ。慎重なのもいいけど、あんまり過ぎるとかえって『アンタなんて信用してません』みたいに思えるわ。結局最後は自分が我が慢まんすればいいとか思って、自己完結しちゃうんでしょ」

　ぽんぽん吐き出される言葉は、思いあたることばかりだ。まだ出で会あって二日も経っていない相手に分かってしまうほど、自分は卑屈なのだろうか。落ち込みかけたその時。

「──っていうようなことを、お兄ちゃんが言ってた」

　ニムがそんな盛せい大だいなオチをつけて、ぺろりと舌を出したのだ。

「え？」

　マコトは一瞬固まり、それから目を瞬かせた。

　サハルさん、が。

　頭が理解するまでに時間がかかり、それよりも先にサラが感心したように溜息をついた。

「まぁ……マコト様のことを、よく見てらっしゃるのですねぇ」

　よく見ている。おそらくそうなのだろう。自分もほとんど意識していなかった部分まで、詳つまびらかにされて、恥ずかしがればいいのか、理解されているのだと喜べばいいのか、余計に分からなくなってしまった。

　マコトを混乱の極地に落としたニム自身はといえば、なにごともなかったように、サラにお茶のお代わりをねだっていた。そして大事そうに両手で抱え込んだ器の向こうから、じっとマコトを見た。

　目が合うと、視線を斜ななめに逸らす。そして先程までとは打って変わり、しどろもどろに言った。

「……恋こい敵がたきじゃないなら、別に……アレだし。アンタ、なんか危なっかしいしさ。お兄ちゃんにも頼まれたし、仲良くしてあげるわよ」

　お茶が熱いわけではないだろう。そう言ったニムの頰はふんわりと赤い。

　どうやら彼女なりの歩み寄りなのだと気付いて、混乱していた頭が少し冷えた。代わりにじわりと喜びが込み上げる。

　誰だって嫌われるより、仲良くしてもらえる方がいい。

「よ、よろしくお願いします……！」

　勢いきおい込こんでそう返事をすると、ニムはびくっと肩を震ふるわせた後、改めてマコトを見た。

「……よろしく。……それからちょっと態度悪くて、悪かったわよ」

「ちょっとじゃありませんでしたけどね！」

　先程の発言を引きずっているらしいサラがそう突っ込み、さすがにニムも口を噤つぐんで、居心地悪そうにお茶を呷あおる。

　くるくる変わる表情は、まさしく年頃の女の子だ。

　サハルはニムのことを、本当は面倒見のいい子なのだと言っていた。もしかするとマコトが年下だと思っての助言なのかもしれない。

　年齢を誤魔化していることを思い出して、ちくりと胸が痛む。

　不器用だけど優しい──なんだかカイスに似ているな、と思う。……やはり二人はお似合いなのではないだろうか。

　そして少ししてから戻って来たハッシュは、胸に本を抱えていた。

「まだお支度が！」と、慌てたサラに、ニムが「ハッシュ疲れてるから」と気遣いを見せて、引きずるようにして出て行った。どうやらニムも少しおかしかったハッシュの様子に気付いていたらしい。

「じゃあマコト。おやすみ！　また明日ね」

「明日は！　明日は必ずお支度を！　マコト様、おやすみなさいませ！」

　賑にぎやかに二人が出て行き、マコトは改めてハッシュに、今夜お世話になることへの謝罪を口にする。

「いえ！　そんな、『イール・ダール』のせいじゃないですし！」

　慌てて首を振り、その後は居心地悪そうに身じろぎする。

（泊まる日をずらしてもらおうって思ってたのにな……）

　うっかりニム達と話し込んでしまい、いつのまにか肝心なことを忘れていた。

　ハッシュの落ち着かない様子に、マコトは罪悪感を刺し激げきされながら、サラが忘れていった茶器を脇わきに片付ける。持ち上げたその重さに、ポットの中にお茶が残っていることに気付いた。そして余分に用意されていた器を確かめて、ハッシュに声を掛ける。

「ハッシュさん、少し冷めているんですけど、サラさんが持ってきてくれたお茶を飲みませんか？」

「え……？　あ、頂きます！」

　自分のゲルだというのに、戻って来た時から立ちっぱなしだったハッシュは、おそらくサハルから借りてきたのだろう本を机に置き、ようやく座り込んだ。

　マコトからお茶を受け取ると、まだ少し緊張した面おも持もちで口をつける。

（聞きたいことがあるって言ってたけど、今日じゃなくてもいいのかな……）

　昼間の勢いが噓のように、静かにお茶を飲んでいるハッシュ。

　疲れているのなら、今日はこのまま休んだ方がいいかもしれない、と思い始めたところで、ハッシュがようやく口を開いた。

「あの、……他の候補者と同じように『マコトさん』とお呼びしてもいいでしょうか」

　マコトが顔を上げると、ハッシュがぴくっと背筋を伸ばした。驚かせてしまったらしい。反省したマコトは急いで「もちろん」と返事をする。『イール・ダール』と呼ばれるより、ずっといい。
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　ハッシュはほっとしたように肩の力を抜き、そろそろと上うわ目め遣づかいでマコトを見た。

「あの、……まだお休みにならなければ、でいいんですけど。マコトさんの世界の話を聞いても？」

「はい！　あの、ちゃんとお答えできるか分かりませんが、なんでもどうぞ」

　そう促せば、ハッシュはぱあっと顔を輝かせる。

　年齢よりも幼く見えるその笑顔に、マコトはなぜかほっとした。男の人というよりも男の子、という印象だからかもしれない。

「ありがとうございます。あの、じゃあ──」

　ハッシュは一度考えをまとめるように間を置いてから、おずおずと口を開いた。




　一方その頃ハッシュを見送ったサハルは、書類が積み上げられた机の前に腰を下ろしていた。

　目の前の一枚に手を伸ばしたものの結局気乗りせず、指を引っ込める。そして机に両りよう肘ひじをつき軽く組んだ手の中で、珍しく深い溜息をついた。

　自分が作った時間で、ニムはきちんとマコトに謝罪できただろうか。

　願わくば、混乱しているであろうマコトの相談にも乗ってもらいたいが──さすがにそこまで期待するのは、よくないだろう。

　ハッシュのゲルを出る時に、言葉こそなかったものの、見送ってくれたマコトの様子を思い出す。

　俯いたことで流れた黒髪から覗いた小さな赤い耳を思い出して、サハルは思わず口元を指で撫でた。窓の外へと視線を逸らし、すっかり暗くなった空を見上げる。失敗した、とは思わないが──決してマコトを困らせるつもりはなかったのに。

　きっとマコトは混乱しているに違いない。まさか少し前に『兄と呼んで下さい』と言われた男から突然、求きゆう婚こんされるとは思ってもいなかっただろう。

（恋は人を愚おろかにさせる）

　誰が言った言葉だったのか。あまりに的確すぎて、笑い出したいほど。

　この二日間、マコトが自分を避けていることには気付いていた。その事実が思っていた以上に堪こたえていたらしい。

　おそらく突然やってきたニムに遠慮し、距離を取ろうとしたのだろう。そんなことはマコトの性格を少し考えれば分かるし、理解もしていた。またそういう気遣いの果ての不器用さがたまらなく可愛らしいと思っている。

　どう彼女との距離を詰めればいいものか考えあぐねいてた。けれど明らかにカイスのことを気にするマコトに、気付けば『私を選びませんか』と声に出していたのだ。

　それはもう紛まぎれもない自分の本音だった。

　自分がどうしたいのか。あの瞬間に気付いた。それが分かれば、いっそ吹ふっ切きれた。

　むしろ今朝早々に、口止めも兼かねてニムにオアシスの占有権の話をしたところから、自分は無意識にマコトの婚約者になるために動いていたのかもしれない。

　もともとニムは口は悪いものの、お節せつ介かいなところもあるくらい、面倒見のいい性格をしている。マコトの立場を説明すれば、おそらく自分の恋心を秤はかりに掛けても、マコトの不ふ憫びんさに同情するだろう。実際、その直後からニムの言葉数が少なくなり、思い悩む素そ振ぶりを見せた。

『仲良くして下さいね』

　色んな事情を含めてそう念を押せば、ニムは返事こそしなかったものの、悩んだ顔をして早々に自分のゲルに引っ込んだ。

　普段なら焼けるから嫌、と外には出ない夕方の西日が強い時間に、珍しく集落の入り口まで出てきたのも、マコトが気になったのだろう。

　マコトには不安の一つであろうナスルとサーディンのことを例に挙げ、マコトが一番に思いつきそうな、同情などではないことを伝えた。

　真っ赤になった顔に、それなりに意識してもらったことに満足して一旦引いた。

　本当は混乱している時に、理路整然と自分と一緒になることの利点を説明すれば、おそらくマコトは頷いただろう。例えば彼女が自分を選ぶことによって、他の候補者は解放される──とでも言えば、カイスとニムのことを気にしているマコトには、大きな後押しになったはずだ。

　けれどそれ以上追い詰めるには、真っ赤になったマコトが、可愛すぎて可哀想かわいそうで──庇ひ護ご欲と、後ろめたさがそれを引き止めた。後ろめたさは即すなわち、オアシスの『占有権』である。いっそそんなものがなければ、と今更どうしようもないことを思ってすぐに首を振る。

（問題は、どのタイミングで伝えるか）

　マコトに真実を話すのはおそらく自分がいい。というよりも、自分が伝えなければ、最低限の信しん頼らいすら得られない。

　しかし環かん境きようの厳しさと向けられる優しさに戸惑いながらも、この世界を受け入れ始めている彼女にそれを伝えるのは、ひどく気の重いことだった。

「……ここは一気に詰める方が、得策なんですがね」

　誰に言うでもなくぽつりと呟いたのは、自分の理想であり希望。

　とりあえず意識してもらえるだけで満足するなんて、本当に自分はあの少女に甘い。

　サハルは再び溜息をつくと、今度こそ目の前の書類に手を伸ばした。
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　早朝、マコトは昨日と同じように台所に立っていた。

　もちろん一人で、と言いたいところだが、今朝はハッシュが付き添そってくれている。最初は断ったのだが、異世界の調理法も見てみたい、と言われてしまえば首を縦に振ふるしかなかったのだ。

　……サハルといいハッシュといい、この世界には負担にならない気の回し方をできる人間が多い。

　そして二人で台所に向かうと既すでにサラが来ており、マコトの顔を見るなり彼女も朝の挨あい拶さつと共に手伝いを申し出てくれた。

　和なごやかに世間話をしながら、少々危なっかしい手つきのサラを見守りつつ、一いつ緒しよに野菜を刻んでいく。

（それにしても、サハルさんがいなくてよかった……）

　いつものように手伝おうとしてくれるのではないかと、かなり緊きん張ちようして台所に入ったので、かなりほっとした。

（本当にどうしたらいいのかな）

　昨日一晩中考えたものの、結局答えは見つからない。

　サハルのことを思うと温かい気持ちになる。一緒にいてもらえると安心するし──少しどきどきもする……ような気がする。

　けれどこの気持ちがサハルと同じ『好き』かどうかは、分からない。そもそもこの世界に来てから一週間ほどしか経たっていないのだ。

　そんな短い時間で、人を好きになることなどできるのだろうか。

　恋れん愛あい経験がないというのは、こういう時に不便だと思う。誰だれかこのもやもやした感情を、親愛とか恋れん情じようだとかカテゴライズしてくれたらいいのに、と半ば本気で考えてしまう。

　焦こげないように鍋なべを底からかき混ぜながら、眠ねむそうに目を擦こするハッシュをちらりと窺うかがう。

　まだ幼い顔立ちをしている彼かれは、明らかにぼうっとした表情で本を開いていた。時々不自然に視線が固まり、そしてすぐに慌あわてたように背筋が伸のびる。

　マコトの世界で言うところの船を漕こいでいる状態であることは間ま違ちがいなく、そんなハッシュにマコトは眉まゆ尻じりを下げ、沸ふつ騰とうしてきたスープに視線を戻もどした。

　時間と共に強くなっていく日差しに、フードを前に引っ張って被かぶり直し、その陰かげで溜ため息いきをつく。

　昨夜は二人で横になったものの、サハルの言葉が頭をよぎり、眠ることができなかった。ハッシュも同様に、夜中何度も寝ね返がえりを打つ気配がしたのだ。

『眠れませんでしたか？』

　夜明けに起き出し本を読み始めた彼にそう問とい掛かけたが、ハッシュは焦あせったように首を横に振った。

（きっと追つい及きゆうしても、そんなことはないって言ってくれる）

　優しい少年なのだろう。昨晩もマコトの世界のことをもっと聞きたかっただろうに、適当に区切りをつけて引いてくれた。……時々なにか言いたげな表情が少し気になったものの、この世界のことを改めて話してくれたりと、マコトにとっても有意義な時間だった。

（でも……私も眠い、かも）

　ハッシュの欠伸あくびがうつってしまったらしい。マコトも俯うつむいて欠伸を嚙かみ殺ころしたところで、外出用の分厚いマントを羽織ったカイスが、台所に入ってきた。

　そして肩かたに担かついでいた袋ふくろを作業台の上に置くと、結構な音が震しん動どうと共に響ひびいた。

「あー重かった」

　袋の緩ゆるんだ口からいくつか果物が転がっていくのを慌てて捕つかまえて、カイスに尋たずねる。

「どうしたんですか。これ」

「アクラムがマコトに渡わたしてくれって。菓か子し作ってやるって約束したんだろ？」

　カイスの説明によると、その袋の中は全てお菓子作りの食材で、これが昨日言っていた、アクラムに頼たのまれたことだったらしい。

　石いし窯がまも頼まれたと言っていたが、さすがにそれは無理だと断ったと聞いて、マコトは、アクラムの意図を理解した。

（本当に食べたかったんだ……）

　材料もオーブンも昨日話したばかりのことなので、記き憶おくに新しい。

　お菓子を前にいそいそとお茶を用意していたアクラムを思い出して、マコトは思わず頰ほおを緩める。そういえばカイスにも、……サハルにも頼まれている。

　いっそこれだけ材料があるなら、多めに作ってニムやサラに食べてもらうのもいいかもしれない。

　そしてすっかり日も昇った頃ころ、台所に人が集まりだした。

　カイスの次にやってきたのはタイスィールで、すっかり寝入ってしまったハッシュに苦く笑しようして、揺ゆり起おこす。

　それから少し遅おくれて昨日はいなかったサーディンが、台所に入ってきた。

「マコトーおはよ～」

　そう言いながら珍めずらしく疲つかれた顔で、へらりと笑う。また抱だきついてくるかと身構えたが、今日はまっすぐ作業机の前に置いてある椅い子すに腰こしを下ろした。そして机に置いた両りよう腕うでの中にそのまま突つっ伏ぷし、すぐ聞こえてきた寝息に若じやつ干かん拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

（疲れてるのかな……）

　タイスィール曰いわく、サーディンは誘ゆう拐かい事件のお仕置き……的なもので、まだ駆かけまわっているらしい。

　サーディンが素す直なおに指示を聞いていることを意外に思うが、本人もそれなりに反省しているのかもしれない。

　そしてスープが出来上がった頃、最後にやってきたのは、眠そうに瞼まぶたを擦るニムとサハルだった。

　おそらく昨日と同じようにニムを起こして、連れてきたのだろう。

「おはようございます」

　目が合うと微笑ほほえみを浮うかべたサハルにマコトも挨拶を返し、鍋に気を取られたふりをしてスープを搔かき回まわす。

　サハルはあくまでもいつも通り穏おだやかだ。昨日に引き続き自分だけが意識している状態に、ますます恥はずかしくなる。

「マコトぉ、おはよ……」

　欠伸交じりでそう挨拶をしたニムに、カイスが驚おどろいたように顔を上げた。思えばカイスの前では、ニムはマコトに対して冷たい態度ばかり取っていたので驚いたのだろう。

　カイスなりに心配してくれていたのかもしれない。マコトは安心させるように、同じく朝の挨拶を笑え顔がおで返した。

　ついでにサラはサーディンがやってきた時、かなり怯おびえていた。『あんな人が候補者だなんて……！』と絶望的な顔で嘆なげくサラに、サーディンの性せい癖へきを思い出して、ああ……、と納なつ得とくした。

　サラの見た目からして『可愛かわいい女の子が泣いている顔が好き』という困った性癖を持つサーディンの格かつ好こうの餌え食じきに違ちがいない。

　そのこともあってマコトは二重に警けい戒かいしたが、サーディンは本当に眠そうで、うつ伏ぶせてからぴくりとも動かない。むしろ食事を取る元気すらなさそうだった。

　そして結局サハルとは朝の挨拶だけで、特に二人で会話をすることはなかった。

　食事を済ませた後、毎回手伝ってくれていた後片付けも、ニムとサラがいるせいか、サハルが声を掛けてくることはなかった。

　けれど片付けが済んでも、台所の隅すみの方でタイスィールと話をしている。サーディンは食べ終わったと同時に、またその場で眠ってしまい、カイスが文句を言いながらも食器を回収していた。なんだかんだとカイスは面めん倒どう見がいい。その後は少し眠ってすっきりしたらしいハッシュと盛り上がっていて、ほぼ全員が台所に残っていた。

（いい返事なら早めに……悪い返事ならできるだけ長く……）

　このまま待たせたら、自動的に悪い返事ということにならないだろうか。

（もう悩なやみすぎて頭が痛い……）

　いまだサハルとの距きよ離りが摑つかめないまま、居い心ごこ地ちの悪さを感じつつ、結局マコトはそのままお菓子作りを始めたのである。

　マコトの両りよう隣どなりにはニムとサラが立ち、興味深そうにマコトの手元を覗のぞき込こんでいる。

　サラはともかく、なぜニムも手伝っているかといえば、朝食の後片付けを終えた時に、ニムがマコトのワンピースをつん、と引っ張ったのだ。

　そして耳打ちするように顔を近づけたかと思うと、小さな声で尋ねてきた。

『……カイスにあげる約束してたお菓子、一緒に作ってもいい？』

　微かすかに頰を染めて俯いたニムに、マコトはなんだかくすぐったいような気持ちになって、すぐに頷うなずいた。

　可愛い……！　そう思ってしまったのは、やはりニムが年下だからだろうか。兄弟のいない自分は、少しお姉さん気分になってしまったのかもしれない。

　そして慣れないフライパンと火加減に四苦八苦しながら、パンケーキを焼き上げる。そしてその隣でニムが、それに添えるジャムを作っていた。

　台所で漂ただよっていたパンケーキのふんわりとした優しい香かおりが、果物を煮に詰つめたとろっとした甘あまいものへと変わっていく。

　ニムはわりと料理をするらしく、火を調整するその手つきも慣れたものだ。その隣でサラも若干危なっかしい手つきで、違う果物を煮詰めている。

　焼き上げたパンケーキを作業台に移し、砂がつかないように布を被せ、粗あら熱ねつを取っていた時──騒そう動どうは起きた。

「はぁ～!?　なに言ってんの！　絶対納得しないからね！」

　事ことの発ほつ端たんは目を覚ましたサーディンが、邪じや気きのない笑顔でマコトに話し掛けたことだった。

「ね、ね、マコト、いつゲルに来るの。ご飯終わったらすぐ？」

　新しくパンケーキを焼いていたマコトは、その言葉に固まった。

　そして談だん笑しようしていたハッシュとカイスも、はっとしたように顔を上げた。その表情は険しい。

「え……っと」

（……そうだ。今日はナスルさんか、サーディンさんのところに泊とまる番だった）

　サハルのことで頭がいっぱいで、すっかり抜け落ちていた。昨日、ハッシュのゲルで同じようなうっかりをしたばかりなのに、自分でも嫌いやになってしまう。

「一体なんのことかな」

　分かっているだろうに、タイスィールは涼すずしい顔で、サーディンに問い掛けた。

　対するサーディンは一いち瞥べつしただけで、すぐにマコトに視線を戻した。

「タイスィールに聞いてないよ。ね、今日は僕ぼくの所に、泊まりに来てくれるんだよね！」

「ぁ……えっと……」

　子供のように無む邪じや気きに問われ、マコトは視線だけで周囲に助けを求める。

　するとタイスィールと共に歩み寄ってきたサハルと目が合った。

　あ、と視線を逸そらすよりも先に、にこりと微笑まれる。そしてマコトに応えるように、しっかりと頷いてくれた。

　ほっとしてしまった自分に改めて気付き、こんな時ばかり頼たよる自分の狡ずるさに、いたたまれなくなって俯いた。そしてサハルはそんなマコトから、サーディンへと視線を流す。

「残念ながら貴方あなたの当番はないんです。今日からマコトさんはサラ達と同じゲルに泊まりますから」

　サハルの言葉にマコトは少し驚いて、それからほっとする。

（女の子同士で生活できるんだ）

　サラを見れば笑顔で何度も頷いてくれた。ニムは肩を竦すくめているが、その顔は『仕方ないわね』とでも言っているようだ。

　二人が迎むかえてくれたことは嬉うれしい。そして、居場所ができたことにもほっとした。宙ぶらりんで候補者のゲルを回る生活は、自分が思っていた以上に不安だったのかもしれない。

　よかった、と思ったのも束つかの間ま、サーディンが癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせるように、椅子を蹴けり上げた。その大きな音に驚いてよろめいたサラを慌てて抱きとめる。

「なんでっ!!」

「自分の行動を振り返ってから、言いなさい」

　呆あきれた口調を滲にじませながら、サハルはきっぱりとそう言いきる。しかしそこで引くサーディンではなかった。地じ団だん駄だを踏ふむと、鋭するどくサハルを睨にらみつけた。

「なんでなんでなんで！　ひどいよ！　なんで僕だけ仲間はずれにするのさ！」

「おい。落ち着けって。そもそもお前とマコトを一緒にするなんて、誰が考えても危険すぎるだろ……」

　サーディンの声に、カイスが面倒そうな顔でそう言った。サハルが直接相手にしているせいか、彼にしては落ち着いている。

「……本気？　そんなの狡くない？」

　子供のような態度から一転、すっと背筋を伸ばしたサーディンは、不ふ機き嫌げんそうに顎あごをしゃくった。

　胡う乱ろんげに眇すがめられたサーディンの目が一いつ瞬しゆん温度を失って、サハルやタイスィールへと注がれる。ピリッとした緊張感に、得体の知れない寒気を感じてマコトが顔を青くすると、サーディンはふっと視線を逸らした。そしてそのまま無言で台所から出ようとする。

　しかしそんな彼を引き留めたのは、意外にもサハルだった。

「分かりました。サーディンのゲルにも行ってもらいましょう。ただし、私もお邪じや魔まさせてもらいます」

　そう言いながら、サーディンが倒たおした椅子を戻す。

（……え）

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめたサーディンに、サハルはにっこりと笑った。

「は？　なに言ってんだよ」

　理解できないマコトの代わりに、戸と惑まどいを口にしたのはカイスだ。

「サハル、君ね……」

　そしてタイスィールもどこか呆れたように、こめかみを長い指で揉もむ。

「このままではサーディンは納得しないでしょうし、腹いせになにか大変なことを引き起こしそうな気がします。折せつ衷ちゆう案ということでどうでしょうか。……サーディン、分かっていると思いますが、これ以上は譲ゆずりませんよ」

　確かになにかしでかしそうな雰ふん囲い気きではある。しかしそこでどうして、サーディンのゲルにサハルも一緒に泊まることになるのだろうか。

　せめてニムかサラが付いて来てくれれば──と、思ったが、サラはマコト以上に危険な目にあいそうだ。そしてニムは絶対に嫌がるだろう。

　断りたいがせっかく二人きりならないようにと、気を遣つかってくれたのだろうサハルに『誰か別の人をお願いします』とは、口が裂さけても言えない。

（どうすれば……）

「サーディンを抑おさえられるのは、今のところ私かタイスィールだけですからね。それともマコトさん、タイスィールにしますか」

「……っ」

　おそらく他意はないだろう。しかしマコトにはそれが、別の意味に聞こえてしまった。

（違うから！　誰を婚こん約やく者候補にするのか、聞かれたわけじゃないから……！）

　しかし──正直に言えば、どちらも遠えん慮りよしたい。

　マコトは必死で心を落ち着かせて、頭を巡めぐらせる。

　ここでサハルの申し出を断ろうものなら、一人でサーディンのゲルに泊まることになるのだろうか。それはそれでものすごく怖こわい。

「その聞き方はどうかと思うよ。私がいいって言いにくいじゃないか。ねぇマコト？」

　いつのまにかすぐ側まで歩み寄ってきていたタイスィールにマコトは手を掬すくわれる。そして、エスコートするように胸むな元もとまで持ち上げられた。しかしサハルは静かな声で否定した。

「貴方は騒さわぎの後処理で忙いそがしいでしょう？」

「まぁ、そうだけどね」

　いつもの冗じよう談だんだったのか、タイスィールは戸惑うマコトの手をそっと解放して頷いた。

　お芝しば居いのようなやりとりに、いっそ傍ぼう観かん者になりたい気分でそう思ったマコトだったが、サラも同じことを思ったらしい。先さき程ほどまでの怯えた表情が噓うそのように、目をきらきらさせており、マコトは嫌な予感を覚える。両手を胸の前で組むその姿は、夢見る少女そのものだ。

「マコト様！　恋物語の一幕のようですわね……！」

　うっとりとした呟つぶやきに、聞かなければよかったとマコトは後こう悔かいした。よりにもよってそのヒロインが自分では、コメディにしかならない。

　サーディンはサハルをじっと睨むように見ている。その真意を探さぐるような鋭い視線をサハルはまっすぐ受け止めた。

　そうして長いような短いような沈ちん黙もくの後、サーディンが大おお袈げ裟さなくらい大きな溜息をついて、空気を一変させた。

「……分かった！　じゃあサハルはゲルの端はしっこで寝かせてあげる。マコト、日が落ちたら僕のゲルに来てね！」

　え？　とマコトが戸惑っている間に、サーディンは「準備しとくから！」と叫さけびながら走り出し、あっというまにその姿は白いゲルの合間に消えていった。

（……結局、三人で泊まることになったの……？）

　絶望的な気分で、サーディンが消えた方向を見つめ続けるマコトの肩に、ぽんと誰かが手を置いた。

「がんばれ」

　おそらくここに来て一番のニムの優しい声に、マコトはいっそ泣きたくなった。




「あ！　そうですわマコト様！　今からどなたかに結界を張って下さるように頼んでみます。水浴びを致いたしましょう!?」

　沈しずんだマコトの様子におろおろしていたサラが、思いついたように声を上げた。

　そういえば昨日頼んでくれる、と言ってくれたことを思い出す。

（水浴びは嬉しい、けど……）

　正直それよりも、マコトの頭の中は、今日の夜をどう乗りきるかでいっぱいだ。

　むしろサーディンより、サハルへの対応を考えていることに気付き、いっそサーディンと二人きりの方がよかったような気さえしてしまう。

「どうかした？」

　一ひと際きわ高かったサラの声が耳に届いていたらしいタイスィールが、にっこり笑ってマコト達の前に立った。

「あの、タイスィール様。水浴びをしたいので、日が高いうちに結界を張って頂けませんか？」

「もちろん、私でよければ。お姫様達のお願いならなんでも叶かなえるよ」

　タイスィールが芝居めいた口調で蕩とろけるような笑顔を浮かべる。その甘い声にニムとサラが頰を染めてきゃあ、とはしゃいだ。

　やはり彼は別格らしい。ニムですら目を潤うるませるタイスィールの言葉に、マコトは苦笑する。

　はっと我に返ったニムに、頰を膨ふくらませて「マコトは枯かれすぎなのよ！」と、言われてしまった。

　パンケーキの粗熱を取る間に水浴びを済ませてしまおう、ということで、それぞれ着き替がえを取りに一度ゲルに戻ることになった。

　そしてマコト達がタイスィールに案内されたのは、集落の入り口とは反対側にあるオアシスだった。

　広い集落の中でそちらに足を向けたことはなく、意外に近い場所にあったオアシスに驚いてしまう。

　タイスィールに結界を張ってもらった後は、木こ陰かげに布を敷しきその場所で服を脱ぬぐ。イブキの忠告を思い出して、さりげなく布で胸を隠かくしたものの、なにかに気付いたようなサラの声に心臓が跳はねた。どうやら遅おそかったらしい。

　おそるおそる目を開ければ、案の定サラは口元に手を当てマコトの胸を凝ぎよう視ししていた。

（年ねん齢れいを誤ご魔ま化かしているの、バレた……？）

　覚かく悟ごを決め、そのまま無言で言葉を待つ。

　しかし一呼吸置いて響き渡ったのは、罵ば倒とうではなく歓かん声せいだった。

「まぁまぁまぁ！　『イール・ダール』は華きや奢しやな方が多いと聞いていたのですけど……！　どうしましょう。私がお持ちした衣い装しようは、少し子供っぽすぎるかもしれませんわ！」

　なぜか嬉しそうにそう叫んだサラの言葉通り、サラが持ってきた衣装はどれも入りそうになかった。胸からウエストまでぴったりとした衣装が多いのも災わざわいして……いや、マコトにとっては幸運だったかもしれないが。

（あんなヒラヒラ無理！　絶対似合わないし！）

　目の前にずらりと広げられた服は、色も派手なものが多くやたらと裾すそが長い。こんな砂さ漠ばくの中であの衣装は一種の拷ごう問もんだ。

「私、こんな魅み力りよく的な『イール・ダール』のお世話係になれるなんて光栄です！」

　衣装を胸に抱き込み、サラはうっとりとマコトを見つめる。その瞳ひとみは熱に浮かされたように興奮で赤く染まっている。

　……今、なにか自分とは程ほど遠とおい形容詞を聞いた気がする。

　最初はマコトの介かい添ぞえをすると、一緒に入ることを遠慮したサラだったが、ニムに強ごう引いんに身ぐるみ剝はがれてオアシスに引きずり込まれた結果、諦あきらめて一緒に入ることになった。

　最初は少し冷たかった水も、慣れれば外気温の上じよう昇しようと共に慣れてくる。

　とりあえず、今日の泊まりのこともサハルのことも一いつ旦たん脇わきに置こう！　と半ば現実逃とう避ひして、マコトは吹ふっ切きるように両手で掬った水で、思いきり顔を洗った。

「あー生き返るわー……」

　お湯でこそないものの、お風ふ呂ろ的なものに持つ感想は似たり寄ったりらしい。吐と息いき交じりにそう言って、だらんと大きな石に寄りかかるニムに、マコトは笑ってしまう。

　今水浴びしているオアシスは、イブキと一緒に入ったオアシスよりも一回り小さい。そのためか、木々も枝先は干ひからびていて、腕に引っ掛かった小枝が簡単にポキリと折れ、水面に浮いた。

（このオアシスが涸かれかけたから、ここから移動したってことなのかな。あ、その前に新しい『イール・ダール』が来たのかも……）

　おそらくこのオアシスと共に現れた『イール・ダール』は亡なくなっているのだろう。では今、西の村があるというオアシスは誰のものなのだろう、とふと疑問に思った。

　サラに質問すれば、ご存じなかったんですか？　と驚いた顔をした。

　説明してくれたところによると、カイスの母親が、『イール・ダール』だったらしい。

（そうなんだ……。どこの国の人なんだろう。カイスさんは聞いてるかのな？）

　カイスの風ふう貌ぼうから、おそらく日本人ではないだろうが、ぜひ話を聞いてみたい。……カイスの父親と結けつ婚こんすることになった、いきさつも含ふくめて。

　サラが持ってきた石せつ鹼けんは、とてもいい香りがして、かなりさっぱりした。

「もういいー？」

　先に着替え終わっていたニムが、振り返ってそう尋ねると、乳白色の半はん透とう明めいな壁かべに触ふれた。

　ニムの細い指先から溶とけるように壁はなくなっていき、いつ見ても不思議な光景だな、と思う。

　こういうものを見る度たびに、ここは本当に異世界なのだ、と感心してしまう。

　そして壁が消えて少ししてから、タイスィールが木の陰から顔を出した。

「随ずい分ぶん早かったね。もう少しゆっくりしてもよかったのに」

「いえ充じゆう分ぶんです。ありがとうございました」

　ニムがいつになく丁てい寧ねいにお礼を言って、マコトとサラもそれに続く。

　特にタイミングを計はかったわけでもないのに声が揃そろい、思わず顔を見合わせる。

「声揃ってるし！」

　ニムが吹き出し、釣つられるようにマコトとサラも笑ってしまった。タイスィールも目を細めている。

「女の子は華はなやかでいいね」

　艶つやっぽいというよりは小さな子供を見るような、いつになく優しい目だった。

（タイスィールさんも忙しいだろうに……ここは、集落の外っていうわけでもなさそうなのにな）

　疑問が顔に出ていたらしい。タイスィールはマコトに向かって笑えみを浮かべた。

「護衛も兼かねているけど、可愛い女の子達と一緒に過ごしたいんだよ」

　……今日はいつになく、色んな意味で全開だ。先程と同じように若干嬉しそうな顔をしたサラがこくりと頷いた。

「タイスィール様に守って頂けるのなら、安心ですわね！」

　ニコニコしながらそう言うサラに、少し引っ掛かりを覚える。

（……でも、護衛は……）

　心の中で呟いた後、マコトは周囲を見回そうとして、慌ててやめたが──タイスィールは、それを見み逃のがさなかった。

「ご一緒にお茶はいかがですか」

　ふっと俯いて視線を動かした後、サラに呼び掛けられて、タイスィールは顔を上げる。

「……ああ、ありがとう。頂くよ」

　少しお待ち下さいね、と言い置いて、籠かごの中から昨日よりはいくらか頑がん丈じようそうな器うつわを取り出した。サラは丁寧にお茶を注ぎ、最初にマコトに差し出した。

「ありがとうございます……」

　タイスィールに渡すものだと思っていたので、マコトは慌ててそれを受け取った。次に受け取ったタイスィールは敷しき物ものに座すわることもなく、太い木の枝に腕を置いてもたれ掛かって器に口をつける。ニムは既にちゃっかりと自分の分を確保していた。

「頂きます」

　そう言ってマコトもお茶を一口含む。ミントのようなさっぱりとした初めての味に驚く。

　サラはそんなマコトの表情に満足した笑顔を浮かべて、お茶の説明をしてくれた。葉っぱの名前は聞いたことはないものの、適度に体を温める効果があるらしい。

　普ふ段だんは疎うとましい熱風も、今ばかりは少し冷えた体に気持ちいい。いち早くお茶を飲み終えたニムは広げた布の上で、猫ねこのように転がっている。

　マコトが飲み終わったのを確かく認にんしてから、サラは器を引き取りにこやかに言った。

「マコト様、髪かみのお手入れをさせていただきますね」

「え、……っと、はい、じゃあお願いします」

　そういえば、体を洗うと言われて断った時に、せめてそれだけはやらせて下さい、と言われていたのだ。

　マコトの背後へと回ったサラは、マコトに手鏡を渡す。

　まだしっとりと濡ぬれている髪の毛を、サラが丁寧に乾かわかしてくれる。その手つきは慣れたもので、痛くもなくむしろ、気持ちがよかった。

　プールに入った後に近いかもしれない。あの疲れているけれど心ここ地ちいい感覚。睡すい眠みん不ぶ足そくもたたり、マコトはつい、うとうとしてしまう。

（気持ちいいなぁ……）

　他人の手が頭を撫でる感かん触しよくに、純じゆん粋すいにそう思う。

「綺き麗れいな髪ですね」

　一通り乾かした後、髪に櫛くしを通しながら、うっとりした口調で呟いたサラにマコトは、今にも閉じてしまいそうだった瞼を押し上げた。

　知らない間に微睡まどろんでいたらしい。舟ふねを漕いでいなかったか心配になったが、本当に一瞬だけだったらしく、胸を撫なで下おろした。しかし渡されていた鏡は膝ひざの上だ。慌ててそれを持ち直して、サラの言葉を反はん芻すうする。

（この黒い髪の毛が綺麗……？）

　鏡に映る髪を一ひと房ふさ抓つまむ。

　確かに少しオイルを塗ぬってくれたおかげで、今は艶つややかに輝かがやいてはいるが、地味な色であることは確かだ。

「サラさんの方が綺麗じゃないですか」

　そう言ってマコトは、鏡の角度を変えて背後のサラの髪を確認した。

　サラの髪はカイスよりも柔やわらかい銀色だ。癖くせもなく、そのまま垂らすだけで涼しげに見え、羨うらやましい。

　しかしマコトの言葉にサラは驚いたように櫛を止めた。

「そうですか？　なんだか灰みたいであまり好きではないのですが」

「え？」

　思ってもみなかった言葉に、マコトは思わず目を瞬まばたく。

「私がいた世界っていうか国は、ほぼみんな黒髪で、染める人も多いんです。サラさんと同じ色に染めてる人もいますよ。そんな人達より、ずっとサラさんの髪は綺麗ですけど」

　なんとかグレイとか、色んな種類があったと思う。少し前になるが、芸能界でもそんな色が流は行やり、街の中でも目にする機会があった。

　しかしやはり比べて見ると本物は艶が違う。鋭く光る刃はのようなカイスの髪も、サラのような大地を照らす月のような柔らかな髪もとても自然な色だ。

　マコトの言葉に、サラは嬉しそうに頰を染めて、櫛を動かす手を再開させた。

「そうなのですか。でも私はやっぱりマコト様が羨ましいですわ。漆しつ黒こくと言えば王家の方々と同じなのですもの」

「王家……」

　思わず反芻した言葉に、サラが首を傾かしげる。

　これもなんとなくマコトの中で、異世界ワードである。もちろんマコトの世界でも王制の国はあるが、身近なものではないからそう思うのだろう。

「ええ。だからこの世界では黒髪に憧あこがれる者が多いのですわ」

　サラはそう言うと、それほど長くないマコトの髪を低い位置で器用にまとめてくれた。項うなじが見えるだけで随分涼しげになる。

「すごい、上手ですね……」

　それほど長く髪を伸ばしたことのないマコトは、自分で編み込みもできない。綺麗な編み目に感心すれば、「ありがとうございます」と、鏡の中のサラは嬉しそうにはにかんだ。

　年相応の笑みに、可愛いと思う。

　彼かの女じよにも、この世界にも少しずつ慣れていけばいいだろうか。初対面で傅かしずかれて少し苦手意識を持ってしまったのが申し訳ない。思えば彼女も王宮の侍じ女じよという自分の仕事を休んで、この地までやって来てくれたのだ。

「これからもよろしくお願いします」

　鏡越ごしにマコトがそう言うと、サラはしっかりと頷き、珍しく弾はずんだ声で「こちらこそ」と返してくれた。

「マコト様もお昼寝されますか？」

「いえ、……大だい丈じよう夫ぶです」

　も、ということは、ニムはすっかり寝入ってしまったらしい。けれど一瞬眠ったせいか、すっかりマコトの眠ねむ気けは遠のいていた。

　お茶のお代わりを注いでくれたサラにお礼を言って、それを両手で包み込みながら、目の前に広がるオアシスを改めて見つめた。日差しに光る水面はきらきらしていて、透すき通とおっている。しかし水面に入っていた時よりも随分小さく見えた。

「このオアシスって、涸れかかってますか？」

「ええ、そうですね。ここは四代前のオアシスですし、おそらく数年で涸れてしまうと思います」

　確かに周囲を見み渡わたして納得する。マコト達がいる場所はまだ緑も鮮あざやかだが、端の方では既に水みず際ぎわは砂に溶け、植物は黄色く乾いた色を見せている。

『イール・ダール』と共に現れるというオアシスは、その『イール・ダール』が亡くなると、その後は個体差はあるものの、涸れてしまうらしい。

　昨日マコトが、ハッシュにオアシスのことを尋ねた時に教えてもらったことだ。

『『イール・ダール』の生しよう涯がいが幸せであればあるほど、水は湧わき続けるんです！』と、勢いきおい込こんで説明してくれた。一いつ生しよう懸けん命めいだったハッシュを思い出して、自然と頰が綻ほころんだ。感情がすぐに顔に出るハッシュは、なんだか可愛らしい。弟がいたならこんな感じだろうか、とついつい思ってしまう存在だった。

「そういえば……私が来た時に一緒にできたっていうオアシスって、この近くなんですか？」

　それは、本当に何気なく口にした疑問だった。

「……それほど、遠くはないと思います」

　一瞬間の空いたサラの返事に、マコトは軽い口調で続けた。

「一度見てみたいです」

　自分と一緒に現れたというオアシス。

　そんなものを目の前にしたら、やはりなにか特別な感情を持つのだろうか。

　それにこの世界に来る時、一緒に落ちた鈴すずが見つかっているのだから、あの時手にしていた鞄かばんも見つかるかもしれない。マコトはポケットに仕し舞まい込こんだ鈴を撫でる。

　卒業証書、カーネーションは無理だとしても……鞄。

　そこまで考えて、スケジュール張の存在を思い出した。……バイトのシフトと学校行事しか書いていないような代しろ物ものなのだが、なんとなく他人に見られるのは恥ずかしい。

「誰かに頼んだら、連れて行ってもらえますかね？」

　イブキの時のように。そう思って振り返れば、髪を整えていたサラの手の動きが止まっていた。その顔は明らかに強こわ張ばっていて、マコトは慌てて視線を逸らした。

「あ、言ってみただけです」

　奇き妙みように空いた間にどきりとして、慌てて首を振り、すぐに話題を切り上げる。サラも「そうですか」と、少し上うわ擦ずった声で答えた。あからさまに触れてはいけない話題。まさにそんな感じのやりとりだった。

　ニムの寝息もどことなくわざとらしく聞こえて、気まずく沈黙しかけた二人の空気を破ったのは、タイスィールだった。

「残念ながらあのあたりはあまり治安が良くなくてね。野や盗とうが出るんだ。もう少し落ち着いたら連れて行ってあげるよ」

「タイスィールさん……」

　ほっとしたようなサラの肩の動きを視界の端で確認し、マコトはタイスィールに視線を向ける。頭の低い木の枝に手を掛けて、屈かがみ込こむようにマコトを見下ろすタイスィールの表情におかしなところはない。彼だけはいつも通りだった。

「……そうなんですか、じゃあ落ち着いたらお願いしますね」

　本当はきっとなにかあるのだろう。今そこに自分が行くのはタイスィール達にとって、都合が悪いということだ。

（本当は、これも……あのことも聞けば分かるんだろうけど）

　言いたくないことなら、聞かないでおこうと思う自分は、きっと臆おく病びようなのだろう。

　けれどニムが無防備にうたたねをして、サラにお世話をしてもらい、タイスィールとおしゃべりする。そんな今の優しい空気を壊こわしたくなくて、浮かんだ疑問をマコトは、そっと吞のみ込こんだ。




　その後、マコトはニムと共に台所に戻っていた。

　サラはマコトと同じゲルで生活するにあたって、準備を調ととのえたいということで、一足早くゲルへと戻っていった。用事が終わればマコトも合流する予定である。

　痛まないように一度冷ましたパンケーキの味を、ニムと二人でチェックする。

　少し焦げたパンケーキの欠片かけらを摘つまんだニムは「甘くないわね」と、眉を顰めたものの、マコトがジャムをのせてやれば、その渋じゆう面めんはみるみる綻んだ。

「美お味いしい！　こうするとちょうどよくなるんだ」

　マコトも味見をして、ニムの言葉に頷く。ほどよい甘あま味みがパンケーキに合っていて、ぺろりと食べられる。

　マコトは少し考えて、手で食べられるようにとジャムを塗りくるくると巻いた。パンケーキがあまり膨らまず薄うすかったのと、ジャムでしっとりしていることもあり、綺麗に丸めることができてほっとする。その後は手が汚よごれないように油紙で包んだ。

「あ、よかった。美味しそう……」

　少し華やかさに欠けるが、それらしいお菓子にはなった。

　マコトとニムは手分けして、形が崩くずれないように、慎しん重ちように籠の中に入れる。サハルとカイスには二つずつ。アクラムは少し迷って四つ入れてみた。普ふ通つうの人なら胸焼けするかもしれないが、昨日のアクラムを思い返せば、ぺろりと食べてしまう気もした。それに足りないよりはいいだろう。

　カイスの分は任せると言うと、ニムは複雑な顔をして、マコトを上うわ目め遣づかいに見た。

「でも……私が頼まれたわけじゃないし……」

　恋する女の子は可愛い。思わず頰が緩んだ。

「大丈夫ですよ。私はアクラムさんに届けに行ってきます」

「うーん……」

　ニムは抱えた籠をしばらく見つめた。そしてややあってから、こくりと頷く。

　──ついでにサハルの分も頼もうともう一つの籠を手に取れば、察したらしいニムが、じとりと睨んだ。

「マコト避さけすぎ。お兄ちゃんが可哀想かわいそう」

　マコトは忘れたかった色々を思い出し、溜息をつきたくなった。そしてそっと籠を下ろしたのである。

「じゃあ行ってくるわね！　渡したらゲルに戻るから」

　ニムはさっきまでの気弱な様子が噓のように明るい声で言った。

　分かりやすく弾んだ足取りでカイスのゲルに向かうニムを見送った後、マコトは少し考えてから、一旦サハルの籠を机の上に戻す。

（うん、避けてるわけじゃないけど、夜でいいよね。サーディンさんの所に行く前に渡せばいいし）

　ニムに聞かれたら「逃にげるの!?」と言われそうない言い訳だが、今、二人きりになっても、なにを話せばいいのか分からないのだ。

　マコトは一回り大きな籠に腕を通し、アクラムのゲルへ向かう。アクラムのゲルは一際大きく入り口の飾かざりが独特で、分かりやすいので迷うことはない。数分もしないうちに扉とびらを叩たたいた後、しばらく待ちそっと扉を開けた。

　昨日タイスィールに、『アクラムはノックしても開けてくれないから、勝手に入ればいいよ』と言われたのだ。随分な言い方だと思ったが、特にアクラムがそれに異を唱えることはなかったので、アクラムにとってもその方がいいのだろう。

　するとアクラムは昨日と変わらず、部屋の真ん中で瞑めい想そうしていた。

「アクラムさん。お菓子の材料ありがとうございました。あの、これ作ってきたんですけど……」

　アクラムはぱちっと目を開けて、マコトが持っていた籠に視線を向けるや否いなや、さっと魔ま法ほう陣じんから立ち上がった。

　長い足で驚くほど速くマコトの前まで来たかと思うと、まだ差し出してもいない籠を摑む。慌てて手を離はなしたマコトからそれを受け取ると、微かに口くちの端はを吊つり上あげた。

「楽しみにしていた」

「……え？」

　ぽそりと呟かれたその言葉があまりに意外で、マコトは思わず戸惑いをそのまま口にしていた。

　しかしそんなマコトを気にする様子はなく、アクラムは体を返すと、昨日お菓子を食べた時と同じ場所に座り込んだ。

（お菓子を楽しみにしてたってこと、よね）

　挨拶よりも先に投げかけられた言葉を吟ぎん味みし、そう結論づける。

　さっそく籠に掛けた布を取り、中身を確認しているアクラムに、思わず笑みが零こぼれた。既に用意しておいたお茶をアクラムの前に置いてから、再び立ち上がる。

「じゃあ行きますね」と、体を返して、扉の方へ引き返そうとした時、アクラムから声が掛かった。

「『イール・ダール』」

　既に慣れ始めている名前に、マコトは振り返る。

　マコト、と名前を呼んで欲ほしいと思わないでもないが、いちいちそれを口にするのも憚はばかられた。

「はい？」

　マコトが問い返すと、アクラムは普段の彼らしくなく、少し迷うように間を空けた。そしてぽつりと一言呟く。

「もう行くのか」

「……？　はい。サハルさんの所にも持って行くので」

　アクラムは、また少し間を空けて「そうか」と小さく頷いた。

　それから無造作にお菓子を摑んで、油紙を下げると、大きな口で頰ほお張ばった。

（なんだろう……あ、昨日は長い間お邪魔したからかな？）

　けれどさすがに二日も長居するほど図ずう々ずうしくない。それにここに自分がいると、誰かしら訪ねてきそうだ。きっと静かに瞑想したい彼に迷めい惑わくを掛けるだろう。

（……でも、アクラムさんなら、迷惑ってちゃんと言いそうだけど……違ったかな）

　もくもくとお菓子を頰張っているアクラムに、そんなことを思う。

　しばらく眺ながめていたが、それ以上は特になにを言うわけでもない。

　マコトは窓から見える夕ゆう陽ひに気付き、慌てて立ち上がった。

「失礼します」と再び断ると、今度は口をもごもごさせたまま、こくりと頷く。怪しげな見た目とのギャップに思わず込み上げた笑いを吞のみ込こんで、ゲルから出た。

（アクラムさんは食べてくれたけど、サハルさんはどうかな……）

　マコトは一度台所に戻ると、サハルの籠を手に、サラ達のゲルに向かう。

　今から行けば、自分が寝るスペースを空けてくれているサラを手伝うことができるだろう。

　サラ達のゲルも、あらかじめ目印を教えてもらっていたのですぐに分かった。

「あ、マコト様！　ちょうど片付いたところです。さぁどうぞ」

　ノックをするとすぐに出てきたサラに腕を取られて、中に入っていく。

　勧すすめられるまま絨じゆう毯たんの上に座ったマコトは、さりげなく部屋の中を観察した。

　可愛いらしい小物や壁に貼られた布も優しい色が多く、今まで訪おとずれたゲルに比べて、やはり全体的に華やかに見える。

　その一角にただ一つ見覚えのある箱を見つけて、マコトは、あ、と小さく声を上げた。特とく徴ちようのあるそれは、間違いなくマコトの衣装箱だ。

　盆ぼんに茶を乗せ戻って来たサラが、マコトの視線を追い掛け、ああ、と頷く。

「先程ハッシュが運んできてくれたんです」

「そうなんですか。後でお礼を言わなきゃ……」

　思えば朝、少し会話をしただけでそのまま別れてしまった。お世話になりました、の挨拶すらしていない。そんなことを思いながら、再びマコトは部屋を見回した。まだニムは戻っていないらしい。

（素直に渡せたらいいけど……）

　カイスを前ににこやかにお菓子を手渡すニムの姿は残念ながら想像できない。

　そんなお節せつ介かいなことを思いながら、マコトはサラが淹いれてくれたお茶を楽しみ、美味しい淹れ方を教えてもらって、穏やかな時間を楽しんだのである。




　そして夜。マコトの口数は日が落ちていくにつれて、少なくなっていった。

　それを心配したサラが『サハル様が守って下さいますから！』と力強く励はげましてくれたが──むしろ、その人物こそマコトの最大の問題なのである。それを分かっているニムは、にやにやしながらマコトのそんな様子を観察していた。そしてそんなニムは、首しゆ尾びよくカイスにお菓子を渡せたらしい。

　帰ってきた時は、その仏ぶつ頂ちよう面づらにまた言い合いにでもなったのかと心配したが、時々緩む頰に照れくさいのだな、と安心した。

　とうとう窓から見える空が赤から真っ暗になり、マコトは重い溜息を吐はき出だす。

　サラがその窓の突つっ掛かけ棒を外そうとしたその時、ノックの音がした。

「マコトさん。迎えに来ました」

　サラが扉を開けたその先にいたのはサハルだった。どうやら迎えに来てくれたらしい──が、まだ先だと思っていた彼との対面にマコトは狼ろう狽ばいする。

「わ、わざわざ、すみません……」

　サラに教えてもらって淹れたお茶とお菓子を入れた籠と寝ね袋ぶくろを手に外に出る。今までのように衣装箱を持って行く必要はない。

「持ちますよ」

　返事をするよりも先に、寝袋と籠の持ち手を引き取られる。

「あ、ありがとうございます……」

　サラとニムに見送られて、マコトはサハルの後に続いた。

「足元に気を付けて下さいね」

　そういえば最初に会った時も、サハルはそうやって同じ言葉で気遣ってくれたことを思い出す。一週間前のことなのに、随分昔の出来事のようだ。

　サハルに手を差し出され、マコトは飛び上がりそうになったものの、そろりとその手を取った。慣れない砂場は簡単に足を取られるのだ。特に夜は危ない。

　手のひらから温かさが伝わり、繫つないだ手に視線を落とす。小さな自分の手をすっぽり覆おおう筋張った大きな手。

（……男の人って、みんな体温が高いのかな。あ、でもタイスィールさんより少し低いかも）

　もし父がいたら、さして珍しくもない感触なのだろうか。ふわりと焚たき染しめられた香こうの香りと、慣れない温かさとどこか硬かたい手のひらは、マコトに安あん堵ど感と緊張感をもたらし落ち着かなくさせる。マコトは手を引かれながらも、転ばないように慎重に足を動かした。

　サーディンの住まいは集落の一番奥おくの大きめのゲルだった。

　サハルがノックし、返事を待たずゲルの中に入る。サンダルに入った砂を落とし、マコトは「お邪魔します」と呟いて戸惑いつつもゲルの中に足を踏み入れた。明かりは既に点ついており、……というか点けっぱなしだったのだろう、眩まぶしさに目を瞬かせてゲルの中を見渡したマコトは、思わず感かん嘆たんの声を上げた。

「おもちゃ……」

　広い部屋の壁にぎっしり棚たなが備え付けられ、その上にはなんだか分からない複雑なものから、木や鋼はがねで作った素そ朴ぼくなものまで、玩具おもちやが所狭せましと並んでいる。

　それだけでは飽あき足たらないのか、座り心地の良さそうな長毛の絨毯の上にまでいくつもの人形があった。その隙すき間まを埋うめるように大小さまざまなクッションが置かれている。よく見ればそれら全てがなにかの動物の形をしており、ボタンや刺し繡しゆうで目や鼻がつけられていて文句なく愛らしい。

（可愛い……）

　一言で言えば子供部屋。彼らしいといえば彼らしい部屋である。

　素材が限られているせいだろうか。優しい色合いと独特な雰囲気に自然と頰が緩む。

　よく見ようとマコトが屈み込んだ時、背後から声が掛かった。

「あ、マコト！　いらっしゃい！」

「お、邪魔してます……」

　ぱっと振り返ると、布を首に掛けたサーディンが部屋に入ってきた。しかもそこそこ気温も下がってきたというのに半はん袖そでである。いつになく髪の色が濃こい。そう思って凝視すれば、なぜかサーディンの髪は濡れていた。

「こんな時分に水浴びですか」

　呆れたようなサハルに、サーディンは扉を閉めながら、肩に掛けていた布を頭から被り顔を拭ぬぐった。

「んーほんとはもうちょっと早めに済ませとこうと思ったんだけど、色々してたら遅くなっちゃった」

　そう言ってにこにこしながらマコトの目の前に飛んでくる。その勢いに驚いたものの、ぽつん、ぽつんと前髪から落ちる水すい滴てきの方が気になった。

　マコトは迷いつつも、サーディンの頭に被っているだけの布にそっと手を伸ばす。

「ん？」

　サーディンが不思議そうに首を傾かたむけたその側から、水滴が頰に伝う。

「あの……風か邪ぜひきますよ」

　そう言ってから、マコトは布の上から両手を動かしてサーディンの髪を拭った。サーディンは驚いたように目をまん丸にした後、視線を上げる。そしてなにをされているのか分かったらしく、嬉しそうに笑った。

　その無邪気な笑顔に、マコトも釣られるように苦笑する。

　そして今にも飛び掛かってしまいそうな顔をして、うずうずしているのが分かるのだが、サーディンは意外なことにそれを我が慢まんしてじっとしていた。

　身長差があるので、マコトが後頭部も乾かそうとつま先で伸び上がると、それに気付いたサーディンが、慌てたようにほぼ直角に頭を下げた。

「そんなに下げなくても……あ、座ってもらった方がいいかもしれません」

　言い終わるよりも早くサーディンは、そのまますとんとその場にしゃがみ込んだ。

　ちょうどいい身長差に、マコトは丁寧に水滴を拭っていく。

　一通り乾かした後、タオルを取り払うと、サーディンはふるっと大きく首を振った。

（おっきな犬みたい……）

　櫛がないので指で髪を整えると、思いのほかふわふわしている。その手て触ざわりも含めてそう思ってしまった。

「……貴方は大きな子供ですか」

　呆れたようなサハルの言葉に、サーディンは挑ちよう発はつするように、にやぁと笑った。

「羨ましいでしょー！」

　サハルは薄く笑ったが、一瞬で立ち込めた不ふ穏おんな空気に、マコトは慌てて口を挟はさんだ。

「サハルさん！　今朝お約束したお菓子を持ってきたんです。あの、二つあるのでサーディンさんもどうぞ。お茶を淹れますね！」

　マコトは籠に駆け寄り、慌ててお茶を取り出した。昨日サラにそうしてもらったように、ポットを包んでいた布を二人に渡してから、持ってきた器にお茶を淹れた。

　玩具に占領された空間に三人が座ると、自然に小さな円になる。それを利用してマコトの方へ寄ろうとしたサーディンは、サハルに後ろ襟えりを摑まれた。

　それを横目で見て苦笑しながら、マコトは慎重にカップにお茶を注ぐ。ふんわりとした優しい香りの花茶は、昨日サラに淹れてもらったものと同じものだ。

　それぞれに砂糖の量を聞いてから、お茶を二人の前に出し、お菓子が入った籠を真ん中に置いた。

「これ、よかったらどうぞ」

「わーい！」

「頂きます」

　サーディンは無造作に油紙を破って大きな口を開け齧かじる。対するサハルは丁寧に解いて、興味深げに観察してからあくまで上品に口に運んだ。

　対照的な二人だが、それぞれ『らしい』食べ方だなぁと感心してしまう。サハルはきちんと味わうようにゆっくりと咀そ嚼しやくし、男の人らしい喉のど仏ぼとけが上下した。

「果物の酸味がちょうど良くて美味しいですね。これはマコトさんの世界の料理ですか？」

「料理というほど、ちゃんとしたものではないんです。今日はジャムなんですけど、ハムとかお肉とか野菜とかを添えても美味しいんですよ」

「なるほど。それも美味しそうですね」

「うん！　イケるイケる。これだけ？」

「あ、すみません。お口に合うか分からなかったので」

　ちぇ、と口を尖とがらせたサーディンにもう一度謝って、マコトは自分の分のお茶を器に注いだ。

「お茶もいつもとは違うんですね」

「サラさんに分けてもらったんです。淹れ方も教えてもらったんですけど、いかがでしたか」

「ああ、彼女は王宮に勤めてますからね。そういったことが上手なんですよ。でも朝食の後に頂いている紅茶も美味しいですよ。どこかで習ったんですか？」

　サハルの言葉にマコトは首を横に振りかけて、途と中ちゆうで思い出した。

「習ったわけではないんですけど、あのアルバイト……じゃなくて食事を出すお店で働いていた時に、紅茶の淹れ方を教えてもらったんです。アクラムさんにも褒ほめて頂いたし、そのおかげかもしれません」

　マコトの言葉にサハルは、おや、と顔を上げた。

「アクラムにも？」

「はい。昨日お菓子を持っていった時に」

「……誰が飲んでも、美味しいですからね」

　微び妙みような間が空き、マコトが首を傾げると目が合ったサハルはにっこりと微笑んだ。

「美味しいお茶を毎日飲めれば幸せですね」

「あ……じゃあ明日から、今日くらいの時間に持って来ましょうか？」

　嬉しそうに表情を輝かせたマコトの申し出に、サハルは一度目を瞬かせ、小さく笑った。

「……それは嬉しいですね」

　穏やかな笑い声は少し苦くも聞こえ、首を傾げたその時、サーディンがぶはっと派手に吹き出してその場にひっくり返った。

「あはは！　恥ずかしい～！　さらっと流されちゃってるし！」

　ひぃひぃ言いながらお腹なかを抱えて笑うサーディンに、サハルは無言でその頭を、がっと押さえた。大きな手……と思ったのも束の間、ギリギリと押さえつけられて悲鳴を上げたサーディンに、さすがにやりすぎでは……と、慌てて腰を上げる。

「気にしないで下さい」

「……っいったああ。もう！　頭割れるかと思ったぁ……」

　サハルの手から逃れ、涙なみだ目めで頭を押さえたサーディンはサハルから距離を置いた。

　そして残っていたお茶を呷あおると、おもむろにマコトの腰に腕を回した。

「っわ……！」

「なにをしているんですか！」

　サーディンは止めようとしたサハルの手をすり抜けて、マコトを子供のように抱え上げる。そしてそのまま、ゲルの奥に駆け込んだ。

　たくさんの布が積まれたその場所は、天てん井じようから仕切りのように吊るされた布のせいで今まで気付かなかったのだが、どうやら寝しん台だいらしい。しかし他のゲルのものに比べるとかなり大きかった。大の男でも三人は余よ裕ゆうで眠れそうだ。

「サーディンさん!?」

　一際高くクッションが積み上げられた一角に放り投げられる。

　布を幾いく重えにも重ねられているのか衝しよう撃げきはなかったが、その周囲に置かれたクッションらしきものがいくつも弾んで、絨毯へと転がり落ちた。
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　よく見ればそれ以外にも、部屋の中同様たくさんのぬいぐるみとクッションが無造作に並んでいる。

「マコトさん！」

　追い掛けてきたサハルが手を伸ばし、クッションに埋もれたマコトの体を掬い上げる。そのまま勢い余って抱きつくような体勢になってしまい──ぴしっと体が固まった。

　ふわりと香ったサハルの香りに、どきりとしたのも束の間、サハルはすぐに体を離した。しかしあまりにふかふかな足元に、バランスを崩しまた座り込んでしまう。

（び、びっくりした……）

「サーディン、寝台にしては柔らかすぎませんか」

「そう？　この包まれてる感じがいいんだけどなぁ」

　たしかに学生時代、体育の授業で使った走はしり高たか跳とびのマットを思い出す。

　今まで借りてきたものよりはるかに柔らかい寝ね床どこは、サハルの言う通り柔らかすぎて、腰が痛くなってしまいそうだ。

　サーディンはマコトの隣に飛び込むとぬいぐるみをサハルに向かって投げつけた。無言で綺麗にキャッチしたサハルは「いい加減にして下さい」と渋面で注意する。

「ここは僕のゲルだから僕が法律だよー。気に入らないなら、サハルは外で寝なよ」

「あいにく貴方よりもマコトさんの側にいるのが、今日の私の役目なので」

　言外に『お前が危険だから』と滲ませて、サハルは笑みを深め、マコトを挟んでサーディンとは反対側に腰を下ろした。あっそ、と目を細くしたサーディンは、マコトに視線を戻し、打って変わって弾んだ声で話し掛けた。

「ねねマコト。可愛いでしょ～？　これもね、昔の『イール・ダール』が伝えたものなんだよ。昔は子供に玩具を与あたえようなんて思わなかったみたい。マコトの世界にはこういうのいっぱいあるんでしょ？」

　いいよねぇ、と言いながら手近にあったぬいぐるみの頭を撫でる。色んな端は切ぎれを縫ぬい合あわせたそれは、鳥のような形をしていた。

「ある、といえばありますけど……」

　意外な気持ちでマコトもサーディンの手の中にあるぬいぐるみを見つめる。なんとなくもっと実用的な知識こそ必要とされると思い込んでいたので、なんの技能も知識もない自分なんかが『イール・ダール』で申し訳ないと思っていた。

（……私にも、なにか伝えられることってあるのかな……）

　ぬいぐるみがこんなに喜ばれるならば、可能性はゼロではない気がする。

　そんなことを考えていると、ふわぁ、とサーディンが大きな欠伸をした。

「もう寝ましょうか」

　マコトが気付いてそう言えばサーディンは、ええーっと眉み間けんに皺しわを寄せる。けれどその先から眠気が込み上げてきたらしく、顔を歪ゆがませてもう一度大きな欠伸をした。

「今日も朝方まで北の村を往復したのでしょう。明日は貴方の番ですし、そのまま王都に一旦戻る予定だったはずです。今日はもう休んでは」

「えーやだ。『捜そう索さく』でしょ？　そんな小芝居みたいなことしたくないんだよね。代わりにサハルが行ってきてよ。王都も行きたくなーい！」

（……捜索）

　何度か聞いた言葉が引っ掛かる。……もしここで、この二人に尋ねたとしたら、二人はどう答えるのだろうか。

「あいにく私も明日は、朝から出かける用事があります」

「うーん……もったいないけど、しょうがないかな～……」

　迷っている間も、二人は会話を続ける。サーディンの目元は、繰くり返かえす欠伸で既に涙が滲んでいる。瞼は今にも閉じてしまいそうだ。

「じゃあ、はい」

　おやすみなさい、と言いかけたマコトに、サーディンは手を差し出してヒラヒラさせた。

「え？」

「ぐっすり眠りたいから、手を繫いで？」

　言っていることが理解できなくて、マコトが再び問い返すと、サーディンは眠そうな目を擦りながら、少し苛いら立だちの交じった声で呟いた。

「手を繫ぐのと、抱き枕まくらになるのとどっちがいい？」

「どっちも駄だ目めです……！」

　むしろどうして同じ寝台で眠ることになっているのだろう。せっかく寝袋を持参してきたのに。

「じゃあ強制的に抱き枕になるけど」

　だからなぜそうなるのか。

「サーディン、いい加減になさい」

「いい加減にするのはそっちだよ。僕のゲルなのに、なんでさっきからエラそーに命令してくるわけ？」

　眠いせいか、いっそう不機嫌にサーディンはそう吐き出す。

　また不穏になってきた空気に、マコトは焦る。先程はお茶で誤魔化したが、今回はもうなにもない。

　そもそもマコトも寝不足なのである。気まずさに耐えきれないこともあり、いっそ早く寝てしまう方が得策なのではと思えてきた。

　眠ってしまえば朝がくるだけだ。

　マコトはおずおずと譲じよう歩ほしてみた。

「……じゃあ、手を繫いで寝ましょう」

　思えばサーディンには何度も抱きつかれたり、そういう意図はなかったにせよ胸だって触さわられている。今更手ぐらいで、と、睡眠不足で鈍にぶった思考がそう答えていた。

「マコトさん？」

　驚いた声を出したサハルに、「大丈夫です」と応えれば、サーディンは再びマコトの腕を引き、倒たおれ込こんだマコトの手をしっかり握にぎり締しめた。

「ちっちゃ……！　ふわふわで可愛いね！」

　褒められているのか貶けなされているのか分からない感想に、マコトはなんと返していいのか分からず、溜息をつく。

　ひとまず満足したのか、サーディンはそれ以上なにも言わず、マコトの手を握り締めたまま瞼を閉じた。

（慌ただしいなぁ……）

　溜息をついて見上げた天井には、青い布が張ってあった。澄すみきった砂漠の空。雲一つないどこか寂さびしげな空の色に思えて、サーディンに顔を向けようとしたその時、反対側の手を摑まれた。

　……え？

　もちろんその相手は一人しかいない。

　振り返ればいつのまにかサハルが、頭側の壁を背もたれにして座っていた。

「サハルさん……？」

「おや、狡い。サーディンだけですか？」

　にこっと笑ったサハルは、サーディンとは違いふわりと手を握り込む。手を繫いでいるというよりは、ただ重ねているだけ、といった方が近いだろう。

「～～っサーディンさんは、譲ってくれなさそうだったし……っその」

　ぽんっと顔を赤くしたマコトは、サーディンに腕ごとしがみつかれているせいで、動けない。

「じゃあ私も譲りません。好きな人と手を繫ぎたいというのは、そんなに不思議なことではないでしょう？」

　マコトは顔を真っ赤にさせたまま、言葉を失う。

（ま、また好きって言った……！）

　どうしてこんなに、さらりと告白めいたことが言えるのだろうか。一瞬返事を求められているのかと思ったが、軽く微笑むサハルにそんな様子はない。

　触れ合ったままの手はサーディンよりもやはり体温は低い。異様にその手が気になってしまい、マコトはサハルから視線を逸らした。おかげでまた天井を睨むことになってしまう。

（どんな状況……）

　結局川の字で天井を向いて、二人の男性と手を繫ぐこの体勢。どちらとも目が合うのが恥ずかしくてマコトは目を瞑つぶった。

　そうしてそのうちに、睡眠不足も手伝い、眠ってしまったらしい。

　夜中何度も頭を撫でてくれた手が優しくて、その度に安心して眠りは深くなっていった。

　なので。

「ふふっ。無防備に寝てる。襲おそわれたらどうするんだろうね。お馬ば鹿かさんで可愛いなぁ～」

「させませんし、なにより私を信しん頼らいしてくれているんですよ」

　──そんな会話が交わされていることなんて、知る由よしもなかったのである。
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　次の日。いつも通り食事の用意をするために共同の台所にいたマコトは、欠伸あくびを嚙かみ殺ころそうとして、失敗する。

（眠ねむい……）

　目め尻じりに浮うかんだ涙なみだを袖そでで拭ぬぐい野菜を切っていると、作業台に肘ひじを置いていたサーディンが、口くちの端はを吊つり上あげて首を傾かしげた。

「マコト寝ね不ぶ足そくぅ？」

　誰だれのせいですか、と突つっ込こみかけて、マコトは言葉を吞のみ込こむ。すぐ側にはサラがいるので、下手なことを言えば心配させてしまうだろう。

　今朝は昨日の宣言通り、マコトが台所に来る前にサラが来ており、マコトを見るなり駆かけ寄よって無事を喜んでくれた。

　夜中は何も覚えていないことから、連日の睡すい眠みん不足のおかげかすぐに寝ね入いることができたのだろう。

　しかし夜が明けきる前に、ぼんやりと目が覚めてすぐ目の前にあったサハルの顔に驚おどろいてしまい、一いつ瞬しゆんにして眠ねむ気けが吹き飛んでしまった。

『……まだ早いですよ』

　寝ているとばかり思っていたサハルが、目を閉じたまま口を開いたことで、ますます焦あせってしまう。ゆっくりと開かれた大地色の瞳ひとみが、再びやんわりと細まり、繫つないだままだったらしい手に微かすかに力が込もったのが分かった。思わずもう片方の手に力が籠こもり、すっかり忘れていた反対側──こちらも繫ぎっぱなしだったらしいサーディンを起こしてしまう。

「ん～？」

　背後から覆おおいかぶさるようにして、その体温が近づいた。吐と息いきと共に掠かすれた声が耳をくすぐる。

『……眠い……なぁに、マコト』

　寝ぼけ眼まなこで目を擦こすりながらそう言ったサーディンは、そのままマコトの腰こしに手を回して抱だき枕まくらのように抱かかえ込こんだ。

「ひゃっ」

「放しなさい」

「いった……！　指狙ねらうとか超ちよう陰いん険けん！」

「貴方あなたが素す直なおに放せばよかっただけです」

　そしてそこからマコトを挟はさんだ小こ競ぜり合あいが始まってしまい──それ以降は眠るどころではなくなってしまったのである。

「マコト様。やはり昨夜は眠れなかったのですか？」

　昨日に引き続き、サーディンを警けい戒かいして距きよ離りを置きながらも、サラが潜ひそめた声で尋たずねてくる。

「いえ、そんなことはないんですけど」

　一昨日も眠りが浅く、昨日は途と中ちゆうで起こされた。寝不足からくる頭痛のせいで普ふ段だん以上に口数の少ないマコトに反し、サーディンは上じよう機き嫌げんだ。

　セクハラめいた邪じや魔まをしないだけマシだが、じっと見つめられているだけというのも調子が狂う。振ふり返かえるとサーディンは満面の笑え顔がおを浮かべて手を振ってきて、苦く笑しようしながらマコトは小さく会え釈しやくを返した。

「……やはり、昨日なにかあったのではないですか？　サハル様に聞こうと思っていたのに既すでに出発なさってましたし……、ちゃんと守って頂けましたか」

「あ、それは……はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　そう、昨日サーディンと話していた通り、サハルは今朝早くから出かけた。

　マコトを台所まで送ってくれた後、一いつ旦たん荷物を取りに行ったサハルに、マコトは思いついてその後を追い掛けた。

　手にしていたのは小ぶりの林りん檎ご。おとといカイスが買ってきてくれたものでまだ瑞みず々みずしかった。今から食事の仕方をしても、出発には間に合わない。空っぽの胃のまま砂さ漠ばくを走るよりはいいと思ったのだ。

　既に馬の手た綱づなを引いていたサハルは、林檎を差し出したマコトを見下ろし、顔を綻ほころばせた。そして大事そうに受け取ってくれたのだが──マコトはすぐに、沈ちん黙もくに耐たえきれなくなった。

『じゃあ、あの、気を付けて下さいね……』

　逃にげるようにそれだけ言って立ち去ろうとすると、サハルに呼び止められた。一歩歩み寄りマコトの顔を上から覗のぞき込こんでくる。その表情はいつも通り優やさしい。

『真面目な貴女あなたのことだから、まったく同じ気持ちを返さなくてはいけないと思っているのかもしれませんが、少しずつ成長していく想おもいというものもありますよ』

　サハルの瞳に映った自分の顔には、戸と惑まどいと驚きが浮かんでいる。

（まったく同じ気持ち……）

　マコトが答えに迷っていると、サハルはぽんと頭に手を置いて優しく撫なでた。

「他の候補者に比べて一いつ緒しよにいると、ほっとするとか安心するとか──逆に落ち着かなくなってもいい。最初はそんな少しの差でいい。意識してもらっているだけで私は今、嬉うれしいんです」

　頭を撫でる感かん触しよくはすっかり馴な染じんだものだ。そしてサハルの言葉はまさに今の自分の抱いている疑問に答えるものだった。

　途と端たんに顔が熱くなって、マコトは咄とつ嗟さに俯うつむいた。恥はずかしい。まるで幼い心の中を見み透すかされているみたいだ。この真っ赤な顔を見られたくない。逃げてしまいたい。そう思って足に力を入れたその時。

『お土産みやげを買ってきます』

　そう言い残してサハルは馬に飛び乗った。

　そしてマコトの望み通り、振り返ることなく、去って行ったのである。

（……少し、気が楽になったかもしれない……）

　少しずつ成長していく想いもある、と言われて、すとんと納なつ得とくした。恋こいとか愛とか自分にはやはりまだ分からないが、信しん頼らいや親しさを積み上げた先にある気持ちも特別な感情なのかもしれない。物語に出てくる分かりやすい一ひと目め惚ぼれのようなものを、自分は意識しすぎていた。

　確かにサハルの言う通り、そっくり同じ想いの熱量のようなものを感じなくては、サハルを受け入れてはいけない気がしていた。

　好きか嫌きらいかでいえば、もちろんサハルのことは好きだ。候補者の中では一番落ち着くし、かといって距離が近すぎるとそわそわしてしまう。

　それに今この瞬しゆん間かんは、目の前にいない方がいいと思っていたのに、集落にいないとなると、途端に不安になってしまう。やはり頼たよりにしているのだな、と思う一方で、どうしていいか分からなかったとはいえ、避さけ続けてしまい悪いことをした、と反省する。

（……サハルさんに決める、って言ったら、みんなどういう反応をするんだろう……）

　考え込んでいると、手が止まっていたらしい。

「ちょっとマコト？　なにぼーっとしてるのさ」

　背後からにゅっと出てきたサーディンに声を掛けられ、マコトは慌あわてて振り向いた。

「あ、わっ」

「サーディン、マコトにそれ以上近付かないでね。それと今日は君の当番だから、そろそろ出なさい。その後の予定も分かっているね？」

　その近さに驚く前にいつのまにか来ていたタイスィールが、サーディンの襟えり元もとを猫ねこのように引っ張って引ひき離はなす。サーディンも『捜そう索さく』の後、王都に向かうと言っていた。かなり遠いらしい上に仕事が山積みになっているらしい。戻もどるのは女神祭イール・イードの前の日になると言われて、少なからずほっとしたが──『超特急で仕事片付けてくるからね！』と、無理矢理指切りさせられてしまった。「このままサボり続けて本来の業務を滞とどこおらせると、給金は支し払はらわない」と上の方から正式なお達しがあったのだと、タイスィールが肩かたを竦すくめて教えてくれた。

　ずるずると引きずられるサーディンに、マコトの隣となりにいたサラは不ふ吉きつなものを見るように思いきり顔を顰しかめた。

「あの人がなぜ候補者に入っているのか、はなはだ疑問ですわ」

　独り言のようにそう呟つぶやき、大きく溜ため息いきをついたサラに、マコトは苦笑してから、気になっていたことを尋ねてみた。

「候補者の皆みなさんって、やっぱり女の人に人気があるんですか？」

　サラは一瞬目を瞬まばたかせ大きく頷うなずく。

「それはもう！　タイスィール様はあの通りですし、サハル様も女官に絶大な人気があります。ハッシュだってまぁまだ幼いですが、可愛かわいい顔をしていますし、学院でも優ゆう秀しゆうなことで名が通っていますから将来性があると言われています。カイスも我わが従い兄と弟こながら、西の一族を背せ負おって立たつ身ですし、一見粗そ暴ぼうながらも男気があるでしょう。一族以外の女性からもよく声を掛けられていますわ」

　予想通りというか、予想以上というか……。それぞれ向こうの世界なら芸能人になれそうな美形である。そんな彼かれらの婚こん約やく者が『イール・ダール』であること以外なんの価値もない自分だということがバレれば、とてつもなく恨うらみを買いそうで、一気に背筋が寒くなった。

　女の恨みや妬ねたみはなにより怖こわい。よく聞く話だが、元の世界では自分には関係のない話だと高を括くくっていたので、うまい回かい避ひ方法など思いつかない。

　ついでにサラはアクラムのことは綺き麗れいに除外していた。彼女の中で薬くす師し兼けん占うらない師しという怪あやしげな仕事を持ち、それすら気が乗らなければマトモにやろうとしない男なんて、オアシスの隅すみっこでうろちょろしている巨きよ大だいイモムシのようなものである。『イール・ダール』に相応ふさわしいわけがない。

「そういえば、カイスさん見かけませんね」

　なんとなくこれ以上聞くと胃が痛くなりそうでマコトが話を逸そらすと、サラは少し残念そうな顔をしつつも頷いた。

「ええ、カイスは次期頭領ですからね。会合にも顔を出さなければなりませんし、一族の調停役として忙いそがしいみたいです。女神祭イール・イードももうすぐですし、儀ぎ式しきの進行役のお復さ習らいでもしているのかもしれませんね」

「へぇ……」

（カイスさんも大変なんだ）

　そういえば市場に連れて行ってもらった次の日も、なにか集まりがあると言っていた。

　話しながらも作業台に鍋なべを移そうとしたその時、作業台の端はしに腰が当たりポケットに入れている鈴すずがちゃりんと鳴った。しっかりと鍋を固定してから、マコトはそっと服の上から鈴を撫でる。なんとなく持ち歩いているが、なくしてしまいそうで、時々こうして確かめてしまう。

「そうそう、女神祭では皆さん正装されるのですよ。きっと眩まばゆいばかりに美しいでしょうね。あ！　そうでしたわ。出発前に皆さん挨あい拶さつにいらっしゃるんですよ」

「私に、ですか？」

「ええ、女神祭ですもの、その娘むすめである『イール・ダール』にそれぞれ感謝の言葉を捧ささげるのです」

　へぇ、と相あい槌づちを打って考える。確かにそんなしきたりがあっても、おかしくないかもしれない。

「そうなんですか。……あ、じゃあイブキさんの所にも、みんなで行くんですか？」

　そうならば、ぜひ連れて行って欲しい。

　そんなマコトの気持ちを察したのだろう。サラは申し訳なさそうに首を振った。

「いいえ。一族に入られた『イール・ダール』のみです。イブキ様も夫であるラーダ様は北の一族の方ですから、そちらにお戻りになるのではないでしょうか」

　北に限らず他の一族の地までは遠いと聞く。移動手段の少ないこの世界、身重の体で大丈夫なのだろうか。イブキには会ったばかりだが、同郷の人間だということを除いても、マコトは彼女のさっぱりした性格や明るさが好きだった。憧あこがれでもある。

（会いたいなぁ……。あ、手紙くらいは大丈夫かな）

　ふと思いつく。そちら方面に行く用事のある誰かに預けることができないだろうか。

　そんなことを考えながら、マコトは沸ふつ騰とうし始めた鍋に切った材料を入れる。サラが切ったので大きさがバラバラだが、少しずつ慣れてきた今日は、危なげなく作業が進んでいる。

「じゃ、ここには女性だけで残るんですか」

　ここに来た初めての日に男性だけのお祭りだと聞きかじったことを尋ねれば、サラはとんでもないと勢いよく首を振った。

「いえいえっ。マコト様がいらっしゃるのですもの。もちろんどなたか男の方が残って、守って下さると思います」

　確かに年とし頃ごろの女の子が三人だけで集落にいるのは危険だ。マコトは頷いた。

「女神祭が終わったら、皆さん元の場所に帰るんですよね？」

　多分一族が今住んでいる村か、彼らが王都と呼ぶ場所に。

　それは昨日女神祭が迫せまっていると聞いた時から気に掛かっていたことだった。この場所に一人残されてもきっと生活することはできない。『イール・ダール』という立場も踏ふまえて、どこかに移動するのではと考えていた。

　サラが困ったように視線を彷徨さまよわせたことに気付いて、マコトは言葉を続けた。

「あの、まだ行くところが決まってなかったら別にいいですよ」

　サラは顔を上げ、躊躇ためらいがちに首を振った。

「いえ……しばらく皆様こちらに残られるみたいです。ご不便をお掛けしますが、マコト様もまだこちらにご滞たい在ざい下さい」

「そうなんですか」

　まだしばらくは今と同じ生活ができるのだとほっとした一方で、少しだけ落らく胆たんした。

　変かわり映ばえのない日常をどう過ごせばいいのか。マコトはまだなにも見つけていない。

　食事の世話も日に一度だけで、今はサラやニムが手伝ってくれるようになり、手間も少なくなってきている。といって、自分で生活する術も、元の世界のことを忘れられるほど、没ぼつ頭とうできるほどのなにかも持っていない。

「あ、もちろん私もこれまで通りご一緒させて頂きます」

　勢いきおい込こんで付け足された言葉にマコトは小さく笑う。

　ただでさえ見知らぬ世界なのだ。やはり同性が側にいるだけで心強い。

　けれどサラにだって仕事や自分の生活があるはずだ。自分のためにそれを犠ぎ牲せいにさせていると思うと、申し訳なさが先に立ち、先さき程ほどから苦戦しながらも野菜の根を千切るサラに笑顔を作った。

「……ありがとうございます」

「っいえ、滅めつ相そうもございません！　私はマコト様のお役に立てるならそれだけで！」

　力を入れた拍ひよう子しに千切れたらしい野菜の根を強く握にぎり締しめながら、サラは耳まで赤くさせつつ、ぶんぶんと首を振った。

　昨日と同じようにまたサラやニム達とお菓か子しを作り、アクラムに差し入れする。昨日と同じように表情からは分かりづらいものの、次々たいらげるアクラムに、自分の存在意義を見み出いだしてほっとする。

　そして女性陣のゲルに戻ると、マコトはサラに勧すすめられるまま、横になっていた。ふと目が覚めたら既に夕方で、少しだけ開け放たれた窓からは赤い光が差し込んでいる。

　サラが用意してくれた布で顔を拭ふき、マコトはまだ残る眠気の中でぼうっとしていた。差し出されたお茶を飲み、まだ重い瞼まぶたを擦る。

（……なんだか疲つかれが取れない……）

　眠った体勢が悪かったのか、体の節々が妙に重い。首を傾げていると、控ひかえめにノックする音がゲルの中に響ひびいた。

　訪ねてきたのはタイスィールだった。その背中の向こうは既に暗い。ぼうっとしている間にすっかり日は落ちていたらしい。

「どうかされたんですか？」

　不思議なそうな顔をして迎むかえ入いれたサラに、タイスィールは小さく肩を竦めた。

「マコトに話があってね。入らせてもらってもいいかい？」

「ええ。もちろんですわ」

　なんだろう？　とマコトも首を傾げて少し脇わきに寄る。タイスィールは、サラにお茶を勧められたものの、すぐに出るからと断って話を切り出した。

「今日からここで生活してもらおうと思っていたのだけどね。悪いんだけど、今日はナスルのゲルに泊とまってもらえるかな」

　突とつ然ぜんの申し出にマコトは驚きを隠かくせなかった。

「え？　……あの、でも」

　マコトは言いい淀よどむ。確か昨日サーディンと揉もめた時に、ナスルの所には泊まらないという話になったはずだ。

　候補者のゲルを回ることは交流を深めるためのものだと聞いている。ナスルはマコトの婚約者候補であること自体嫌いやがっている。無理に一緒に泊まる意味などないのではないだろうか。

　黙だまり込こんでしまったマコトに、タイスィールも申し訳なさそうに眉まゆを寄せた。

「今日の昼まで長老に掛かけ合あってみたんだけどね。王様の強い希望らしいよ」

　その表情が本当に困っているように見えてマコトは、戸惑いを吞み込んだ。その代わりに口を開いたのは、それまで黙っていたニムだった。

「ナスルってあの女嫌いの？」

　今日作ったばかりのお菓子を摘つまんでいたニムが、上半身だけ体を起こした。振り返れば、思いきり渋しぶい顔をしている。そしてサラも、ぽんと手を打った。

「親衛隊の方ですね。確かに王宮でもそのような噂うわさがありましたけど……。あの方も候補者の一人なのですか」

　ここに来て既に三日ほど経過しているのに、どうやら二人は、まだナスルを見ていないらしい。確かにマコトも最後にその姿を見たのは、台所で助けてもらった時だ。

（女嫌い……）

　ニムの言葉を反はん芻すうする。確かにそんな理由があるなら、マコトにきつく当たるのも分からないでもないが、どこかしっくりとこない。

「どうしてわざわざ王様が……？」

　サハルからこの世界について一通り説明を受けた時も、王様についてはピンとこなかった。

　それがなぜナスルに関わってくるのだろうか。

「ナスルは王様のお気に入りでね。……だけど、彼の兄が……まあ、色々あって任期中に失しつ踪そうしたことで、少し複雑な立場でもあるんだ。『イール・ダール』の伴はん侶りよになれば、それなりの地位が確立されて、親衛隊の隊長だって目指せる。だから、王様はどうしても君と仲良くなってもらいたいんだと思うよ」

　色々あって、の中におそらく、自分に関係するなにかがあるのだろう。それはともかくナスルがただの女嫌いではないことが分かってしまった。マコトは返事に迷う。

「それは……」

　自分に協力できることがあるのなら、手伝いたいとは思うが、なにより当事者であるナスルが乗り気でない以上、無む駄だなことではないのだろうか。

「だからって君が我が慢まんする必要なんてないからね。君に会ってからのナスルの態度は、決して褒ほめられたものではないし。……今日はサハルがいないから、泣かされるようなことがあったら、いつでも私のゲルに逃げておいで」

　ふいに飛び出したサハルの名前に、一瞬反応しかけて堪こらえる。目が合うとタイスィールが安心させるようににっこり笑ったので、マコトも曖あい昧まいに笑い返した。

　……サハルとのやりとりを、知っているわけではなさそうだ。おそらくマコトがなんだかんだとサハルに頼っているので、その名前を出しただけだろう。

　赤くなりそうな顔を慌てて隠して、マコトは迷いつつも頷いた。

（……ナスルさんも会話なんてするつもりは、ないだろうし……）

　ゲルに着いてすぐに寝ね袋ぶくろに潜もぐり込こめば、ナスルも敢えて話し掛けてきたりしないだろう。

　先程から体も重いし、そのまま瞼を閉じて眠ってしまえばいい。

「それじゃナスルのゲルまで案内するよ」

　覚かく悟ごを決めたマコトに、タイスィールは立ち上がり、先導するように扉とびらを開けた。

「マコト様。明日も、早めに台所でお待ちしてますね」

「マコト！　ナスルって超感じ悪いから、タイスィール様じゃないけど、なんか嫌なこと言われたら戻ってきなさいよ」

　心配そうなサラと頼たのもしくそう言ってくれたニムに、ふんわりと心が温かくなる。

　タイスィールの後ろに続き、外に出れば砂を含ふくんだ冷たい風にマコトは思わず身を縮めた。ぎゅっと口を閉じる。風が強い日はこうしなければ、舞まい上あがった砂が口の中に入り込むことは、この数日で嫌というほど学んだ。

（さむ……）

　今日はサハルと歩いた昨日よりも風も強く寒い。

　首に巻いたショールを引っ張って口元を覆い視線を上げると、一足先に出ていたタイスィールは空を仰あおぎ見みていた。釣つられるように顔を上げれば、闇やみと言うにはぼやけた空と月があった。

「今夜は随ずい分ぶん冷え込むね」

　月を背負ったタイスィールの優しい労いたわりの言葉にマコトは、はい、と頷く。ショールの中で呟いた返事はくぐもって小さかったが、きちんと耳に届いたらしく、タイスィールは満足そうに微笑ほほえみ、頷いた。

　彼の後ろに見える月は本来なら突つき刺ささるような鋭するどい上じよう弦げんの月。しかしおぼろげに輝かがやく月の形は緩ゆるやかで、その光も穏おだやかに優しく感じ、なんとなくマコトはここにいないサハルのことを思い出した。いまだに応える言葉の見つからない彼のことを。

（……今日も星は見えないんだ）

　実は満天の星を見るのは、マコトの密ひそかな楽しみだった。

　しかしこの世界に来た初日のように、圧あつ倒とうされるほどの数多あまたの星やくっきりとした月が見えるのは、珍めずらしいことらしい。普段の砂漠の月や星は、砂すな埃ぼこりで見えないことの方が多いのだと、サラに教えてもらった。

　マコトはそのまま視線を動かし、注意深く周囲を見み渡わたした後、微かに小さく息を吐はいた。

　そんなマコトの様子に気付いたタイスィールは眉を寄せ、視線を一いち巡じゆんさせる。

「──さて」

　タイスィールにしては、低く硬こう質しつな声だった。

　いつもと様子の違ちがう彼にマコトは首を傾げて、振り返る。目が合ったと同時にその薄うすい唇くちびるが言葉を発した。

「ナスル出ておいで。もう隠れている意味はないしね？」

　続けられた言葉と同時に、闇から抜ぬけ出でたようにするっとナスルが現れた。闇に溶とけ込こみそうな黒い装しよう束ぞくに剣けんを差し、鋭く向けられたその瞳に感情は映っていない。

「いつから気付いていたんだい」

　ゆっくりと振り返ったタイスィールの視線が、マコトに向けられる。同時に吐き出された問い掛けに、マコトはぎくりと体を強こわ張ばらせた。

　どうして。

　思わず心の中で呟いた言葉は、どうして気付かれたのかという疑問ではない。それは分かっている。

　彼は、……いや、ナスルはきっとマコトがこの集落に戻って来た時からずっと見張っていた。前に落ちてきた鍋から瞬時に守ることができた理由を考えれば分かることで、改めて気配を窺うかがえば、どうして気付かなかったのかと思うほど、ぴりぴりとした殺気が自分に向けられているのが分かった。

　だからこそ、──知らないふりをしてくれればいいのに。

　浅はかにもそう願い、きっと正直に事情を打ち明けようとしてくれているのだろうタイスィールを、今、自分は確かに責めた。

　きっと事情があるのだろうということは、彼らを見れば分かる。右も左も分からぬ異い邦ほう人じんなのだということは現実なのだし、彼らを責めるつもりはない。

　ただ単純に、自分はナスルには嫌われている。どんな人であれ、人に嫌われるということは悲しい。

　分かっているからこそ、これ以上揉めて溝みぞを深めることはしたくなかった。

「君ともあろう者が気配を悟さとられるなんて、新しい隊長はそれほど無能なのかい」

　整いすぎた美び貌ぼうは微笑みを消すだけで、ひやりとした冷たさを孕はらむ。厳しい視線は自分ではなく、ナスルに向けられているというのに、背筋に冷たい汗あせが流れた。

「いえ、私個人の能力不足です」

　顔色も表情すら変えず、ナスルは静かに目を伏ふせた。

「だろうね」

　辛しん辣らつな嫌いや味みに、ナスルは無表情のまま肯こう定ていした。

（二人の関係って……）

「処しよ罰ばつはいかほどにも」

　ナスルは静かにタイスィールの前に歩み寄ると、膝ひざを地面につき深く頭こうべを垂れた。

　タイスィールは唇を歪ゆがめ、跪ひざまずいた彼に吐息を漏もらす。

「……やめたまえ。もう私は君の上司ではない」

　その言葉に、なんとなく彼かれらの関係が分かった。ナスルが王の親衛隊の一人であることはマコトも知っていた。その元上司だというからには、タイスィールもきっと剣を振るう人だったのだろう。今までのタイスィールの言動だけなら、きっと意外だと思えたはずだが、今のタイスィールを見れば、納得できる。女性めいた艶つやっぽい雰ふん囲い気きは一いつ切さいなく、軍人特有の迫はく力りよくと冷れい徹てつな空気を纏まとっていた。

　──けれど、この雰囲気はあまり良くない。

　本当に、自分は一体なんのためにここにいるのだろうと、答えの出ない疑問に摑つかまる。

「ねぇナスル。君は気配すら消せないほど無能なのかい。それほどまでに感情を露あらわにして気付かれるなんて、先せん鋭えいを誇ほこる王の親衛隊として」

「あのっ！」

　タイスィールの言葉を遮さえぎったのはマコトだった。マコト自身も意外なほど響いた自分の声に驚いたものの、すぐにタイスィールに顔を向けた。

「私が気付いたのは、台所の掃そう除じをしている時に、ナスルさんに助けて頂いたからなんです。だから」

　勢いをつけて言い放ったマコトの言葉に、ほんの少しタイスィールの表情が和やわらぐ。それに反して、ナスルは眉み間けんに皺しわを寄せ、厳しい目でマコトを一いち瞥べつした。なんとなくこうなるだろうと覚悟していたマコトは怯ひるみそうになったものの、それを受け止めて、「きっと本当なら気付かなかったと思います」と言葉を続けた。

「……そう。私はてっきり四六時中そんな視線でマコトを見ていて、気付かれたのかと思ったよ」

　タイスィールはゆっくりと髪かみをかきあげ、伏せたままのナスルの頭を見下ろした。

「で、話は聞いた？」

「はい」

「結構。マコトをゲルに泊めるように」

　ピクリと微かにだがナスルの肩が動く。やれやれ、と溜息をついたタイスィールが、殊こと更さらゆっくりと言葉を続けた。

「文句があるなら王に、ね」

　目の前の少女に当たるなと、牽けん制せいを込め、タイスィールは、ぐっとナスルの腕うでを摑んだ。

「……了りよう解かい致いたしました」

　本当は納得していない。マコトにすら分かるほど硬かたい声でナスルは答え、深く頭を下げた。

　そしてすぐに立ち上がり、マコトを見下ろすと、そのまま背中を向けた。

「こちらです」

「はい、あの、タイスィールさん、ありがとうございました……！」

「おやすみマコト。ゲルの鍵かぎは開けておくからね」

　最後は冗じよう談だんめかしてそう言ったタイスィールに、緊きん張ちようした表情をほんの少し緩めてマコトは頭を下げた。そしてすぐにナスルを追い掛ける。

　ナスルが使っているゲルは、集落の外れにあるらしく、マコトはかなりの距離を歩くことになった。足を取られながらも、ナスルに置いていかれないように急いだせいで、マコトの息はすっかり上がり、吐き出す息が夜の闇に白く浮かんで消えていく。

　しかし一歩一歩砂に埋うもれて沈しずんでいく足を、マコトは必死に持ち上げた。

　深い闇の中だからだろうか。置いていかれることが、無む性しように怖かった。

　そうしてようやくナスルが足を止めたのは、昨日マコトが水浴びをしたオアシスより少し脇に逸れた大きなゲルの前だった。近くの木に馬が繫がれており、ナスルの姿を認めると控えめに鳴いた。厩きゆう舎しやは入り口近くにあったはずだ。ぽつりと一頭だけいるその馬の存在を不思議に思った。

「──あの、ここは」

　明らかに近くに寝泊まりできるようなゲルはない。ナスルの背中越ごしのゲルは大きいものの、張られた布は風化して破れ、骨が剝むき出しになっている。

「『イール・ダール』」

　そう呼ばれ顔を上げれば、ナスルの瞳が再びマコトを強く捉とらえていた。

「なぜ聞かないのですか」

　ひどく押おし潰つぶしたような低い声が響く。

　疑問は先程のタイスィールとの会話を指しているのだろう。

　どうして自分に護衛がついているのか、その理由をなぜ聞かないのか、と。

「……異世界から来た得体の知れない人間ですし。当然だと思っていますから」

　淀みのないマコトの答えに、ナスルは意外そうに目を細めた。

「謙けん虚きよですね」

「……」

　謙虚、なんてものではない。立場を置おき換かえれば予想できる答えだった。……ただここには優しい人が多かったから、表立っていないだけで、異分子を受け入れられない人だっているだろうことは想像に難かたくない。

「あの、無茶をするつもりも、勝手にここを出て行くつもりもありません。だから護衛は」

　いりません、と続けようとしたマコトの言葉をナスルが遮った。

「そうもいきません。王から命じられた『護衛』ですから」

　まぁ、とナスルは一旦言葉を切り、その瞳を眇すがめた。

「護衛、という名の見張りですが、ね」

　……ああ、この人は。

　自分が敢あえて触ふれなかったことを許すつもりはないらしい。

「……分かっています」

　その可能性を考えなかったわけではない。ただの護衛なら本人に内ない緒しよにする必要などないのだから。

　マコトはごくりと唾つばを吞み、口を開いた。その言葉を彼は待っている気がしたから。

「どうして、と聞いていいのですか」

　初めてナスルの表情が動いた。まるで正しい答えをマコトが導いたかのように、満足そうに口の端を吊り上げた。

「先の『イール・ダール』のように、妙なことを考えてもすぐに対処できるように、見張っているのです」

「先の……」

　そう言われて思い浮かぶのは、一人しかいない。けれど漠ばく然ぜんとそうではない気がした。

「……イブキさん、ですか？」

　マコトが半信半疑で問い掛けるとナスルは予想通り、首を振った。

「その後の『イール・ダール』のことです」

「え？」

　その後の『イール・ダール』。

　それは、イブキの後に誰かがやって来たということなのだろうか。

（そんなの聞いてない。……長老さんも十年ぶりだって言ってたし）

　それは確かに初耳だった。タイスィールもサハルからも聞いていない。誰もなにも言わなかった。

「イブキという名の『イール・ダール』から三月後、すぐに新しい『イール・ダール』がオアシスと共に現れました。しかし、すぐに命を落とし、オアシスもすぐに涸かれました。それから十年『イール・ダール』もオアシスも現れることはなく、いつからか女神の怒いかりに触れたのだと、噂されるようになりました」

（それが十年も空いた理由……？）

　アクラムのゲルで考えていた疑問が解けた。しかしなぜ自分に知らされなかったのだろう。それにどうして、その後十年も現れなかったのだろう。

　──もしかすると。

「事故、ですか」

　悪い予感がした。しかし問わずにはいられない空気が二人の間にあった。流されるように口にした質問をマコトはすぐに後こう悔かいすることになる。

　ナスルの唇が薄く開かれる。ナスルの強い憎にくしみの籠もった鋭い視線に、痛みすら感じてしまう。

「自殺です」

　そしてナスルから発せられたのは、抑よく揚ようのない冷めた声だった。

　──これは聞いてもいい話なのだろうか。ふいにそう思う。もし聞いてしまえばもう後戻りはできない予感に、マコトは唇を嚙み締めた。

（自殺……こんな異世界に、突然来ることになったから？）

　例えば元の世界に家族や恋人、そんな大切な人がいて、戻れないことに絶望したのなら、考えられなくはない。けれどそれだけなら、目の前の彼はこんな憎々しげな顔はしないのではないだろうか。

「その『イール・ダール』は、王に一方的に熱を上げ、自分の思い通りにいかないのが分かると、結局婚約者を裏切り、婚こん儀ぎの最中に自分のオアシスに身を投げました。オアシスは立ちどころに消え、残されたのは哀あわれな花はな婿むこだけです」

（オアシスが消えた……）

　あれほどのものが一瞬で消えることなど、あるのだろうか。にわかに信じがたい説明に、マコトは頭の中を整理するだけで精せい一いつ杯ぱいだった。けれどナスルも、マコトの相槌など必要としていないのだろう、淡たん々たんと言葉を続けた。

「残された花婿は、『イール・ダール』を死なせた男として、大陸に住む民たみに憎まれました。そして時が経たてば経つほど、次の『イール・ダール』が現れないことで、いっそう非難され憎しみを一身に背負い──それから一年後、男は誰にもなにも言わず突然姿を消しました。唯ゆい一いつの肉親だった私にすらなにも言わないまま」

　最後だけは痛みを堪えるような押し殺した声だった。

「肉親……」

「ええ。男は私のたった一人の兄でした」

　たった一人、と言われて頭に思い浮かんだのは、亡なくなった母の顔。しかしマコトはすぐにそれを打ち消すように首を振った。

（……タイスィールさんは、このことを言っていたんだ）

　もっと簡単に『色々』としか言わなかったが、おそらく彼が言っていたのはこのことなのだろう。

「そして残された私は一族に送られ……それから、すぐに兄と親しくしていた王の庇ひ護ご下に置かれました。そうでなければ、疎うとまれた一族の者にでも殺されていたかもしれません」

　込み上げるものを無理矢理押さえ込んだような、重い言葉にマコトは口を噤つぐむ。なにを言うべきか分からない。

　……マコトが知る西の一族は、皆個性的だけれど優しい人ばかりで、そんな物ぶつ騒そうな言葉とは結びつかない。一分二分と時間が過ぎて、痛いほどの沈黙を破ったのは、やはりナスルだった。

「昨日、ニム達と一緒にお話ししていたことを覚えてらっしゃいますか」

　突然話題が変わったことに驚き、一瞬戸惑う。けれどすぐにその答えにいきついて、自分の狡ずるさを突きつけられた気がした。

「私が連れて行ってさしあげましょう。貴方のオアシスに」

　昨日、水浴びの後にサラ達との話を聞いていたらしい。

「貴方は鈍にぶくはないようだから気付いているでしょう？　彼らがなにを隠したがっているか」

　嘲あざけるように唇の端を吊り上げたナスルに、マコトはぐっと拳こぶしを握った。

　確かに気付いてはいた。最初の違い和わ感かんは、イブキと話した時だった。

　自分に、というより『イール・ダール』になにか秘密があるのだろうと、咄嗟に話題を変えたイブキの態度から察した。けれどあの時は、イブキが幸せそうだったから、それほど大きな秘密ではないだろうと流した。

「……その答えが、オアシスにあるんですか？」

　マコトの質問に、ナスルはうっすらと微笑み、馬を繫いでいた紐ひもを解ほどいた。手綱を取ると馬に乗り込み、反対側の手をマコトへと差し出す。

　有う無むを言わせない雰囲気に、マコトはほぼ反射的にその手に触れた。

　触れた指先は恐おそろしく冷たかった。やや怯んだマコトの腕をナスルは強ごう引いんに摑む。そして力任せにそのまま引き上げると自分の背後に乗せた。

「……っ」

　すぐに走り出した馬に、振り落とされないように咄嗟にナスルの腰に縋すがりついた。今までの態度からして、冷たく振りほどかれるかと思ったが、ナスルは意外にもなんの反応も見せずに、無言のまま馬を駆った。そのままぐんぐんと馬はスピードを上げていき、振り返ったゲルの灯あかりが遠のいていく。

　剝き出しの顔と少し空いた足元から冷たい風が入り込み、マコトはぶるりと体を震ふるわせた。今にも振り落とされそうなスピードにただただ、ナスルの背中にしがみつく。タイスィールやカイスに乗せてもらった時とは違う配はい慮りよのないスピードに、自分がどれだけ気き遣づかわれていたか分かった。同時にそんな彼らに黙ってナスルの誘さそいに乗ってしまったことを、今いま更さらながら後悔する気持ちが芽生えたが、後の祭りだ。

　夜の砂漠を駆ける。

　その間に何度も気を失いそうになっては、腕に力を込めてやり過ごす。実際にどれだけだったのか分からないくらいほど、その時間を永遠に感じた。

　そして全身が寒さと急激な運動に凝こり固かたまり、少しずつ雲が晴れた中天に月が見えた時、ようやくナスルが手綱を引いて、目的地らしい場所で止まった。

　固まったように重い瞼を開ければ、そこには視界いっぱいに緑があった。

（森……違う。オアシス……）

　砂漠には珍しく、たくさんの木と緑が生おい茂しげっている。湿しつ気けを含んだ空気がよりいっそう冷たくマコトの肌はだを刺し、目の前には暗い水面が、反対側のいくつかの光を反射していた。遠くに見えるのはゲルだろうか。

「ここです」

　ナスルはそう言うと馬に乗ったまま振り返り、マコトの腰を攫さらうようにして、無造作に下ろした。

　足元は砂ではなく硬い土で、思いのほか下ろされた時の衝しよう撃げきが大きく、マコトは大きくよろけた。そのまま倒たおれ込こむように膝をつく。その拍子に浅いポケットから転がり落ちた鈴が、ちゃりんと軽い音を響かせた。

（鈴が……）

　足元を捜さがすが暗くら闇やみの中、すぐに見つけることができずに焦ってしまう。

　ナスルは馬の背に乗ったままそんなマコトを見下ろし、小さな声で呟いた。

「そのまま屈かがんでいて下さい」

　凍こごえた唇は音すら出せず、マコトは地面に手をついたまま、こくりと頷いた。

　耳を澄すませば、確かに草を踏み分ける音が聞こえてきた。

（誰か来る……）

「なんだ。西のナスルか」

　どうやら声と足音から察するに、男が二人、茂みの反対側にいるらしい。陰かげになっているマコトの姿は見えないのだろう。

（他の一族の人に見られたらダメ、なんだよね……）

　サーディンに強引に連れ出された時も、隠れるように言われたことを思い出して──けれど、今更ながら不思議に思った。

　なぜ、あの時も今も自分は隠れなければならなかったのだろう。

　この世界では少ない女性であり『イール・ダール』という存在から、騒さわぎになるのだろうと単純に思っていたが、思い返せばあの時だって他の一族は一人しかおらず、騒ぎになるはずもない。

「ナスルのとこもサーディンまで出してきて必死だな」

「今日はどの辺を流してきたんだよ」

　少し酒が入っているのか、男達の言葉は軽く、問うような抑揚はついているものの、返事を待つ様子はなく、好き勝手に会話を続けている。

　軽く馬ば鹿かにしたような言い方だったが、ナスルは相手にせず、淡々と南だと答えた。

「なんだ。サーディンと一緒だったのか。あの辺は俺おれ達も捜したけど、『イール・ダール』どころか女一人いなかったな。ほんと、どこに行っちまったのかね。こうなってくるのと、本当面めん倒どうなオマケだよな『イール・ダール』って」

（オマケ……？）

　何気なく付け足された言葉に、マコトの心臓が跳はねる。

　集落でもアクラムやナスルに散々呼ばれてきた『イール・ダール』という名前は、ここでも自分のことを指すのだろうか。

（オマケってどういうこと？　捜している、って、『私』をってことだよね？　……あ、『捜索』、って……）

　しかし自分は西の集落にいる。

　その上でわざわざ捜しに行く意味は、他の一族に自分の存在を知られないためなのだろう。けれどその理由が分からない。

　悪い予感に肌が粟あわ立だつ。このまま聞いていていいものか迷ってナスルの顔を窺い見ても、ナスルは口を閉じたまま男達の会話を聞いているだけだった。

「まぁ、でもよ。お前ら西が最初に見つけたとしても、それほど旨うま味みはねぇだろ。それとも『イール・ダール』の身み柄がらと交こう換かんでオアシスの権利の一部譲じよう渡とでも狙ってるのか？」

「さすがに気の毒だと思うが、オアシスを譲ゆずるとかあり得ねぇよ。中ちゆう途と半はん端ぱが一番の火種になるからこその『占せん有ゆう権』なんだから」

（占有権）

　きっとこれは聞くべきではなかった。けれど、体が強張って手足が重く、耳を塞ふさぐことはできない。ああ、でもそれはきっと言い訳だ。

　知りたい、知りたくない。

　自分が集落から出られない、人目を避けねばならない、護衛という見張りがついているその理由。──優しい彼らがなにを隠しているか。

『本当面倒なオマケだよな。『イール・ダール』は』

　先程、男が発した言葉がじわりとマコトの心を侵しん食しよくしていく。聞きたくない、分かりたくない、その意味。

　──ああ、でも、だからか。

　マコトは心の中で呟き、不思議なほど納得した。

　だから、受け入れてくれた。

　だから、優しくしてくれた。

　だから、必要としてくれた。

『イール・ダール』ならば誰でもよかった。たとえそれが佐さ々さ木き真まことという人間でなくとも。

（──サハルさん）

　一番に思い浮かんだ彼の姿を、目を瞑つぶって首を振り搔き消した。

（優しくしてくれたのも、──好きだと、言ってくれたのも、オアシスの占有権が欲ほしい、からで……っ）

　狡い、音にならない声でそう吐き出す。

　真面目に思おもい悩なやんでいたこの数日の自分を、彼はどんな気持ちで見ていたのだろう。『好き』なんて言葉を使わなくても、正直に言ってくれれば、おそらく自分は協力した。一番初めに『西の一族』に助けてもらったのは真実なのだから。──それともそれほど自分は信用されていなかったのだろうか。

「おい、お前ら。集合だとよ」

　少し離れた場所から新しい声が掛かる。

「酔よい覚ましにどこまで行ってんだ。ほら、行くぞ」

　呆あきれたような男の声。そして少し沈黙があり、三人目の男は声こわ音ねに嫌けん悪おを滲にじませた。

「お前……ナスルか。呪のろわれた男の弟だなんて縁えん起ぎでもねぇな。見つかるもんも見つからなくなる。とっとと帰れ」

　酔っていなかった分、それは分かりやすい悪意だった。

　咄嗟にナスルを見たが、彼は慣れたように表情一つ変えなかった。それだけで彼が今までどんな扱あつかいを受けてきたのか分かってしまう。

　男達は木々の間にうっすらと見える灯りの方へと戻っていく。おそらくあそこに彼らの拠きよ点てんはあるのだろう。

　ナスルはただ男達の背中を見送っている。その影かげが消えてすぐ、頭上から感じる視線に、マコトは再び重い頭を上げた。今度こそナスルと目が合う。

　なぜか集落にいた時に感じた憎ぞう悪おは感じなかった。それを通り越したような──暗い沈ちん鬱うつな目は、どこか遠くを見ているようにも思えた。

「ナスル、さん」
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　名前を呼べば、冷たい空気に咳せき込こんでしまう。そんなマコトを労いたわることもなく、ナスルは低く掠れた声で告げる。

「『イール・ダール』。お前は本来の道順を辿たどればいい」

「……え……？」

　顔を上げるよりも先に一ひと際きわ強い風が吹ふき、木々のざわめきの中、耳のすぐ近くで馬の嘶いななきが聞こえた。

「ナスルさっ……！」

　手綱を引き方向を変えたナスルに、マコトは思わず叫さけぶ。

　しかしその声も蹄ひづめの音に搔き消されて、あっというまにナスルの馬は木々の合間を縫ぬい消えてしまった。

　座すわり込こんだまま茫ぼう然ぜんと一点を見つめて、一分、二分が経っただろうか。

　──置いていかれた。

　自分の今の状況を理解してから、マコトはどこか他ひ人と事ごとのように、ぼんやりとそう思った。そんな自分の吞のん気きさに一瞬笑いが込み上げてきて、引ひき攣つった顔のままくしゃりと顔を歪ませた。俯いて膝の上に置いた拳をぎゅっと握り込む。

　どれだけ遠くに来てしまったのだろう、いつの間にか夜は白んでいき、マコトは重たい頭を上げて自然と明るい方へと振り返った。その時砂を被かぶった鈴を見つけて機械的に拾い上げ、顔を上げる。

　先程まで闇に包まれていたオアシスの全ぜん貌ぼうが明らかになっていく。色の薄い若い木々に囲まれた美しく澄んだ水面は波のように白く光り、極ごく彩さい色しきの花が咲さき誇り、鳥の声が聞こえてくる。それを包つつみ込こむような鮮あざやかな緑はただ静かで、天国みたい、とマコトは今度こそ笑った。

（ああ、本当にきれい）

　人々が奪うばい合あうのも分かるほど。──自分なんてオマケ以下ではないだろうか。

　視線を逸らすように、マコトは茂みに埋もれるようにして小さくなった。

（……ナスルさんは、私をここに置いていって、どうしたかったんだろう……）

　本来の道順を辿れ──確かにナスルはそう言った。

　だが、マコトはここがどこなのか分からない。

　自分はどうしたいのか。

　どうすればいいのか。

　例えばここから出て行き、ここに常じよう駐ちゆうしているらしい男達に助けを求めれば、おそらく命の危険はない。そして登場人物だけを、そっくり入れ替えたような──また同じような時間を過ごすのだろうか。

　けれどそうすると、西の一族になんらかの罰ばつ則そくがくだされるのだろうか。

　唇を嚙み締めマコトは結局、その場に膝を抱かかえて蹲うずくまった。暑さも、あれほど怖かった毒虫さえ気にならなかった。むしろ日差しは強くなっていくというのに、一向に体は温まらない。

「バカみたい……」

　サハルの言葉を真面目に受け取って、死ぬほど悩んだ。

（……帰りたい）

　心の中で呟いて、呪じゆ文もんのように繰くり返かえす。そうすることで余計ななにかを考えないように。もうなにもかも、どうでもよかった。

　こんな砂地ではない、自分の世界に帰りたい。

　固いアスファルト、なにかを捕とらえるように張はり巡めぐらされた電線。信号、錆さびた階段、剝はがれた塗と装そう、狭せまいアパート。

　あそこなら確かに自分は存在できた。──たとえ誰もそばにいなくても。それでも。

「……帰りたい」

　ここでなければもうどこでもいい。この世界は心ここ地ちよくて、優しすぎた。だからこんなにも傷ついて、立ち直れなくなってしまった。

　込み上げてくる涙と気持ちの悪さに顔を上げたその時、どこかで聞いた声が耳に飛び込んできた。

「わざわざお前が行かなくてもいいだろう」

「いいじゃない。一度来てみたかったのよ。どうせこのまま引きこもり生活に突とつ入にゆうするんだから」

　その声が、まるでマコトには神様の声に聞こえた。

　重い足に力を入れてそこから這はい出だし、周囲を見回す。

　だってこの声は。

「え……？　マコト!?」

　一週間も経っていないのに、耳に届いた懐なつかしい声に、マコトはその場で顔を覆った。

　熱さと、悲しさと、整理できないサハルへの気持ちがぐちゃぐちゃになり、急に立ち上がったせいか、くらりと眩暈めまいがした。

　そしてそれに引きずられるように、そのまま意識を失ったのだった。
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　その日タイスィールは、夜が明けてすぐにゲルを出た。

　昨晩はようやくサラの誘ゆう拐かい事件の後処理が終わり、久しぶりに全まつとうな時間に床とこにつくことができた。疲つかれた体はもう少し睡すい眠みんを要求したが、昨日ナスルと過ごしたであろうマコトの様子が気になり、無理矢理意識を覚かく醒せいさせ体を起こした。

　昇のぼり始めた太陽の眩まぶしさに目を眇すがめて、ここ最近では毎日顔を出すようになった台所へと足を向ける。

（振ふられてしまったしね）

　くすりと笑って、砂さ紋もんを踏ふみ締しめる。ゲルが立ち並ぶ集落にできるのは珍めずらしいが、それほど昨日は風が強かったのだろう。

　ゲルの鍵かぎは開けておく、と冗じよう談だん交じりに言ったものの、おそらくよほどの緊きん急きゆう事態でも起こらない限り、マコトが自分の元へ来ないだろうことは分かっていた。そして同様にニム達のゲルにも。

　真面目な彼かの女じよのことだから、どれほど理り不ふ尽じんな八つ当たりを受けようとも、ナスルから逃にげたりしないと分かっていた。そうすればナスルが責められると思いやるからだ。

　優やさしさというよりも、物事が悪い方向に進むのを極きよく端たんに恐おそれている、というところだろうか。

　育った環かん境きようも多分に影響しているのだろうが、この世界に来てから過ごした日数を考えれば、行動が慎しん重ちようになるのは至し極ごく当然かもしれない。

　本当にマコトは、周囲をよく観察している。その内容はともかく、こちらがなにかを隠かくしていることにも、とっくに気付いているだろうに、聞いてこないのも同じ理由からなのだろう。そして自分達はそれをいいことに黙だまっている。

　昨日ナスルを追おい掛かけて消えていった小さな背中を思い出して、罪悪感に疼うずいた胸をそっと押おさえた。

　ナスルがあれほど頑かたくなに『イール・ダール』を敵視することになった事件を、タイスィールもよく覚えている。

　──十年前。久しぶりの、一族と『イール・ダール』との婚こん礼れいに周囲は浮うき足あし立だち、花はな嫁よめ行列は華はなやかできらきらしく、当時失しつ恋れんしたばかりの自分の瞳ひとみには眩しかった。花はな婿むこは王の乳兄弟であり、出しゆつ世せ頭がしらであったナスルの兄のザキで、誰だれの目にも幸せそうに見えた。

　まさか数時間後に彼かれの花嫁である『イール・ダール』が身を投げるとは、あの場にいた誰一人として考えもしなかっただろう。

　花婿でナスルの兄であった──ザキは、当時自分が見習いとして所属していた、王の親衛隊の隊長でもあった。

　性格だけでいえばカイスがよく似ていたかもしれない。十代半ばで両親を相次いで亡なくし、男手一つで乳ち飲のみ子ごだったナスルを育てていたせいか、言動は粗そ暴ぼうながらも面めん倒どう見も良く、武人らしい体格同様、気風の良い懐ふところの大きい人だった。おそらく自分世代の親衛隊の面々は大なり小なり、そんな彼を尊敬し慕したっていた。

　だからこそ、その後ザキが失しつ踪そうした時も、まだ幼かったナスルが一族に引き取られるまでの間、親衛隊の非番の隊員が持ち回りで面倒を見ていた。

　今思えばいっそそのままの方がよかったのだろう。引き取られた一族での生活は、まだ幼かった彼にとっては酷こくなものだったらしい。

　もちろん庇ひ護ごを決めた長老の手前、あからさまな暴力があったわけではない。しかし間の悪いことに当時熱病が流は行やり、幼いナスルがそれに罹かかってしまったのだ。それは本来なら適切な処置をすれば、重じゆう症しよう化するものではなかった。

　しかし、『イール・ダール』を死なせた男の血けつ縁えん者しやには関わりたくないと、世話係は最低限の世話をするだけで、ほぼ放置していたらしい。その結果病気の発見が遅おくれ、周囲が気付いた時には、既すでにナスルの右目の視力は失われていた。

　それからすぐに、状じよう況きようを知った王が人を介かいしてナスルを引き取りたいと申し出た。最初こそ西の一族は辞退したものの、実際誰も世話をしたがらなかったこともあり、ナスルは再び王都へと戻もどされた。

　一年ぶりに会ったナスルは、右目に包帯を巻いたまま、残された左目で虚うつろにぼんやりと空を見ていた。

　……だからかもしれない。自分を含ふくめた親衛隊の古参はナスルに甘あまい。あの時無理にでも引き留めておけば、ナスルは隻せき眼がんになどならずに済んだのではないかと、自分を含め、あの場にいた大多数が苦い想おもいを持て余した。

　世話になった隊長への申し訳なさもあったが、幼い頃から兄譲ゆずりの才を見せていたナスルだからこそ、余計にその思いはいっそう強く残った。

　そしてあれから十年経たち、ナスルは隻眼が問題にならないほど剣けんの腕うでを上げた。本人の努力もあるだろうが、親衛隊の古参がなにかと気に掛けて面倒を見ていたことも大きい。問題のある血族だというのに、王の親衛隊という今の地位にいるのも、つまりはそれくらい腕が立つということだった。

　それにオアシスと『イール・ダール』が現れないことが普ふ通つうになると、ナスルに同情する者も増えた。しかしその一方で、兄とまったく同じナスルの赤い髪かみを見て眉まゆを顰ひそめる者もいまだに多い。

　正直タイスィールもナスルが今回の『イール・ダール』の婚約者候補だと知った時は意外に思ったが──長老経由で何度もやりとりをした手紙の内容から、その理由を察した。

　王もまた『イール・ダール』の自殺について思うことがあるのだろう。むしろ後こう悔かいしているという方が分かりやすいかもしれない。まだ若かった自分が『イール・ダール』の想いをうまくあしらうことができなかったことを。

『イール・ダール』が王に叶かなわぬ恋こいをしていたのは誰もが知る事実であり、その立場ゆえにそのことを責める者はいない。それが余計に残されたナスルへの過干かん渉しように繫つながるのだろう。ナスルもまた、ただ一人自分を庇護してくれた王だけを信しん頼らいしている。おそらく王の命令でなければ、西の一族の集落になど近づきもしなかったはずだ。実際、彼が女神祭イール・イードに参加するのも、今年が初めてなのである。

（……さて、ナスルは自分のことを話したのかな）

　あの様子ではおそらく自分のゲルに戻った後、二人とも無言のまま床についたのかもしれない。しかし、もしナスルがマコトに、その過去を話したとしたら──彼の中でなにかが動いたということだろう。

　これまで死ねないから生きているとでもいうような顔で、淡たん々たんと仕事をこなしていたナスルは、普ふ段だんアクラム以上に無口で必要以上のことは話さず、無表情を貫つらぬいていた。一時期は上司と部下という関係だったにもかかわらず、タイスィールも彼の感情が動くところを見たことがなかった。だからこそ、最初にこの世界でマコトが目を覚ましたあの時、『イール・ダール』に苛いら立だちの感情を見せたナスルに、少なからず驚おどろいたのだ。

　それ以降も、彼が感情を見せるのはマコトが絡からむ時だけ。あれほど無気力だった彼がいやに反はん抗こう的で、それを良い傾けい向こうと見るべきかいささか判断が難しいが、感情の発はつ露ろは全ての始まりでもある。

　そして護衛として当然とはいえ、マコトを助けたと聞いた時に覚えた違い和わ感かんに──自分も王の企たくらみに乗ってみることにした。

　十年前の『イール・ダール』と今の、そしてこれから来る『イール・ダール』とは違ちがう。そして死んだ人間をいつまでも恨うらんでいても前に進めないのだと、彼に気付かせて欲しい。

（……少なからず、私も『イール・ダール』を特別視しているのかな）

　マコトは不思議な人間だと思う。見た目通り弱々しいけれど、傅かしずかれることを良しとせず、自分の仕事を探すその姿は謙けん虚きよで健気だ。心の中を見通すような黒い瞳は、なにもかも内包して包んでくれるような優しささえ感じさせる。

　引きずっていたイブキへの初恋の苦さは、夕陽の美しさに感動するマコトの横顔と、淡々といまだ引きずる自分の想いを認めてくれた彼女に、おそらく癒いやされたのだろう。

　そんな不思議な包容力を持つ彼女なら、ナスルをなんとかしてくれるのでは、と考えてしまうのは──いささか都合がよすぎるだろうか。ただでさえ彼女を騙だましているというのに、どこまで利用するつもりかと、さすがに良心が痛む。

（サハルに知られたら怒おこられそうだ）

　いつになく甲か斐い甲が斐いしくマコトの面倒を見ているサハルを思い出して溜ため息いきをつく。

　昨日の夜、別れる前に念は押したものの、ナスルの心に自分の言葉は届いているだろうか。マコトに途と中ちゆうで止められてしまったが、王の名前と、彼が与あたえてくれた仕事を思い出させれば、分かってくれると思ったが、失敗したかもしれない。

　……ただマコトの同情は引けただろう。

　そして台所に入ったタイスィールだったが、早々に失敗を知ることになるのである。




「──マコトがいない？」

　思えばカイスが台所に向かうその前から、違和感はあった。

　いつもなら、夜の冷気を温めるようなスープの優しい匂においが鼻をくすぐり、それを辿たどって台所に入れば、マコトが真っ先に挨あい拶さつの言葉を掛けてくる。

　なんとなく、カイスはそんな時間を気に入っていた。

　しかし今朝はスープどころか竃かまどに火すら熾おきておらず、同じように戸と惑まどった様子のハッシュが作業台の隅すみの席でぽつりと座すわっていた。

　カイスと目が合うと、どこかほっとしたように立ち上がり、朝の挨拶をしたところで、顔色をなくしたサラが台所に駆かけ込こんで来たのだ。

　そしてカイスの顔を見るなり、マコトがいないと叫さけんだのである。

「よく捜さがしたのか!?」

　思わずサラの華きや奢しやな肩かたを摑つかんだが、いつのまにか来ていたタイスィールに咎とがめられた。

「カイス。手を離はなしなさい。サラ。落ち着いて話してくれるかい」

　思いのほか力が籠こもっていたことに気付き、カイスは手を引いた。苦虫を嚙かんだような顔をしてサラに謝罪する。

　しかしサラはそんなことはどうでもいいというように首を振った。そして今度は縋すがるようにタイスィールに詰つめ寄よる。

「私、台所で待っていたんです！　けれど一向にいらっしゃらなくて、ナスル様のゲルに行ってみたら、扉とびらが少し開いていて……中を覗のぞいてみたんですけどお二人の姿はなくて。集落も一回りして捜したんですけれど、どこにもいないんです」

　まだ混乱しているのだろう。サラの顔色はどんどん白くなる。タイスィールは落ち着かせるようにサラの肩に触ふれた。

「一昨日おととい、水浴びしたオアシスは？」

「見に行きましたけれど、いらっしゃいませんでした」

　サラは再び首を振る。

　ちょうど来たばかりのニムは、いつもは眠ねむたそうな目をぱちりと開けてサラの剣けん幕まくに驚いていた。その場に縫ぬい付つけられたように固まってしまい、その後ろから来ていたアクラムとぶつかってしまう。

「まさか、出て行ってしまわれたとか……」

　絞しぼり出だしたサラの声に、カイスの肩がぴくりと反応する。

　可能性はあるが、マコトのような少女が一人で出て行けるほど、砂さ漠ばくは甘くない。そしてこの世界に来てまだ一週間ほどしか経っていないマコトが、一体どこに行くというのだろうか。

「あ！　マコトのオアシスは？　行きたいって言ってたし」

　ニムがそう口を挟はさみ、サラの隣となりに立った。

「オアシスに？」

　そんな話をしていたなんてカイスは知らない。戸惑うカイスの代わりに答えたのはタイスィールだ。

「マコトは方向すら知らないよ。それに遠すぎる」

「じゃあどこに……！」

　泣き出す一歩手前で吐はき出だしたサラの声に、カイスはくしゃりと髪を搔かき毟むしった。

（ナスルはなにやってんだよ！　ヤバいんじゃねぇかこれ……いや落ち着け……！）

　マコトがこの世界に現れて、まだ十日も経っていない。その間ほぼ集落に留まり、この世界のことなどなに一つ知らないし、聞かれない限りは敢あえて知らせることもしなかった。

　果たしてそれが良かったのか悪かったのか、今となっては分からない。

　それから集落中をくまなく捜そう索さくし、その結果、どこにも姿がないこと、加えてナスルの馬がないことが判明した。再び集まった台所に痛いほどの沈ちん黙もくが落ちる。

「ナスルがどっか連れてったのか……？」

　ナスルがマコトを避さけている……というよりは嫌きらっていたことは、カイスも気付いていた。そしてその事情も父親である頭領からある程度は聞いていた。自分は父親に付いて他の一族や王都を回っていた時に起きたことで、子供だった上に、当時ナスルと直接顔を合わせたこともなかった。それでも次期頭領として、幼いナスルを失明に追い込んだことは許せないし、申し訳ないとも思っている。実際当時の世話係だった人間は、一族から放ほう逐ちくされ相応の罰ばつを受けている。今回ナスルが女神祭に参加することになったと聞いた時も、彼に悪感情を持っていそうな人間は候補に入れないように、カイスなりに気を配っていたつもりだった。

　その反面、過去は過去だと、どこかで高を括くくっていたのも事実だ。

　まさか『イール・ダール』を誘拐するなんて、そこまで恨みを募つのらせているとは思ってもいなかった。そして『イール・ダール』同様、西の一族を許せないということなのだろう。彼の行動の着地点には、一族と自らの破は滅めつしか見み出いだすことはできない。

（マコトが他の一族に見つかって……軟なん禁きんしていたことがバレたら……いや、それよりも、マコトは『無事』なのか……？）

　そこまで考えてぞっとし、しかしすぐ否定する。

　マコトがいなくなれば、真っ先に護衛としていたはずのナスルが疑われるのは当たり前だ。ましてや同時にいなくなったのならなおさらである。そんな最低限の保身すら考えられないほど自じ暴ぼう自じ棄きなら、マコトを誘拐などせずとも、その場で殺してしまった方が手っ取り早い。敢えてそうせずどこかに連れ出したのならばなにか目的があったはずだ。

　ややあってから、少し遅れて戻って来たアクラムが静かに口を開いた。ナスルが使っていたはずのゲルを見て来たらしい。

「マコトに最後に接せつ触しよくしたのはナスルだ。そして二人同時に集落から消えている。侵しん入にゆう者しやも、争った形けい跡せきもない──が、これが落ちていた」

　アクラムは手にしていた寝ね袋ぶくろをカイスの前に放り投げた。目の前で落ちたそれは、確かにマコトが使っていたものだ。

「あの……ナスルさんがオアシスの『占せん有ゆう権』のことを話して、それで怒ったマコトさんが出て行った、とかじゃないんでしょうか？」

　それまで黙っていたハッシュが遠えん慮りよがちに口を挟んだ。考え考え呟つぶやいた言葉に、一同が苦い顔をする。

　そう。自分達はマコトを騙して、砂漠という自然の檻おりの中で彼女を軟禁していた。それを知れば怒ったとしても不思議はない。しかし。

「……マコトが怒るなんて想像できないわね」

　張り詰めた空気を少しでも柔やわらかくしようと思ったのだろう、ニムがぽつりとそう呟いた。

　しかしカイスは皮肉でも笑えないほど、その通りだと思った。彼女はいつも自分の感情を押し殺して周囲を思いやる。突とつ然ぜん抱だきついたサーディンや、最初は明らかに喧けん嘩か腰ごしだったニムにさえ、怒った顔を見せることはなかった。

（マコトが……怒る、か）

　ナスルが『イール・ダール』であるマコトを傷つけたかったのならば、おそらく全てを話しているだろう。

『占有権』のこと。それを『イール・ダール』であるマコトに黙っていたこと。確実に権利を手に入れるために軟禁状態だったこと。

　今回のことはアクラムがいち早く『イール・ダール』が現れることを予言した時に、長老がほぼ独断で決めた。そして王だけにその旨むねを報告した。王にとっても四族の均きん衡こうは頭の痛い懸け念ねん事じ項こうで、普段なら公平さをなによりとする王だったが、今回だけは長老の申し入れに目を瞑つぶった。一番力を持つ西の一族が消しよう滅めつすれば彼らが抑おさえている一部の好戦的な輩やからが、古来からの約やく定じようを破りオアシスを巡めぐって、血ち腥なまぐさい騒そう動どうを起こすことが予想できたからだ。

　そしてカイスは直接長老から話を聞き、迷いはあったものの結局頷うなずいた。それ以外に西の一族がオアシスの『占有権』を手に入れる方法が思いつかなかったからだ。自分も兼かねてより、仲がよかった両親のように『イール・ダール』を伴はん侶りよに迎むかえたいと思っていた気持ちも後押しした。

　もちろん罪悪感がなかったわけではない。けれど自分が選ばれなかったとしても、挙げられた候補者は、一部性格に難がある者もいるが見目の良い男ばかりだ。年とし頃ごろの少女なら、見知らぬ天然の檻のような閉じられた世界で、見目の良い異性に世話をされれば絆ほだされてくれるだろう。そして落ち着いた頃に改めて謝罪をし、『イール・ダール』の希望を叶えできうる限りの生活を約束すれば許されるのでは、と、そう考えていた。

　傲ごう慢まんさはもちろん理解していたが、それよりも一族を存続させることが一等大事だった。

　しかし話はそう簡単には進まなかった。なにより現れた『イール・ダール』が思いのほか、幼かったからだ。

「ナスルさんは、マコトさんをどうしたいのでしょうか」

「分かるかよ、そんなの」

　静かに涙なみだを落とすマコトの姿が頭に浮かんで、いっそ途と方ほうに暮れて、カイスはそう吐き捨てる。けれどこうしてじっとしていてもなにも解決しない。今にも飛び出して捜しに行きたい気持ちを抑えて、自分ができることを考え口を開く。

「アクラム。マコトの居場所を調べろ」

「……一度ゲルに戻る」

　そう言って踵きびすを返かえしたアクラムは、ちょうど集落に戻ってきていたらしいサハルとすれ違った。予定よりも早い戻りだ。

　頼たよりになる幼おさななじみの登場に、カイスはほっとしたが、すぐに気を引き締めた。

「なにかありましたか」

　いつにない様子に気付いたのだろう。サハルは荷物を手にしたまま、まっすぐカイスの前へとやってきた。その表情は硬かたい。

「マコトがナスルに拉ら致ちされた。今アクラムが場所を占うらなう」

　ぴりっとした緊きん張ちよう感が走り、サハルは厳しい顔になった。

「今、気付いたということは、攫さらわれたのは昨日の夜ですか。どうしてそんな時分に、二人きりになるような事態になるのです」

「昨日ナスルのゲルに泊とまってもらったんだ」

　タイスィールの言葉にカイスは驚く。カイス自身何かの用でマコトがゲルから出た時に、攫われたと思い込んでいた。

「なんだよ、それ……」

　ナスルとマコトがどうにかなるはずがない。そう結論づけて、ナスルのゲルにマコトを泊まらせないと決めたと聞いたのは数日前のことだ。

「どうしてそんなことに？　彼女は昨日から、サラ達のゲルに泊まるはずだった」

　低く尖とがった声で確かく認にんするサハルの表情は硬い。

　タイスィールはそのまま事実を告げた。

「王の命令だよ」

「っ貴方あなたならどうにでもできたでしょう！　王も親衛隊の人間も、ナスルに甘すぎる！」

　かっとなって詰め寄ろうとしたカイスより早く、声を荒あららげたのはサハルだった。彼が感情に任せて怒ど鳴なることなんて滅めつ多たにない。幼い頃から知っているカイスですら、そんな声を聞くのは久しぶりだった。

　ハッシュやニム達も驚いたように、サハルを凝ぎよう視ししている。視線が自分に集まっていることに気付いたサハルは、心を落ち着かせるように一度瞼まぶたを閉じた。それから苦いものを飲み込むように喉のど仏ぼとけを鳴らして、ゆっくりと口を開いた。しかし大地色の瞳には、まだ怒いかりが燻くすぶっている。

「……失礼しました」

「いいよ。君の言葉はもっともだ。むしろここにサーディンがいなくてよかったというところかな」

　二人にかかってこられたら、さすがのタイスィールも抗あらがう術はないということだろう。そう、サーディンが気付けば騒動になる。その前になんとかマコトを取り戻したいが、果たして間に合うか。

「アクラムの占いは時間がかかる。まずナスルの目もく撃げき情報を追いましょう。彼の赤い髪は目立つ」

　自分の先読みの甘さに、いっそ罰を与えてもらいたいくらいだ。そう思ったその時、タイスィールが静かに口を開いた。

「ナスルはおそらく戻ってくるよ。彼の後見人は王だ。あの盲もう目もくぶりからして王に責任を取らせるようなことはしないはずだ。──ナスルは自分を誰よりも罰して欲ほしいんだよ」

　そう言ったタイスィールの表情は厳しく、そしてどこか苦い。

　カイスは眉を顰めてタイスィールを見た。

　……つまり、王の期待も親衛隊の地位も『イール・ダール』の花婿候補という立場も、気き遣づかいと優しさの末に与えられた地位はなにもかも彼にとって、煩わずらわしいものだったということだろうか。彼は自分の兄のように一族から追放される道を選びたいのだろう。もしくは死罪でもかまわないと思っているのかもしれない。彼の兄の消息は摑めないままで、大多数の人間は自ら死を選んだと思っている。

　誰よりも罰して欲しい？　……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　そんな自分勝手な思いに巻き込まれたマコトがただ哀あわれだった。

　そして占いを終えたアクラムが告げたのは、──くしくもニムの言葉通りの場所だった。
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　長い夢を見ていた。

　網あみ戸ど越ごしに鳴く植え込みにいる虫の声が、いつもより大きく恐ろしく聞こえて、マコトは少しだけ我が慢まんをしてからそっと布ふ団とんを抜け出した。まだ灯あかりのついている隣の部屋の襖ふすまを開けて背中に勢いよく抱きつく。なにか書きものをしていたらしい母は、少し驚いた顔を見せたもののすぐに微笑ほほえんで、マコトを膝ひざの上に乗せ抱き込んだ。

『どうしたの？』

　──こわいゆめを見たの。

『そうなの。じゃあ今日は一いつ緒しよに寝ねましょうか』

　こくん、と頷く。本当は怖こわい夢なんて見ていない。ただよく分からないものが怖くてそう言った。だってそう言えばお母さんはいつも一緒に眠ってくれたから。

『マコトは怖がりねぇ』

　──おかあさんは、こわいものないの？

　二人の体温ですぐに温かくなった布団と、お母さんのいい匂いに包まれてほっと力が抜ぬけていく。

『怖いものねぇ。まぁ色々あるけど……そうだ。お母さんはね。マコトの顔を思い浮かべると、そういうの全部忘れちゃうわ』

　──まことの顔？

『そう、お母さんの一番大事なものだから。苦しいのも痛いのも、もちろん怖いものも全部飛んでっちゃうの』

　──じゃあまことも、おかあさんの顔、あたまのなかで考える。

『ふふ、お母さんじゃなくてもいいのよ。大好きな友達でもいいし……、マコトが大人になって大事な人ができたならその人でもいいの』

　──マコト、おかあさんがいちばん大事だからおかあさんがいい。

『嬉うれしいこと言ってくれるわねぇ。今はそれでもいいけれど……マコトはこれからたくさんの人と出会うのよ。きっとたくさん大事にしたいと思える人ができるわ。そうしたら──』

　──ねぇお母さん。今も私はお母さんが一番大事だよ。

　そう言うと、お母さんは、ふわりと微笑んで再び問い掛けた。

『本当に？』




（のど、渇かわいた……）

　そう思ってまもなく、唇くちびるに冷たいなにかが触れる。反射的に口を開ければ、水らしきものが口の中に注がれる。

　美お味いしい、と思うとひんやりとしたなにかが首元や頭を冷やして、その心ここ地ちよさにほっとする。さらりと頰ほおに触れた手と、慣れた香かおりに安心して小さく吐と息いきが漏もれた。

　そんなたゆたうような微睡まどろみを何度も繰くり返かえして──マコトはぼんやりと瞼を押し上げた。

（誰のゲルだっけ……）

　見知らぬ天てん井じように、まずそう思ってしまったのは、一日ずつ候補者のゲルを回った居い候そうろう生活の弊へい害がいなのかもしれない。

　反射的に体を起こそうとして、全身が筋肉痛とでもいうようなその重さに驚き、目を瞬まばたく。それでも起きようと、体を横に向けて手に力を込めたその時、見知った顔が覗き込んできた。

「マコト！　よかった。目が覚めた？」

「イブキ、さん……」

　ほっとしたように口角を上げた彼女の、名前を呼ぶ。

　ああ、そうだ。思い出した。

　ナスルの過去。十年前の『イール・ダール』の自殺と呪のろい。自分と共にここにやってきたナスルに置いていかれたこと。そして、それからしばらくして、イブキの声が聞こえて隠れていた所から飛び出したこと。

　急に動いたせいかあの時眩暈めまいがして、そこから綺き麗れいに記き憶おくがない。

　記憶を浚さらっている間に、イブキはマコトの腕を取り、脈を測る。

　下瞼を少し押された後は「舌を出して」と言われて素す直なおに従う。

　イブキの慣れた動きに、そういえば彼女は医者だったのだと、マコトは今いま更さらながら思い出した。

「気持ち悪くない？」

　最後にそう聞かれて、マコトは頷く。

　大量に汗あせを搔いた後のようなべたついた気持ち悪さはあるが、吐き気を催もよおすような気持ち悪さはない。

　イブキは最後にマコトの首元に手をやると、頷いた。

「脱だつ水すい症しよう状じようは改善したし、熱も下がったからもう大だい丈じよう夫ぶ。最近、ちゃんと眠れてなかったの？」

　そういえばここ数日、寝不足だったことを思い出す。脱水症状は自覚がなかったが、もしかすると、ナスルと馬に乗った時から体が重く、気持ち悪かったのはそのせいだったのだろうか。

（……イブキさん、どうして。……あ）

　つい聞こえた声に反射的に飛び出してしまった。あのまま倒たおれたのだとしたら、きっと迷めい惑わくを掛けただろう。

　そう思って気付く。ここまで自分は誰に運ばれたのだろう。そもそも今いるこの場所は、連れて来られたあのオアシスなのだろうか。

「あの、イブキさん、ここは……」

　戸惑いがちに問い掛けたマコトに、イブキは安心させるようにしっかりと頷いた。

「マコトのオアシスよ。あたしは一族のところに帰る途中で、休きゆう憩けいがてら寄ったのよ。そしたら、ここ、今は四族が人を出して整備作業やら、捜索本部みたいになってて人が結構いてね。それで血気盛さかんな若者も多いし、怪け我が人にんもそこそこいたから、押しかけ医者ってことで、居い座すわってやってるのよ」

　少し悪い顔をして笑ったイブキに、マコトは自分を匿かくまうために理由をつけて残ってくれていることを察した。すみません、とだけ呟いて唇を嚙み締めたマコトに、イブキはからからと笑った。

「いいのよ。このまま北に戻ったって、出産まで安静にしなさい、って楽しくない軟禁生活が始まるだけなんだから。逆に感謝してるのよ」
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　優しい言葉にますます顔を上げられなくなってくる。

「あとね、ちょっと状況が分からなかったから、咄とつ嗟さに急きゆう患かんだって顔を隠して運び込んだの。まだ他の人にマコトの存在は知られてないわ」

　その言葉に少なからずほっとした自分が少し滑こつ稽けいに思えた。

（騙されて、たのに……）

　それほど彼らに気を遣う必要はあるのだろうか。

　表情を曇くもらせたマコトに、イブキは眉を顰めて、そっと手を握にぎった。

「それで、どうしてマコトはあんな場所にいたの」

　包まれた手は柔らかく温かい。以前も懐なつかしいと思ったその感かん触しよくに、マコトはくしゃりと顔を歪ゆがめる。そして泣き出したくなった気持ちを堪こらえて、途と切ぎれ途と切ぎれにこれまでのことを話した。もう一人では抱かかえきれず、誰かに聞いてもらいたかった。

　ナスルの兄の話と十年前の悲劇。半ば強ごう引いんにここまで連れて来られて、他の一族との会話からオアシスの占有権のことを知ったこと。──そして置いていかれたこと。

　話を聞き終わったイブキは、一度顔を伏ふせてからなにか呟いた。しかしすぐに顔を上げ、眉み間けんに深い皺しわを刻んで唸うなった。

「あンのブラコン……！　八つ当たりも大たい概がいにしろってのよ！」

「口が悪いぞ。イブキ」

　眉を顰めて注意したのは、仕切り布を分けて入ってきたラーダだった。

「ラーダさん……」

「顔色も良くなったな」

　ラーダはそう言ってイブキより、やや後ろに座り込んだ。

「お前がナスルになにを言われたわけでもないだろう」

「はぁ？　王都に行く度たびに刺ささりそうな目でいっつも睨んでくるじゃない！　目は口ほどにモノを言う、ってまさにヤツのための言葉だと思うくらいにね！」

　マコトだけでなく他の『イール・ダール』への態度も似たようなものらしい。確かに彼の過去を考えれば、彼にとって『イール・ダール』全てが、忌いまわしき存在なのだろう。

　自分だけが憎にくまれているのではないと知って、少しほっとした。

「あの……あれからどれくらい経ってますか」

　首を回してゲルの中を見るが、窓は閉じられていて、時間の感覚が摑めない。けれど随ずい分ぶんと長い間眠っていたのは分かる。

「あの夜から丸二日ね。今は夜。一日目は本当に朦もう朧ろうとしてたから」

（二日……）

　おそらくとっくに西の集落からいなくなったことは、気付かれているだろう。今頃彼らは自分を必死で捜しているだろうか。そう思うと不安になるよりも先に、汚きたない嫌いやな感情が込み上げてくる。

　そんな感情に向き合いたくなくて、そっと視線を伏せたその時、イブキは改めてマコトの名前を呼んだ。そして勢いよく頭を下げる。マコトが驚くよりも早く、ラーダがその肩を摑み、押しとどめてくれてほっとした。

　イブキは口を尖らせて「もう」と呟き、ラーダの手を肩に置いたまま、再びマコトに向き直った。

「ごめんマコト。オアシスの『占有権』のこと黙ってて」

「あ……」

　素直に頷くことができず、けれど言葉も見つからずマコトは押し黙った。

　確かにイブキは最初からオアシスの『占有権』のことは知っていたはずだ。最初に会ったあの時に教えてくれれば、と思わないこともない。

「……あの時は、マコトもまだこの世界に来たばかりで、オアシスの占有権のことは逆に負担になるかもって思ったの。マコトのことだから自分の気持ちは無視して一番問題のなさそうな候補者を選びそうで……そういうのナシで結けつ婚こん相手を選んでもらいたかったから」

　イブキの言葉に、マコトは、自分なら確かにそうしたかもしれない、と素直に納なつ得とくする。むしろあんな短時間で、マコトの性格を見み極きわめていたイブキの人間観察力はすごいと思う。「私、マコトと一緒に水浴びした時、『諦あきらめちゃダメ』って言ったでしょう？」

　そういえばそんなことを言われた。いやに深刻な顔つきに、なにをですか？　と聞き返したが、そういえば結局最後まで教えてもらえなかった。

「あれね。『この世界で幸せになること』を諦めて欲しくなかったの。異世界に来たばかりだったのに、あんまり冷静に受け止めていたから。マコトが自分の存在を軽く考えているように思えて。……向こうの世界でも一人だったって聞いた時にね、『自分なんて、どうでもいい存在だ』って、心のどこかで思っているみたいに見えた」

「……イブキさん」

　当たっているかもしれない。

　実際自分が消えても、誰も困ることはないし。世界はなに一つ変わらない。

　自分の心の裡うち、しかも暗い部分を指し摘てきされるのは痛い。けれど不思議と、イブキに言われても腹は立たなかった。それどころか巻き込んでしまって申し訳ないと思う。

（なんで……）

　ふと思い浮かんだ顔を首を振って打ち消し、そっと唇を嚙んだ。

　ごめんね、と再び謝罪するイブキに、首を振る。

　そしてまだぐちゃぐちゃでまとまらない頭の中を整理したくて、マコトは口を開いた。

「私、勘かん違ちがい、してたんです」

「勘違い？」

「サーディンさんとかアクラムさんとか、変わった……ううん、面おも白しろい人もいたけど、みんな優しかったんです。私のこと気遣ってくれて、食事係だって強引にやり始めたのに『美味しい』って大おお袈げ裟さに感謝してもらえて、くすぐったくって」

　うん、とイブキが優しい顔で促うながす。無む性しように泣きたくなってマコトはぐっと唇を嚙み締めた。

「必要とされているんだって、ほっとしたんです。お母さんが死んでから、一人だったから」

　頭に浮かんだ言葉を繫ぎ合わせているだけの言葉は、ひどく分かりづらい。

　初めて食事を作った時に喜んでくれた彼らの笑え顔がお。そして。

「……会って一週間くらいしか経ってない人なのに、好き、って言われて……オアシスの『占有権』が欲しいから、だったのに、私なんかのこと好きになってくれたんだ、って」

　イブキの顔が滲にじんで嗚お咽えつと共に言葉が溶とけていく。頭の中は整理できていない。けれど一つだけ分かった。

「──私、嬉しかったんです」

　好きだと言われて、ドキドキして、焦あせったりもしたけれど、結局は嬉しかったのだ。だからこそ、『占有権』を手に入れるための噓うそだと分かって、ショックだった。

　顔を両手で覆おおったマコトに、イブキは「ねぇ」と優しい声で問い掛けた。

「マコト、誰のことを言ってるの？　騙していたのは、みんな、でしょ？　今の言い方だと誰か一人のこと言ってるみたいだわ」

「……イブキさん」

　確かにマコトはあそこにいた全員に騙されていた。けれど例えば次期頭領であるカイスや、候補者達のまとめ役らしいタイスィールを憎らしいと思っているかと言えば、悲しい、という感情の方が強い。けれど、『彼』に対しての気持ちだけが整理できない。

「私……どうすればいいんでしょう」

　そもそも単純に恨むには、彼らは異い邦ほう人じんであるマコトに優しすぎた。

　もう悩なやむことすら放棄したくて、思わず答えを求めてマコトはイブキに縋った。イブキは少し困ったような顔をする。ずっと握っていたマコトの手をそっと毛布の中に戻した。そして布団の上から優しくぽんぽんと叩たたく。

「怒ればいいんじゃない？　実際ひどい話だと思うわよ。異世界に来たばかりの女の子騙くらかしてほぼ軟禁状態。私ならブチ切れ案件よ」

「……怒る」

　けれどどうにもピンとこない。思えばマコトは一人っ子のせいか、喧嘩や言い争いをしたことがない。

　マコトが声に出してイブキの言葉を繰り返すと、それまで黙っていたラーダが、きゅっと眉を顰めた。

「口が悪い」

　イブキはぱっと後ろを向いて大きく肩を竦すくめた。

「はいはい。またソレ！　胎たい教きように悪いってんでしょ。私の子がそんな繊せん細さいなワケないっつーの！　ああ、そうだ。ついでにマコトに水飲ませてあげて」

「え？」

　イブキの言葉にラーダはこくりと頷き、その大きな体から想像できない丁てい寧ねいさで、脇わきに置いていたらしい、母の病院でよく見た形の吸いのみ器を差し出してきた。

「大丈夫です！」

　もしかしたら起きる前にも飲ませてもらっていたのかもしれない。実際喉のども唇も乾いてはいない。

　慌てて首を振れば、イブキはにっと笑った。

「ちょっと塩と砂糖が入ってるから、薬だと思って飲みなさい。眩暈がするだろうから起き上がらなくていいわよ。ラーダ器用だし、私の助手として患かん者じやの介かい助じよに慣れてるから気にしないで。私が飲ませてあげたいんだけど、屈かがむのあんまりよくない……というか最近腰こしが痛くてねぇ」

　イブキはとんとん、と軽く腰を叩く。まだまだそのお腹なかに膨ふくらみは感じられないが、そういうものなのかもしれない。

　イブキが話している間にラーダが危なげなく吸いのみ器を傾かたむけた。飲み込んだ水はイブキの言葉通り少ししょっぱくて甘い。

　なんだか優しい、その大きな手に既き視し感かんを覚えて、マコトは目を見開いた。夢うつつに口元に当たった冷たい陶とう器きの感覚が残っている。

「もしかして意識のない間、ずっと飲ませてくれましたか？」

　なんとなく唇に触れた感覚に覚えがあることに気付いて、申し訳ない気持ちになる。

　しかしラーダは少し困った顔をして曖あい昧まいな表情を浮かべただけだった。

「……？　ありがとうございます」

　はっきり肯こう定ていしないのは、照れくささを察してくれたのかもしれない。

　マコトは改めてお礼を言うと、イブキはマコトの濡ぬれた唇を布で優しく拭ぬぐい、額を手ての甲こうでそっと撫なでた。

「とりあえず今日はもう遅おそいから、もうひと眠りしなさい。しばらくなら匿ってあげられるから、西への連れん絡らくも含めてこれからのことは明日考えましょう」

　額に当てられた手は優しくて、マコトは心が解ほどけていく。

　そのまま瞼を閉じた拍ひよう子しに、目元に溜たまっていた涙が零こぼれたらしい。

「ああ、ほら泣かないの」

　目元を拭ってくれるその指は細くて白くて、久しぶりに見た夢のせいか母を思い出す。

　マコトはイブキの優しい声に導かれるように、もう一度意識を手放した。
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「ニム！　こっちに包帯持ってきて！」

「はい！」

　すっかり慣れた名前に、少し離はなれた場所で作業していたマコトは返事をして立ち上がる。引き出しから包帯と支える布を取り出し、診しん察さつ室となっている部屋を横切ると、イブキへと差し出した。

「ありがと。……っていうか一日三回ちゃんと消毒しろって言ったわよね!?　膿うんでんじゃないこの馬ば鹿か！」

　なかなかワイルドな叱しつ責せきに、イブキの前に座すわっていた患かん者じやが、居い心ごこ地ち悪そうに頭を搔かく。そして目を逸そらした先にマコトを捉とらえると、肩かたを竦すくめてへらりと笑った。

「先生キツイよなぁ。そう思わないか、西のお嬢じようさん」

　口元に手を当ててマコトが小さく笑うと、男は「お」と破顔する。それをじとりと睨にらんだイブキは、無言のまま男の腕うでに回していた包帯をぎゅっと締しめた。

「いてぇ！」

「あらごめんね～気安く年とし頃ごろの女の子に話はなし掛かけないでくれるかしら。はい、薬ポケットに突っ込んどくから、ちゃんと消毒しなさいよ！」

　イブキはそう言って後ろに控ひかえていたラーダに目配せする。頷うなずいたラーダはのそりと立ち上がり、その立派な体たい軀くで男を扉とびらまで追い立てた。

「怪け我が人にんの扱あつかいがひでぇよ！」

　ぎゃあぎゃあ叫さけぶ男にかまわず、ラーダは無言のまま、扉を閉める。そしてイブキに視線を戻もどして「今のが最後だ」と報告した。

「お疲つかれさま！　診しん療りよう時間終しゆう了りようー」

　イブキは両手を組んで体を伸のばす。イブキがここで開いた簡易診療所は、特に診療時間が決まっているわけではないのだが、なんとなく言いたい気分なのだろう。

「じゃあ私、お茶淹いれてきますね」

「お願い。ありがとう」

　イブキに軽く会え釈しやくして、マコトは診療室から繫つながっている奥おくのゲルに入る。

　この場所でお茶を淹れることにも、すっかり慣れてきた。

　マコトがイブキに保護され目覚めたあの日の翌日。筋肉痛のような鈍にぶい痛みは残るものの、マコトの体はすっかり回復していた。同郷であるイブキが側にいてくれたことで、自分の気持ちを外に吐はき出だせたのもよかったのかもしれない。目覚めは悪いものではなく、ラーダが作ってくれたお粥かゆのような料理も、美お味いしく食べることができた。

　そして三人で朝食を取りながら、今後どうするか話し合ったのである。

　意外なことに、マコトがこの場所にいることは、早い段階でタイスィール達に知られていたらしい。首を傾かしげたマコトにラーダが『アクラムが占うらなったんじゃないか』と教えてくれて納なつ得とくする。サラが攫さらわれた時も、アクラムが占いで場所を特定していたことを思い出したのだ。

　迎むかえに来たのは、イブキが話してくれた特とく徴ちようから言って、おそらくサハルだ。

　そう気付いた時は、まっすぐイブキの顔を見ることはできなかった。きっとひどい顔をしているだろう。膝ひざの上で組んだ両手を見つめるふりをして俯うつむく。そのままでマコトは彼かれの話を聞いた。

　……サハルはマコトが保護されたその日の夜には、このオアシスに現れたという。

　イブキはサハルが預かってきたタイスィールからの手紙を読んだ後、サハルに『マコトはしばらく自分が預かる』と宣言した。そして、『要求が通らないなら自分の一族にマコトのことを伝える』とも付け加えたらしい。間ま違ちがいなく脅きよう迫はくだった、と疲れたように言ったラーダにイブキは、得意げにふふん、と鼻で笑った。

　そうでも言わなければ、マコトは連れ戻されていたのだろう。

　しかしそう思ったのも束つかの間まだった。

『でももう少し粘ねばると思ったけどねー』

　イブキの宣言を聞いたサハルは、あっさりと引いたらしい。これにはマコトも少なからず驚おどろいた。

　そしてその間、ゲルの中でじっと身を潜ひそめるのも限界があるということで、ニムのふりをすることになったのだ。

　──西の一族の『ニム』が件くだんの誘ゆう拐かい騒さわぎで男性不信になってしまい、リハビリも兼かねて、女性医師であるイブキの元にリハビリで来ている。ゆえに深くフードを被かぶり、男達とは目を合わせることはできない……という設定のもと、ここにいる人間にはラーダから『だからあまりかまわないでやってくれ』と言葉を添そえて伝えられた。もちろんここには西の一族もそれなりにいるが、彼らにはマコトのことは一いつ切さい知らされていない。

　サラではなくニムの名前を借りたのは、世間ではニムが誘拐されたことになっており、マコトと髪かみ色が似ているからだ。

　もし万が一フードが取られてしまっても、誤ご魔ま化かせるようにそうしたのだが、この世界の女性は、他の一族はおろか同族すら顔を合わせることはほとんどない。だからそもそも顔を見られたとしてもばれる可能性は低かった。

　勝手に名前を借りることを申し訳なく思ったマコトだったが、ニム自身から了りよう解かいは取れているらしい。

　怒おこったような困ったような複雑な表情を浮うかべるニムの顔を思い出して、マコトは小さく溜ため息いきをついた。

　……ニムを含めて彼らにどんな顔をして会えばいいのか分からない。だからイブキからしばらくここにいていいと言われた時はほっとした。けれどその半面、……身勝手な行動を呆あきれられ放り出されたような気がして、どこか複雑な気持ちにもなった。強ごう引いんだったとしても、あの時ナスルに手を伸ばしたのは、確かに自分だったから。

　……本当に有う無むを言わせず連れ戻しにくると思っていた。イブキとラーダがサポートしてくれるとはいえ、他族がいるこの場所は、マコトが『イール・ダール』だと露ろ見けんする確率は高い。そうなれば西の一族には『イール・ダール』を隠いん匿とくしたとして、やはり相応の罰ばつがあるだろう、とラーダが説明してくれた。

　そしてその時に、西の一族がマコトを他の一族から隠かくそうとした事情も聞いた。

　西の一族には生きている『イール・ダール』が少ないこと。このままでは一族の存続、四族の力関係がおかしくなること。そして前の『イール・ダール』を死なせたことによって次の『イール・ダール』が西に与あたえられる確率は低いこと。──そして十年前の呪のろいを繰り返さぬよう、『イール・ダール』としてのマコトの意志がなにより尊重されること。

　水がないと人間は生きられない。当たり前の話だが、この渇かわいた世界では、それは命を繫ぐとても大事なものだ。……自分が思うよりも切実に、彼らはオアシスを求め欲ほつしているのだろう。

　気の毒だとは思う。自分にできることがあるならば、という気持ちはもちろんある。

　ナスルと別れた時に感じた絶望的な気持ちは、イブキのおかげで随ずい分ぶん小さくなった。彼らには彼らの事情がある。もちろんカイスにも、──サハルにも。

　けれど、だからといってこのまま西の一族に戻ってなにもなかったように過ごすのは、嫌いやだと思ってしまった。それはマコトのせめてものプライドだったのかもしれない。

　話を終えてイブキに着き替がえを借り、ぼんやりしていると、布で仕切られた向こう側──診察室がにわかに騒がしくなってきた。

　昼を過ぎてやってきた患者は後を絶たない。二人が忙いそがしそうに立ち回る影かげに落ち着かず、マコトは何度も起き上がってしまった。

　健康状態は既に良好である。マコトは患者が切れた合間を狙ねらって、おそるおそる手伝いを申し出てみた。するとイブキはあっさりと頷いて了りよう承しようしたのだ。マコトの方が困こん惑わくし思わずもう一度聞き返してしまったくらいだ。

『リハビリの一いつ環かんってことにしとけば不自然じゃないし。同じ部屋にいるんだから、フォローもできるしね。それにマコト、じっとしてるの苦手なんでしょ』

　にやっと笑ってそう言ったイブキに、ラーダが諦あきらめたように首を竦め──そうして、マコトは簡単な手伝いを引き受けるようになったのである。

「っていうかさぁ。今日はほんっとに下心満まん載さいの若い男ばっかりだったわね」

「目当てが分かりやすすぎるな」

　三人でお茶を飲んでいると、イブキとラーダがそう言い、マコトに生なま温ぬるい視線を向けた。マコトは曖あい昧まいに笑って口を開く。

「本当に女の人が珍めずらしいんですね……」

　確かにマコトが手伝い始めた初日こそ、そこそこ大きな怪我をした患者が訪ねてきたが、昨日と今日は軽傷の患者ばかりだ。

　おそらくイブキの手伝いを始めたマコトの存在が、広まったのだろう。

　二日目の昼からその数がどっと増え、軽い処置をするマコトに、ひっきりなしに話し掛けてくるのである。

　そういうこととは縁えん遠どおく生きてきたマコトも、ここまであからさまに誘さそわれれば、気のせいだとは思えない。

（顔がよく見えなくて、どう見ても怪あやしいのに）

　最初こそ一人一人に返事をしていたマコトだったが、三日も経たてばうまく受け流せるようになっていた。それにラーダとイブキが必ず同じ空間にいるせいか、しつこく言い寄る男はおらず、たまにいたとしてもラーダに首根っこを摑つかまれて外へと放り出されてしまうのだ。

「でも、気を付けてね。たまに強引に攫おうなんて馬鹿な男がいるから、一人にはならないように。ここから離れる時はラーダに言うのよ」

「それじゃイブキさんが」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。ほら私『イール・ダール』で、しかも妊にん娠しん中だから。私になにかしようもんなら、女め神がみ様が黙だまってないでしょ」

　皮肉交じりにそう言ったイブキに、ラーダは少し苦い顔をする。

　確かに女神の呪いは、皆みな恐おそろしいのだろう。

　十年前の女神の怒いかりの代だい償しようは、ナスルを見ていれば分かる。

　逆にそういう意味では、普ふ通つうの女の子の方が危険なのかもしれない。

（ああ。そういえば……女性には優やさしい世界じゃないって言ってたっけ）

　いつか市場に行く前にされた忠告を思い出して、その優しい声こわ音ねが耳に蘇よみがえる。

　手にしていたコップをぎゅっと握にぎり締しめて、マコトは頷いた。

「分かりました。面めん倒どうお掛けしますが、よろしくお願いします」

「ああ」

　ラーダの顔がわずかに和なごむ。強こわ面もてがデフォルトだと思っていたラーダの表情の変化も、この三日で随分分かるようになった。以前会った時からなんとなく気付いていたが、やはりとっつきにくい雰ふん囲い気きとは裏腹に、細やかで気が利く優しい人だった。そしてなにより大らかなイブキとぴったりだ。二人の掛け合いを聞いているだけなのに、ついつい笑ってしまうことも多い。そんな風に過ごしていると、つい自分の置かれた状じよう況きようを忘れてしまう。

（……いっそこのままここで働けたらいいのに）

　やるべきことも分かってきて、一日中なにかしら仕事がある。ぼうっとしているよりも、やはりこんな風に働ける方が嬉うれしいし、ほっとする。それに今は体を動かしていると嫌なことを忘れられる。……そこまで考えた時、似たようなことを繰くり返かえしている自分の成長のなさに気付いて、マコトは溜息をついた。

　日中は目いっぱい働いて、ラーダの料理の手伝いをする。食事中や眠ねむる前にイブキと向こうの世界の食べ物や芸能人の話で盛り上がったりと、そんなことがとても楽しい。

　けれど用意してもらったゲルで眠ると、なぜかサハルの夢をよく見た。

　目が覚めて、がらんとしているゲルを見回して溜息をつく。西の集落では起きると必ず誰だれかが側にいたから、余計に寂さびしく思うのかもしれない。

　のそりと起き上がって、枕まくら元もとに置いていた鈴すずを手に取る。

　イブキを見つけて目の前で倒たおれてしまった時に握り締めていた鈴は砂を嚙かんでしまい、音が鳴らなくなっていた。

　いつか掃そう除じしようと思いつつも、その方法が分からなくてそのままにしていたのだが──。

　そっと手のひらで転がすと、ちりん、と小さく音が鳴った。

「……」

　ぽつりと呟つぶやいた名前は、音にならず朝の冷たい空気に溶とけた。
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「もうすっかりウチの子ねぇ」

　狭せまいゲルの中でくるくる動き回るマコトを見て、イブキはお茶を啜すすりながら呟いた。その後ろで包帯にする布を裂さいていたラーダも頷く。

「娘むすめも案外いいものだな」

　真面目な顔でそう言ったラーダに、イブキは口にしていたお茶を盛せい大だいに噴ふき出だした。

「先生……」

「ご、ごめん！」

　診察用の椅い子すに腰こしを下ろしてすぐの医者の暴挙に、患者──すっかり常連となった北の男は、胡う乱ろんげにイブキを見る。珍しく顔を赤くしたイブキは、慌あわててポケットから出した手て拭ぬぐいで男の顔を拭ふいた。

「もう！　ラーダが変なこと言うからじゃない！　気が早すぎるって！」

「ああ。男か女かまだ分からんからな」

「だからそういうことじゃなくてさ！」

　賑にぎやかなやりとりに患者はイブキから渡わたされた手拭いを受け取り、溜息をつく。

　幾いく分ぶん年ねん齢れいを重ねているせいか、マコトに言い寄ることはなく落ち着いていた男だったのだが、それでもラーダに羨うらやましげな視線を送って呟いた。

「先生らも大たい概がいだぞ？　一人モンの前でいちゃいちゃするんじゃねぇって」

「いちゃいちゃなんてしてないわよ！」

「いちゃいちゃ？」

　同じタイミングで口を開いた二人に、マコトも、思わず吹ふき出してしまった。

　外は既に日が落ち、一番過ごしやすい時間帯に入っていた。

　吹き込んできた冷たい風にマコトは小窓を閉じて、患者の処置に戻る。

　マコトがここに来てから、既に一週間が経っていた。

　その間もイブキは、カイスかタイスィールと手紙でやりとりをしているらしい。けれど一週間経っても、「帰れ」とも「帰るな」とも言われることはなく、西の一族の話題がのぼることもなかった。

　けれど西の集落──タイスィール達は、おそらく困っているだろう。長老や一族の長から責められているかもしれない。

　そう分かってはいるものの、マコトはなにも言われないのをいいことに、狡ずるさを自覚しながら日々を過ごしていた。

　診療所の手伝いも今はもう随分と慣なれて、包帯も綺き麗れいに巻けるようになっていた。今日も処置を終え、「終わりましたよ」と声を掛ければ、まだ幼さの残る青年が熱が籠こもった目でじっと見つめていた。

「ありがとうニムさん！　あの、よかったらさ」

「おい！　抜ぬけ駆がけするなよ！」

　彼の後ろで待っていた青年が、ぐいと肩を摑み、押おしやるようにして前に出た。

「ニムちゃん！　市場で買ってきた砂糖菓が子しがあるんだけど、よかったら食べない？」

「てめぇこそ抜け駆けじゃねぇか！」

　そうして喧けん嘩かが始まり──来た時よりも打だ撲ぼく痕こんを増やして、ラーダに追い出されることになってしまった。そんな彼らのおかげで、マコトは包帯がうまく巻けるようになったのかもしれない。

　……彼らはいまだに『ニム』を構うことに飽あきないらしい。一度姿を見れば気が済むと思っていたのだが、逆にああいう誘いが増えてしまい、マコトは少なからず、彼らの熱心さに驚いていた。

（むしろ顔を隠してるから、ミステリアスに見えて興味を引くのかも……）

　マコトはそう思いながらも、堂々と顔を出す勇気は持てず、少し出ていた前髪を隠すべくフードを引っ張った。

「懲こりないわねぇ」

　既にイブキは呆れ顔で、最後の患者を扉まで見送り、マコトも曖昧に笑いつつも、同意した。

　患者が途と切ぎれたタイミングで、シーツを剝はがして取り替える。

　机の上も拭いておこうとして消毒用のアルコールランプの赤い炎ほのおに目が留まり、ふと最後に見た赤い髪が脳のう裏りに蘇った。

（……ナスルさんはどうしたんだろう。あれから戻ったのかな）

　ふと思いついて考え込む。自分を連れ出したことがバレれば、おそらくなんらかの罰を受けることになるだろう。集落には戻らず、別の場所に行ったのかもしれない。

（……お兄さんみたいに、そのまま失しつ踪そうとか）

　けれど、それでは彼が慕したっている王の顔に、泥どろを塗ぬることになるのではないだろうか。

　あの時は自分のことで頭がいっぱいで、ナスルがなにを考えているのかなんて想像もできなかった。今考えれば彼はおそらく、なにもかも覚かく悟ごの上でやったことなのだろう。

　最後に見たナスルの瞳ひとみは、全てを諦めているかのようにただ静かで、感情は見えなかった。

（まさか死……）

　不ふ吉きつな言葉に、マコトは慌てて首を振る。

　ナスルの兄だって『失踪』であり、亡なくなったとは聞いていない。その可能性は高いのかもしれないが、そう決まったわけではないのだ。もしかしたら、ナスルはそんな兄を追い掛けて捜しに出たのかもしれない。

（うん。……そっちの方がいい）

　半ば強引にそう思い込んで、マコトは勢いよく扉を開く。

　すっかり日は暮れて、藍あい色いろの空が沈しずむ太陽を追い掛けていた。何度見ても溜息をついてしまう。美しい夕焼けをしばらくじっと見つめてから、すぐ側にある水みず瓶がめの蓋ふたを外して、中を覗のぞいた。

「あ、……」

　中の水が少なくなっていることに気付いて、マコトはラーダに声を掛けようとゲルの中を振り返る。夫婦は顔を見合わせて、楽しそうにおしゃべりをしていた。

　マコトは慌てて口を閉じた。

　少し甘あまい雰囲気に、そろりと扉を閉める。

（私、お邪じや魔ま虫だもんね……一人にならないで、って言われてるけど、少しなら……）

　薬液を零こぼしてしまったシーツは早めに擦こすらなければ取れないのは、ここ数日で学んだ。

　少し迷ったものの、診療所から少し離れたオアシスにつま先を向けた。

　普通の村や集落なら、オアシスから繫げた水圧ポンプ式の井い戸どがあるらしいが、まだここは整備中である。今はその工事をする人達が寝ね泊とまりしているゲルが点在しているだけで、またまだ人が住む場所ではない。

（……いつかここに、人がたくさん住み始めて……）

　そこにいる人達を想像しようとして、ぱっと思い浮かんだ光景は、西の集落にいるタイスィールやカイス達の姿だった。

「……」

　ふる、と首を振って、シーツを抱えオアシスの方へと歩いていく。

　その途と中ちゆうで挨あい拶さつのように声を掛けてくる男達には、会釈だけして早足で通り過ぎた。

　辿たどり着いたオアシスの畔ほとりには、珍しく誰もいなかった。ひやりとした湿しつ気けの籠こもった空気に、少し冷えてきたな、と思いながら水面を覗き込む。シーツを浸ひたそうとしたその時、黒い影が映った。

「っ！」

　後ろから伸びてきた手がマコトの口を塞ふさぎ、マコトはシーツを取り落とす。白い生き地じがふわりと水面に浮かび広がっていく。

「静かにしろっ！」

　押し殺した声が耳の側で聞こえて、その大きな手に悲鳴が搔き消された。

　そのまま引きずられて茂しげみの中で押おし倒たおされる。強したたかに打った背中に顔を顰しかめると、男がそのままのしかかってきた。

　──『イール・ダール』だと気付かれた？

　咄とつ嗟さに思ったのは、そのことだった。

　さっと血の気が引いて焦あせったのは、やはり彼らを困らせたくないと考えたのかもしれない。

　診療所に来ていたのか、どこか見覚えのある男は、ねっとりとした声で囁ささやいた。

「ニムっていうんだろ。な？　ニム、俺おれと一いつ緒しよになってくれよ」

　違ちがう。男は気付いていない。

　聞いていながら口を塞いだままで応えようもない。おそらく答えは求められていないのだろう。熱く吐く息からは酒の匂においがした。マコトは必死で顔を背そむけ、男の胸を押し返した。

「ああ？」

　マコトの抵てい抗こうが面おも白しろくなかったのか、男は舌打ちした後、マコトの手を一まとめにして頭の上へ縫ぬいとめた。ぎらりと血走った目に、ざわりと肌はだが粟あわ立だつ。

　ここにきてようやく「襲おそわれている」のだと、自覚した。

「っ、はな……っ」

「黙ってろ！　ずっと機会を窺うかがってたんだ。なぁ大事にするから、な？」

　──『でも気を付けてね。たまに強引に攫おうなんて馬鹿な男がいるから』

　今いま更さらながらイブキの注意を思い出して、絶望的な気持ちになる。

（ああ、でも）

　冷たい地面の感覚に、押おし潰つぶされた腕がじんじんと痺しびれてくる。しかしその鈍い痛みは頭の中を冷ましてくれた。

　そう、きっと。

　タイスィール達が本当に自分のことしか考えない身勝手な人なら、──こんな風に、無理矢理奪うばえばよかったのだ。

（……時間を、くれたんだ）

　後がないのに、それでも時間をくれた。気持ちを尊重してくれた。アクラムだって、サーディンだって、おそらく、サハルもタイスィールも年齢を誤魔化していると気付いていたのに、知らないふりをしてくれた。

　熱く滲にじんでいく視界の中、奥歯を嚙み締めて涙なみだが零れ落ちるのを堪こらえる。

「泣いてもやめねぇぞ」

　男は、嗜し虐ぎやく心しんをそそられたのか、にぃっと口角を上げた。

　マコトはただ、反射的に首を振る。

　なにか隠していると、自分が最初からその噓うそに気付けたのは彼らが噓をつき慣れていない優しい人間だからだ。

　本当に『イール・ダール』が要いるのなら、絶対的な力で押さえつける方が簡単だったはず。ここは砂さ漠ばくで放り出せば自分なんかすぐにでも死んでしまう。脅おどしていうことを聞かせた方が早い。『イール・ダール』の意志を尊重するとは言っても、実際に本当に『イール・ダール』が死ぬ以外のことで嫌なことを強要された時に罰が当たるなんて、誰も分からないのだから。

　彼らの優しさは本物だった。だからこそ自分はあんなに傷ついたのだ。紛まがい物ものや上うわっ面つらだけの優しさを見続けてきた自分が、本物を見抜けないはずがなかったのに。

「……っ……」

　堪えきれず漏もれた嗚お咽えつに、男は観念したと思ったのか拘こう束そくする手を緩ゆるめた。太ふと腿ももに伸びた手がスカートを捲まくり上げる。ひっと悲鳴を上げたその時、マコトを拘束していた男の体がふいに遠ざかった。

　月を背に重なった影が男の首元を摑んでいる。転がった男の腹を大きな影が踏ふみつけ、その首元に月光に鈍く光るナイフが突つきつけられた。

「──マコトさん」

　一週間しか経っていないのに、その声をひどく懐なつかしく感じた。

　全身から力が抜けていく。

　月を背負うその顔は見えず、硬かたく張はり詰つめてはいるけれど、その声の主は一人しかいなかった。

　笑おうとして歪ゆがんだ顔はおそらくみっともなかっただろう。大きな影が一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせたのが分かった。顎あごを引いたサハルは、すぐに男の首を締め上げて、意識を奪う。男の体は呆あつ気けなくその場に崩くずれ落おちた。

　サハルはじれったいと思えるほど──ゆっくりと歩み寄ってきた。

　上半身を起こしたマコトの足元に膝をつき、顔を覗き込んできたサハルの表情は硬い。

　躊躇ためらいがちに伸ばされた手に、マコトはきゅっと唇くちびるを嚙み締めて、勢いよく両手で摑んで縋すがりついた。

　一瞬驚いたように目を見開いたサハルは、くしゃりと顔を歪ませてそのままマコトを胸の中に抱だき込こんだ。男に触ふれられた感かん触しよくをそのまま上書きするようなきつい抱ほう擁ように、マコトも背中に手を回す。

　胸の中、すっかり慣れた香かおりを吸すい込こんで、マコトは泣きたくなる。

　──ここに来てから毎朝、部屋に残っていたもの。

　マコトはサハルの胸の中に閉じ込められたまま、確信を込めて尋たずねた。

「……いつからこのオアシスにいたんですか」

　サハルの体がぴくりとたじろぐ。珍しい彼の動どう揺ようがそのまま肯こう定ていになった。

　ややあってから、マコトを抱だき締める力がいっそう強まった。まるで逃にがさないとでもいうような力だった。

「マコトさんが目覚める前からです」

　それはもうほぼ最初からではないだろうか。おそらくマコトがいなくなった朝、すぐにここへやってきてイブキと話し、そのままいたのだろう。どうりであっさりとタイスィールが引き下がったはずである。それでも、もう腹立たしいとは思わなかった。

　そっと体を離して、不安そうなサハルの表情を見る。なんだかその顔にどうしようもない気持ちが込み上げてきて、マコトは小さく息を吐き出して、再び質問した。

「……看病もしてくれたんですよね？」

　脱だつ水すい症しよう状じようと熱で眠っている間に、唇に当てられた吸いのみ器と、大きな手。ラーダよりも少しだけ体温が低いその手には何度も頭を撫なでてもらった。だから気付いた。

　そして枕元に置いていた鈴を鳴るようにしてくれたのも、やはりサハルなのだろう。

　やはり自分は彼らの手のひらの上で踊おどっているだけなのかもしれない。

　だってこうして顔を見つめているだけで、張り詰めていた緊きん張ちようが解けていくのだから。

「マコト！　なにかあったの!?」

　再び問いを重ねようとしたところで、駆けてきたのはイブキとラーダだった。

　そして抱き合っている二人と、伸びている男を交こう互ごに見て眉まゆを顰める。事態を察したのだろう、ばっとマコトに駆け寄り、顔を覗き込んだ。

「……どこか、痛いところはない？」

　気き遣づかわしげな声に、イブキがなにを心配しているか気付いて、マコトはサハルに抱かれたまま、「大丈夫です」と頷いた。

　マコトの言葉を聞いた後も、慎重に様子を窺っていたが、それほど乱れていない衣服に納得したのだろう。ほっとしたように肩から力を抜いた。

　そしてサハルの方に視線を向ける。

「……出てきちゃったのね」

「申し訳ありません。マコトさんが決めるまで、顔は見せないという約束だったのに破ってしまいました。……後処理をお願いできますか」

「緊きん急きゆう事態だから仕方ないわよ。マコト、後でちゃんと謝あやまるわね」

「大丈夫です。ちゃんと……分かってます」

　──マコトが決めるまでは。

　それはイブキがサハルを側に置いた条件だったのだろう。そもそもこんな他の一族の人間がいるような場所にマコトがいられたこと自体、おかしかったのだ。

　複数人の足音が聞こえて、マコトは慌てて体を離そうとする。サハルはそれをやんわりと抑おさえ込こみ、外れていたフードを被せた。それから屈かがみ込こみ、マコトを膝から掬すくい抱き上げる。

「ゲルをお借りしますね」

　小さく悲鳴を上げたマコトにサハルは素す早ばやく謝罪して、イブキに顔を向けた。

「はいはい。ちゃんとしっかり話し合いなさいよ」

　それはどちらに向けた言葉だったのか、あるいは両方だったのか。

　サハルは「ええ」と頷き、マコトも少し間を置いて頷いた。

　言葉が足りなかったのは重々承知していたし、考える時間は充分あった。

　今更騒ぐのも恥はずかしくなってマコトはそのまま身を任せ、サハルに運ばれてゲルに戻ることができた。

　慣れた空間にほっと息をつき、サハルの腕から解放されたマコトは、改めてサハルと向かい合って──驚きに目を見開いた。

　その顔色は驚くほど悪かった。頰ほおには影が差しうっすらと隈くまもできていて、明らかに疲ひ労ろうが見える。その体すら瘦やせてみえるほどに。

「あの、ちゃんと休んでなかったんですか？　ここに来ているのは、サハルさんだけなんですか？」

　一人で自分を見張っていたせいで眠れなかったのだろうか。そう思って尋ねてみれば、サハルは少し迷うような素そ振ぶりを見せてから、静かに肯定した。

「ええ。むしろ私一人がいいと言いました」

「……どうして」

　なにかと忙しい彼らだから、人員を割さけなかったのかもしれないが──それでも西の一族に話して協力を仰あおげば、サハルが寝る時間くらい確保できたのではないだろうか。そう思っての疑問だったが、彼は違う方向に取ったのか、あるいは答えたくなかったのかまったく別の言葉を口にした。

「迎えに来ました」

「……」

　迎え、と言うには語ご弊へいがあるのではないだろうか。なぜならマコトがここに来た次の日には、サハルは既にここにいたのだから。

「……見張っていた、の間違いですよね」

　自分でも分かるくらい尖とがった嫌いや味みたらしい口調だった。そして皮肉にも、ナスルに言われた言葉とよく似ていて、いっそう顔が歪んだのが自分でも分かった。

　マコトのそんな言葉が意外だったらしく、少し目を見張ったサハルに自分の意地の悪さを改めて自覚して、マコトは一瞬怯ひるんだ。けれど。

（どうせ──なら、言いたいこと言うんだ）

　イブキは怒ってもいい、と言った。自分だってそう思うし、その権利はあると思う。

　怒って、そして謝ってくれたら──もう、終わりにしてもいいのではないだろうか。

　そもそもこれ以上引き延ばしても自分が疲れるだけだ。本来怒りが持続しない性しよう分ぶんなのである。

「わ、私……」

　勢いきおい込こんでそう口火を切ると、サハルもきちんと座り直して、ひどく真面目な顔でマコトを見つめた。

「はい」

「傷つきました。ものすごく！」

「ええ。申し訳ありませんでした」

　言い訳もなにもなく、サハルは絨じゆう毯たんに手をついて、深く深く頭を下げた。

　驚いたマコトは思わず「顔を上げて下さい！」とサハルの肩を押したが、ぴくりとも動かない。

「申し訳ありませんでした」

　その格好のまま、くぐもった声で謝罪を繰り返した。

（……西だけオアシスがないとか、『イール・ダール』が譲ゆずられる可能性がない、とか、私を納得させる言葉はいっぱいあるはずなのに……）

　なにも言わないのは、どうしてなのだろうか。もやっとした気持ちを抑えることはできなかった。

「……どうして教えてくれなかったんですか。この世界に来た時に、アクラムさんの占いで場所が分かったっていっても、すぐに見つけてもらえなかったら私は死んでいたかもしれません。命を助けてもらったと思っています。事情を言ってくれたら、結けつ婚こんなんてしなくても『占せん有ゆう権』は差し上げました」

　一気に言いきったマコトに、サハルはようやく顔を上げる。そして困ったような表情で小さく口くちの端はを上げた。

「そうですね。貴女あなたはそういう人です」

「じゃあ、途中からでも、どうして言ってくれなかったんですか。……あんな、こ、告白までして！　あんなお芝しば居いしなくても……」

　かぁっとマコトの顔が熱くなる。

　サハルはそこで初めて表情を大きく動かした。苦しそうに顔を歪めて首を振る。

「……違います。私は本当に貴女と共に人生を歩めるならと思いました。もしとってつけたような告白に聞こえたなら、それはあの時私がカイスに妬やいていたからでしょう」

　突とつ然ぜん出てきたカイスの名前にマコトは首を傾げかけて、思い出す。確かに自分はあの時カイスを気にしていた。けれど、それはニムの気持ちに気付いたからだ。

「……狡い、です！」

　なにも言えなくなって、脇わきに寄せていた枕に手を伸ばしてサハルに投げつける。毛布や枕や服、手当たりしだい投げつけて、やみくもに触れた本の硬さに一瞬躊ちゆう躇ちよすると、いつのまにかサハルにその腕を取られていた。

「それは駄だ目めです。壁かべに当たって跳はね返かえりでもしたら貴女が怪我をします」

　だから投げたりせず、直接それで殴って下さい──そんなことを言われて、手から力が抜けてしまった。マコトの手の中から滑すべり落おちた本をサハルは反対の手で器用にキャッチする。その如じよ才さいのなさが今はただ腹立たしい。

「っもう、優しくしないで下さい！」

「嫌です。私はマコトさんを甘やかしたいし、優しくしたいんです」

　言った言葉は泣きたくなるくらい、優しくて甘い。

「狡い。サハルさんのばか！」

　とん、とサハルの胸に額をつける。

　まるで子供の喧嘩だ。そう言うとサハルはマコトの小さな背中に手を回した。そしてあやすように何度も撫でる。この世界に来た時と同じ体勢と状況だと思い出したら、自然と涙が溢あふれた。あの時もこうして胸の中で泣いた。

　しばらくそうしてから、マコトはぽつりと呟いた。

「……せ、『占有権』が、なくても……っ私のこと好きですか」

　サハルは驚いたように目を瞬まばたかせてから頷く。

「むしろそんなものなければいいと思っていました。そうなら貴女を傷つけなくて済んだ」

　背中を撫でていた手にぎゅっと力が籠もった。

　切なげに吐き出された言葉は甘かった。そしてマコトの心の中に込み上げた気持ちも、どうしようもないほど甘くて切ない。すりと頰を胸むな元もとに押おしつける。

　じゃあ、と前置いてから、マコトは囁くような声で呟いた。

「……許します」

　サハルの顔が驚きに固まり、そして確かく認にんするように顔を覗き込まれる。

　マコトの名を呼んで笑えみ崩れたその時のサハルの表情を、おそらく一生忘れないだろう。
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　透すき通とおるように青い空に鷲わしが丸い軌き跡せきを描えがき、タイスィールの腕うでへと急降下する。

　タイスィールは翼つばさのはためきに軽く目を眇すがめて、足に取り付けられていた手紙を取った。さっと目を通したタイスィールは、器用に片方の眉まゆだけを釣つり上あげて苦く笑しようする。

　そして視線に気付いていたのだろう、大きく腕を振り鷲を離はなした後、カイスの元へ歩み寄ってきた。

「夕方には戻もどってくるらしいよ。サハルと二人で」

「……おー」

　火が落ちて一週間。主人不在で砂を被かぶり始めた台所の隅すみにいたカイスは、机に頰ほお杖づえをついたまま、空いていた手をひらりと振ふった。

　小さな背中がすぐ目の前で鍋なべを搔かき回まわしていたのが、随ずい分ぶんと昔のことに思える。

（……うまくくっついたってことだよな）

　反はん芻すうして目を瞑つぶる。瞼まぶたの裏に浮かんだのは、マコトの居場所をアクラムが告げた時に、いち早く立ち上がったサハルの姿だった。

『私が迎むかえに行きます』

　そう宣言したサハルに、カイスは確かに──ほっとした。

　緊きん急きゆう事態だと分かってはいても、マコトと顔を合わせてなにを言えばいいのか分からなかった。謝罪は当然でマコトが望むなら額を砂に擦こすりつけるくらいの覚悟はある。けれど例えば泣かれてしまえば、どうすればいいのか分からない。自分には慰なぐさめるために抱だき締しめる権利すらないからだ。

　確かにマコトはサハルを信しん頼らいしていたし、頼たよりにしていた。普ふ段だんから言葉足らずと言われている自分が行くよりは、事態はうまく転がるような気がして素す直なおに任せようとした。

　実際、次期頭領である自分が行動すれば目立つ。確かにそんな事実もあったが、正直に言えば、純じゆん粋すいにマコトの泣き顔を見たくなくて、結局は逃げたのだ。

『私も行こう』

　次いで掛かった声はタイスィールのものだった。

　しかしタイスィールは自分以上に目立つ。そう言おうとしたカイスを遮さえぎり、口を開いたのはサハルだった。

『貴方あなたでは目立つ。それに』

　カイスの危き惧ぐを言葉にして、その場に集まった全員を見回す。いやおそらくは、候補者を一人ずつ見たのだ。強い視線に思わず怯ひるんで、その理由をカイスは次の言葉で知った。

『マコトさんに求きゆう婚こんしているのは私だけのようですから、私が行くのが道理でしょう』

　沈ちん黙もくがその場を支配し、最初に戸と惑まどいの声を上げたのはハッシュだった。

『本当ですか!?　サハルさん』

『……あぁ、なるほど。だからマコトの様子がおかしかったんだね。サハルにしては思いきったことをしたものだね』

『考え足らずとおっしゃってもかまいませんよ』

『どうだろうね。男女の関係とはなにが正解か分からないものだから』

　嘆たん息そくし苦笑交じりにそう言う。会話は戸惑うカイスを置き去りにして淡たん々たんと進んでいき、焦って見回した周囲の反応も様々だった。ニムやサラは深刻な顔をしているものの、驚いた様子はない。

（マジか）

　自分同様驚いた顔をしているのは、ハッシュだけだった。……若じやつ干かんアクラムも眉み間けんに皺しわを寄せているような気はしたものの、そもそもそんな些さ細さいな表情の変化が分かるほど、付き合いは深くない。

　そうしてそんな戸惑いの理由に名前を付けられないまま、カイスはタイスィールに決断を迫せまられ、結局サハル一人に迎えを任せた。あまり大人数を出すのは怪あやしまれるし、なによりマコトの安否も不ふ明めい瞭りようで一刻も早く保護しなければならなかったからだ。

　そうして向こうについたサハルと何度かやりとりをし、マコトが倒たおれたことを知った時は、ぶわりと肌はだが粟あわ立だった。

　一族の未来と女神の呪のろい。色んなものが込み上げて、ナスルに怨えん嗟さの言葉を吐はきかけ──彼の過去を思い出し、苦い言葉を吞のみ込こんだ。ナスルの気持ちを軽く見積もったのは自分で、彼に復ふく讐しゆうを決意させるほど追おい詰つめたのは他でもない自分の一族だ。

　サハルからの手紙には、マコトに考える時間を与え、そして同郷であるイブキの元で静養させたい、と書かれていた。イブキから聞いたところによると、マコトはイブキに声を掛けるまでオアシスの茂みの中に隠れていたらしい。おそらくその行動から、他の人間に姿を見せないようにしていたことが察せられた。……騙だまされたと気付いても、西の一族を護まもろうとしてくれたのかと、そう気付けばもうなにも言えなかった。

　そうしてカイスは長老に送ろうとした手紙を握にぎり潰つぶし、今回のことを報告するのを遅おくらせた。『次期頭領』として失格だと言われるのは分かっていても、せめてそれだけは譲ゆずれなかった。

　長老に知られれば、おそらくすぐにでも連れ戻せと命令が下る。自分達が『もう少しそこに置いてやりたい』と言ったとしても、自分の手の内の人間に命令し、すぐにそうすることは予想できた。

　そしてタイスィールと話し合い、しばらく『ニム』として、イブキの元で静養させることを決めた。そしてマコトの不在を誤魔化し続けたのである。

　向こうに留まったサハルからは毎日、マコトの動向が細かく届いた。熱も下がり快復に向かっていると聞いた時は、一時間単位でマコトの動向を尋たずねてくるサラと共に胸を撫なで下おろした。そして昨日の夜の手紙には、マコトが西を選び、そして婚こん約やく者としてサハルを選んだことも記されていたのである。

（サハルがなぁ……）

　幼い頃ころから知っていて、その面倒見の良さから兄のような存在だった幼おさななじみ。

　マコトがこの世界に来た次の日からなにかと気に掛けていたのは知っていたが、あの時はまだマコトに向ける視線は、ニムに向けるものとさほど変わらなかった……そう思って、カイスは首を傾かたむけた。

　マコトが現れサハルのゲルに泊とまった次の日。なんでも買ってこい、と自分に財さい布ふを預けて、甲か斐い甲が斐いしくマコトの外がい套とうの留め具を掛けてやっていたことを思い出す。考えればサハルはそこまでニムに甘くなかった。

　ああ。それなら──もうそこで自分は気付くべきだったのかもしれない。

　理り詰づめで生きているような彼には、一ひと目め惚ぼれ、なんて一番似合わない言葉だと思っていたが。

（なんだろうな……）

　カイスはマコトのことは嫌きらいではなかった。

　ただタイミングを逃のがした、とでもいうような気持ちが、サハルを見送った時から胸に燻くすぶっている。この気持ちが大きくなれば、それを人は恋こいと呼ぶのかもしれない。そんな予感はあった。けれどまだそんな想おもいの芽は小さい。

　そっと砂を被せてしまえば、きっとすぐに枯かれてくれるだろう。

（まっ、案外似合いなんじゃねぇの）

　悔くやし紛まぎれにそう呟けば、いやに心に染しみて、カイスはふんと鼻を鳴らす。

　そしてこれからの処理をすべくその場から立ち上がった。とりあえず自分のやるべきことは一つ。

「……迎えに出るか」

　西の一族に残ってくれることを決意してくれた『イール・ダール』に、できうる限りの感謝と敬意を示すことだろう。

　そう言ったカイスに、タイスィールは少し感心したように軽く目を見張った後、遠い昔にやったようにその頭を撫でた。

「私も行くよ」

　なんだよ、と眉を顰ひそめたカイスだったが、ちょうどこちらに向かってくるサラに気付いて、ああ、と手を打った。

「いっそ、みんなで行くか」

　続けられた言葉にタイスィールが同意したその時、気配のなかった背後から、随分久しぶりになる意外な人物の声が掛かった。
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「お世話になりました！」

　オアシスの緑が深く、人ひと気けのないその場所で、マコトはイブキとラーダに向かって、深く頭を下げていた。

　そんなマコトの隣となりで馬の手た綱づなを引いたサハルも、同じように頭を下げる。そんな二人にイブキはにっと笑って首を振った。

「こちらこそ。久しぶりに元の世界の話ができて楽しかったわ。次会うのは王都ね。楽しみにしてるわ」

　偶ぐう然ぜんにもマコトと同じことを思っていてくれたらしいイブキに、マコトは笑え顔がおで頷うなずく。それになにより再会の約束が嬉うれしかった。

　祠ほこらでの祈いのりが終われば、ほぼ『イール・ダール』は女神祭イール・イードの本祭のために王都に向かうということで、再会の約束は近かった。他の『イール・ダール』に会えることも今は楽しみだ。

　サハルに水や保存食の包みを渡していたラーダと目が合い、マコトは「ありがとうございました」と再び感謝の言葉を口にする。

　実際イブキと同じくらいラーダにはお世話になった。むしろ料理や生活の仕方については、イブキよりもラーダに教えてもらうことが多かったのだ。

　ついでにイブキは、『粘ねばれるだけ』ここで働くつもりらしい。それほど集落に戻るのが嫌いやなのかと心配になったが、『トイレすら一人で行かせてくれないのよ!?』と言われて納なつ得とくした。おそらく身重の『イール・ダール』は、マコトにとってのサラ以上に傅かしずかれるのだろう。

　頭を下げたままのマコトの頭に、ぽんと手が置かれた。

「……嫁よめに出す気分だな」

　しみじみとした呟つぶやきにマコトが驚おどろくよりも先に、イブキが眉間に皺を寄せた。

「ちょっとラーダ！　この前からおかしくない？　父性本能が目覚めちゃったの？」

　確かにここ最近のラーダは、なにかとマコトに対しても過保護だった。あながちイブキの言葉も間ま違ちがいではないのかもしれない、と少し顔の赤いイブキを見て苦笑する。

「子供が娘むすめだった時の、いい予行練習になったんじゃないですか」

　そう言ったのはサハルで、ラーダは渡そうとしていた布ぬの袋ぶくろを一いつ瞬しゆん引いて顰しかめ面つらを作った。

　目が合った二人の間に微び妙みような空気が流れる。

「……お前みたいな腹黒いのは嫌だな」

「え？　……そう？　人がいいだけよりいいと思うけど」

　なぜか真面目な顔でやりあい始めたラーダとイブキに、なんだかマコトはいたたまれなくなってくる。そんな気持ちを察したのか、サハルはくすりと笑って空を仰あおいだ。

「そろそろ行きましょうか」

　そう声を掛けたサハルが先に馬に乗り、マコトに手を差し出す。

　馬の背には既に荷物が積まれ、その中にはラーダ手作り昼食まで入っていた。

　引っ張り上げられるようにしてサハルの前に座ったマコトは、再び振り返り感謝の言葉を贈おくった。

　姿が小さくなってもまだ見送ってくれている二人に大きく手を振り返して、ふとその背後に視線が向く。もちろんそこにあるのは、自分と共に現れたというオアシスだ。今は砂さ漠ばくの高い日差しに焼かれて水面が銀色に光っている。

（そういえば特に、なにも感じなかったっけ……）

　自分と共に現れたオアシスだというから、初めて目にすれば、なにかしら懐かしくなったり特別な感情を持ったりするのかと思っていた。

　確かに綺き麗れいだとは思ったけれど、感動して込み上げるなにかがあった、というほどではない。自然にそこに存在するという感じで、最初にこの世界に来た夜に見た夜空や夕焼けの方が心を打った。

「……」

　……うまく説明はできないけれど、それでいいのかもしれない。

　いつのまにか身を乗り出しすぎていたマコトに、サハルが「フードを被ってください」と声を掛けてきた。うっかり外套のフードを背中に垂らしたままだったマコトは、急いで体勢を戻しフードを被り直す。

　そして改めて前を向くと、進行方向に砂すな埃ぼこりが上がっているのが見えた。どうやらどこかに出かけて、オアシスに戻る一族に鉢はち合あわせてしまったらしい。

　小隊の中に、何度か診療所に来た見覚えのある顔がいくつもあることに気付いて、マコトは軽く会え釈しやくした。

　そのまままっすぐ通り過ぎていくかと思った小隊は、二人の乗る馬を囲むようにして止まった。一瞬どきりとしたが、正体を知られたという雰囲気ではなく、マコトの代わりにサハルが西の村に戻ると説明すると、『ニム』がいなくなることを惜おしんでくれた。

「ニムさん！　帰っちゃうの!?」

「また遊びに来てくれよ」

　次々と掛けられる声にマコトは、やはり会釈だけで応える。

「申し訳ありませんが、日が落ちる前に戻りたいので」

「あぁ。ニムさんのお兄さんか」

「王宮で働いてるんだってな。王都に戻ったら飲みに行こうぜ。もちろんニムさんと一緒に！」

「では、失礼します」

　サハルの返事はそっけないほどだった。

　……ここから集落までは四、五時間程だと昨日サハルから聞いていた。まだ午前中で特に問題がなければ、日没どころかお昼過ぎには到とう着ちやくするはずだ。

　小隊の面々に手を振られながら別れ、その声が届かなくなってから、マコトは不安を口にした。

「やっぱり早く帰った方が、いいんですよね？」

　会話を早々に切り上げたのはつまりそういうことだろう。

　俯うつむいたままそう尋ねたマコトに、サハルは少し間を置いた。そしてややあってから小さく息を吐いた。

「……いえ。私のつまらない嫉しつ妬とですよ」

「え？」

　嫉妬、と反芻して、マコトは視線を彷徨さまよわせる。どうにもその単語がピンとこない。それは先さき程ほどの彼らにということだろうか。しかし彼らと話したのは処置中のほんの二、三言で、ほぼ会釈しかしていない。

「貴女を見守っている間、どれだけ注意したかったか……貴女は優しすぎます。明らかに仮け病びようをつかう患かん者じやもいたのに」

「そうですかね……？」

　むしろあまり顔を見られたくなくて、必要最低減の会話しかしなかった。優しさなんて言葉は程遠いのではないだろうか。

　首を傾かしげたマコトにサハルは、珍めずらしく分かりやすい溜息をついた。そして話題を切きり替かえるためか、「そうだ」と、思いついたように声を上げた。

「マコトさん。お約束していたお土産みやげです。受け取って頂いても？」

　マコトが馬上で振り返ろうとすると、サハルは「そのままで」と言う。一度フードが外されて、頭になにか通される感触がした。

　薄うすいうなじの皮ひ膚ふに冷たいものが触れて、一瞬ひやりとして、マコトは微かすかに重くなった胸元を見下ろした。

　首に通されたのは、青色の石がついたネックレスだった。青というよりはもっと深い吸い込まれそうな深い藍あい色いろ。例えばそう──日が沈む前の落ち着いた空の色だ。

（…綺麗……）

　しかし、貴金属の価値はよく分からないが、気軽にもらえる値段には思えない。誰か他の人……例えば妹であるニムにあげた方がいいのではないだろうか。

　そんな思いが声音に出ていたのか、サハルが首を振った気配がした。

「ニムにも揃そろいの赤い石を買っているんですよ。だから深く考えず受け取って下さい」

　軽いながらも真面目な一言に、マコトは少し迷って頷くことにした。確かにニムにはこの深い青よりも鮮あざやかな赤が合いそうだ。

「……これ、サハルさんのイメージですね」

　手の中の石を見下ろしたまま、思わずマコトは呟いた。

　鈍にぶく深い光こう沢たくを放ち、じっと見ていると心が穏おだやかになる。

「そうですか？　私はこの石の色を見て貴女を思い出しましたが……似た者同士ということでしょうか」

　くすりと笑ったサハルにマコトは嬉しくなる。自分がこんな綺麗な色で思い出してもらえるかと思うと、心が温かくなった。

（男の人に、なにかもらったのって初めてかも……）

「……大事にします」

　マコトはそう言うとくすぐったくなった気持ちのまま、思わずふふっと小さな声を立てて笑った。そっとその石を優しく撫でる。すぐにその手を追い掛けるようにしてサハルの大きな手が覆おおった。頭のてっぺんに、なにか柔やわらかいものが触れて、マコトのお腹なかに回った手がぎゅっと強くなった。

「サハルさん？」

「……いえ、もう少ししたら休きゆう憩けいにしましょうか」

「ああ、もうお昼なんですね」

　そんな会話をし、少ししたところで見つけた岩いわ陰かげで休んだ。そして再び馬に乗りたくさんの話をした。西の一族や『イール・ダール』の話。その中で自殺したという前の『イール・ダール』の話も出てきたが、なんとなく暗くなってしまいそうで、深くは尋ねなかった。そして何度目かの短い休憩を取り、日差しがいっそうきつくなった頃、サハルが遠くを見るように目を眇めた。

「もうすぐ着きますよ」

「……早い、ですね」

　ナスルと同じ道を駆かけた時は、永遠のように感じるほど長い時間だった。

　けれど今回は、話せる余よ裕ゆうがあるほどゆっくりと駆けているのに、あっという間に感じる。

　少しの緊張に体が硬かたくなるのを感じて、マコトは指で示された方角に目を凝こらした。

（……心配掛けたよね……）

　意地を張って頑かたくなに考えないようにしていたが、きっとそうだろう。責任感が強いサラは泣いたかもしれないし、ニムは……もしかしたら怒っているだろうか。

　どちらにせよ、年下の女の子に心配を掛けてしまったことが申し訳ない。

（……あ。そういえば年ねん齢れいのことちゃんと伝えた方がいいのかな）

　ふと思いつき、マコトは頭を悩なやませる。アクラムやサーディンにはとっくにバレているし、おそらくタイスィールや、今そばにいるサハルは今までの態度から察するに気付かれているだろう。

　とりあえずサハルには一度きちんと言っておくべきか、と口を開きかけたその時、サハルが手綱ごと前を指さした。

「ああ、ほら迎えが来てますよ」

「え？」

　指の先に視線を向ければ、地平線にぽつぽつと影が見えた。

　カイスの後ろで揺ゆれている髪かみの毛はおそらくニムだろう。タイスィールの馬から転がるように駆けてくる小こ柄がらな影はきっとサラだ。

　そして普段ゲルから滅めつ多たに出ないアクラムまでいることに気付き、マコトは胸むねの奥おくから込み上げてくるものを必死に吞み込んだ。

　サハルは軽く足を締め馬の腹を蹴けり、少しだけ速度を速める。そして耳元で囁ささやいた。

「──おかえりなさい。マコトさん」

　それは随分久しぶりに聞いた言葉だった。

　この世界で『おかえりなさい』と、そう言ってもらえたのは初めてだ。当たり前だ。自分は集落から出ることはなかったのだから。……この言葉をずっと聞きたかったのかもしれない。漠ばく然ぜんとそう思った。

　込み上げた涙を拭ぬぐって、馬から下ろしてもらう。そして抱きつくように飛び込んできたサラを受け止めた。

「マ、マコト様……！」

「サラさん！」

　顔を上げたサラの目には大きな膜まくが張り、次々と溢あふれて頰ほおを流れていく様は、彼かの女じよを余計に幼く見せた。

「わたっ、わたくしっ……お世話しますなんて言っておきながら、騙しっ……」

　しゃくりあげるサラの背中を撫でて「私も心配掛けてごめんなさい」と謝れば、ますますその抱ほう擁ようはきつくなった。

　ふっと影が掛かり、マコトは反射的に顔を上げた。いつのまに馬から下りていたのか、目の前にいたのはハッシュだった。

「あのっ、これ……！」

　勢いよくマコトの前に差し出されたのは、紐ひもで綴とじられた本……というには簡素な、紙の束だった。

「これ、僕ぼくが知ってるオアシスのこととか、『イール・ダール』についての文ぶん献けんをまとめたものです！　その……っ僕が知ってること全部書きました！」

　砂漠の強い風に負けないほど大きな声でそう言って、ハッシュは一度唇くちびるを嚙かんだ。いつかも見たなにか言いたげな目──だと思ったのは一瞬で、覚かく悟ごを決めたように再び口を開いた。

「だからもう隠かくしていることはありません！　だから、……その……ただの、自己満足、なんですけど……っでも」

　最後は尻しりつぼみになって消えていくハッシュの言葉に、マコトはサラの背中からそっと手を離し、差し出されたままのその紙の束を、しっかりと受け取った。

「……ありがとうございます」

　嚙み締めるようにそう答えて、マコトは自分ができる精せい一いつ杯ぱいの笑顔を浮かべる。ハッシュはすぐに顔を上げて、しっかり握られた紙を認めて、ほっとしたように肩から力を抜いた。

　きっと彼もここに来た時に、おそらくタイスィールに占せん有ゆう権のことを聞いて、罪悪感を抱かかえていたのだろう。様子がおかしかったことに今更ながら納得してしまった。自分は相当鈍かったかもしれない。

　その後ろから馬を引きやってきたのは、顔を強こわ張ばらせたカイスだった。

「あーっと……、マコト」

「カイスさん」

　思えば彼には一番迷めい惑わくを掛けてしまっただろう。イブキの元で静養できるように、長老への報告を遅らせてくれたのだ。次期頭領として責任を追及されるだろうと、サハルから聞いていた。

「悪かったな」

「……いえ」

「謝れって言うなら謝るし、俺にできることならなんでもやる。西の一族を代表して、こいつらの分も含めて、だ。……実際、ハッシュはつい最近まで知らなかったし、最初にこの話をジジイから聞いたのは俺で、他の候補者は拒否できる立場じゃない」

　カイスにしては珍しく感情を削けずった、淡々とした言葉だった。

　だから、それが真実なのだと知る。全てを被ろうとするカイスに、素直に感心した。……喧けん嘩かばかりのニムが、好きになるのも分かってしまうほど。

「カイスより私が謝らなくてはいけないね。結果的にナスルをけしかけたようなものだから」

　後ろから入ってきたタイスィールの声に、マコトはふるりと首を振る。ナスルの行動はおそらく西の一族にとっても予想外だっただろう。

（そうだ。ナスルさんは……）

　ふと気になっていたナスルのことを思い出して尋ねようとした時、タイスィールの背中から小柄な影がゆっくりと現れた。

「……あ……長老、様」

　名前は確か──ムルシドと、言っただろうか。

　マコトがこの世界で初めて目覚めた時、世界について説明してくれた老人だった。

　その長い鬚ひげが特徴的だったので、間違いないだろう。

「あー……悪いな。黙ってるつもりだったんだけど、結局筒つつ抜ぬけだったみたいだ。村にいる奴やつに動向は探さぐらせてたんだけどな。まさかこんな死にかけのジジイが一人で砂漠を越こえてくるなんて誰も思わねぇよ」

　カイスの遠えん慮りよのない言葉に気を悪くした様子もなく、長老は真っ白い長い鬚を揺らして笑ってみせた。

「儂わしもまだ現げん役えきじゃからな」

　そう言ったムルシドは、マコトの視線に気付いたのか、目元の皺を深くする。

「嬢じようちゃん。久しぶりじゃな」

　長老はマコトの前へと歩み寄ると、最後に別れた時と同じようにマコトの手を両手で優しく包んだ。

「すまなかった。……それから、誰よりも早く言いたいことがあってな」

　謝罪はオアシスの占有権のことなのだろう。マコトは静かに首を振った。

　長老は眩まぶしそうに一瞬目を細めてマコトを見た。

　そして吐と息いきのような長く細い息を吐き出したかと思うと、髭ひげで埋うもれた唇を再び動かした。

「西を選んでくれてありがとう」

　万ばん感かん胸に迫る、静かな声だった。

　彼は彼で、十年前の過去から引きずるものがあるのだろう。

　それにマコトは二度しか会っていないがこの老人が好きだと思った。どこか懐なつかしい穏やかな優しさを持っている。初めてこの世界に来た時に頭を撫でてくれ──それはこの世界に来てから初めての抱擁だった。温かで優しい手は自分と同じものだと知らしめて安心させてくれたように思える。

　この気持ちをどうにか言葉で表せないだろうか、と躊躇ためらいながら口を開きかけたところで、しがみついたままだったサラを誰かが乱暴に剝がした。その遠慮のなさは彼女しかない。

「もう！　馬ば鹿か！　心配したんだからね！」

　華きや奢しやな肩を怒いからせてマコトに詰め寄る。

「あ、……あの名前を借り」

「そんなのどうでもいいに決まってんでしょ！　相変わらずのほほんとして！　もうっ……！」

　言葉の途中で込み上げたらしい。最後は涙交じりでそう言ったニムは、結局サラと同じようにマコトに抱きついた。

「ニム！　狡いですわ！」

　──それを見たサラも負けじとマコトに抱きついてきたので、二人分の体重は支えきれず三人まとめてひっくり帰ってしまう。

　その拍ひよう子しにハッシュからもらった大事なノートが散らばってしまい──結局皆で拾い集めることになってしまったのである。

　そうして全員揃って集落に戻った時には、掠かすれた雲一つない空に丸い月が昇のぼっていた。
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　マコトが西の集落に戻った次の日。カイスとタイスィールは戻もどって来たマコトと入れ替わるようにして、頭領がいる村に報告に向かった。

　戻って来たのは出発してからわずか三日後のことで、そこには女神祭ぎりぎりまで戻らないと言われていたサーディンの姿もあった。一応タイスィールが彼の部下に確認すると、気味が悪そうにしつつも、『きちんと仕事を終わらせていらっしゃいました』と、サーディンの主張を肯定したのである。

　そうして朝方に戻ったタイスィールは、サーディンにマコトを起こさないように、と釘くぎを刺さし念には念を入れ、サハルのゲルに立ち寄った。

　サーディンも戻っていることを伝え、ようやく自分のゲルに戻り、三日ぶりになる寝ね床どこに横になった。

　それでもきっかり三時間後に目を覚まし身み支じ度たくを整えると、一族の決定と長老からのマコトへの言葉を伝えるために、皆が集まる台所へと足を向ける。

　スープの匂いが風に混じり、空っぽの胃を刺し激げきする。その温かで優しい香りに、タイスィールの端たん正せいな顔に自然と笑みが浮かんだ。

『西の一族であるサハルを選んだ』──というマコトの選せん択たくを伝えると、一族の重じゆう鎮ちん達はこぞって喜びを示した。

　カイス、タイスィールを交えた一族内で、一昼夜かけて出した結論は、マコトの存在を明るみにすることだった。

　この大陸に住む大多数の人間は、まだオアシスが現れたことも知らず、不安な生活を送っている。

　マコト自身にしても、このままうら若い少女にずっとこんな乾かわいた場所で過ごせというのも酷こくな話である。そして、個人的にも、なにより祝福される存在なのだということを、彼女自身が知って欲ほしいと思う。

　決定するやいなや、一族の長それぞれに早馬を出し、次の日には緊急会議が開かれた。

　秘ひ匿とくしていた事実に当然起こるべき反発はあったが、召しよう還かんされたばかりの彼女の混乱が激しく、また彼女自身が自分の存在を公おおやけにしたがらなかったのだ、と──もっともそうな顔で西の一族の長──カイスの父親は嘯うそぶいた。

　もちろんなんの咎とがもなかったわけではなく、責任は全てムルシドが負い、四族のまとめ役と王の相談役から降りることとなった。

　しかしそれを含めてほぼ思おも惑わく通りだった。

　なによりも十年ぶりの『イール・ダール』の機き嫌げんを損そこなえばどうなるか。もう失敗は許されず、彼女の意思を尊重しなければならない、との王の言葉もあり、表向きは許きよ諾だくしないわけにはいかなかったのだ。

　また、先の『イール・ダール』であるイブキが子を成し、次いでこの世界で一番力のある王の先さき見みが、遅おそくとも一年以内には、また新たな『イール・ダール』が召還されると予言したことも深く影えい響きようした。

　しかし、なにはともあれ大々的にお披ひ露ろ目めを──、と他の部族の頭領達は、譲れない一線として提案した。お披露目のその場で『西に残る』という言葉が真実かどうかを確認する、と。そしてその場は数日後に迫った女神祭の祠がよいだろうと。

　都合のいいことに、集まるのは一族の長と独身の若い男達だ。一度でも会えば、説得する機会はまだあると踏んでいるのかもしれない。

（さて、どんな手でくるのやら……）

　こちらも向こうも必死。だが、マコトの人となりを知る分、こちらの方が有利だろうし、彼女はもう伴はん侶りよを決めた。真面目さゆえに融ゆう通ずうも利きかない彼女は、移り気とは程遠い性格だ。

（派手なのはあんまり好きじゃなさそうなんだけど、我が慢まんしてくれるんだろう）

　そんな彼女の優しさが好ましく、しかしやっぱり不ふ憫びんにも思える。

　しかし正装したマコトというのも、やはり見てみたい気がする。それに普段からマコトを着飾らせたそうなサラもきっと喜ぶだろう。

（おや、珍しい）

　台所に続く広場に入るなり、タイスィールは、顔を上げその足を止めた。

　視線の先には、マコトとサラ、それにカイスとサハル、それにサーディンがいた。

　存在するだけでその場の雰囲気が和やわらぐマコトのおかげか、あの三人の男達が仲良く……とまではいかないだろうが、同じ場所に居続けることは珍しい。

（……面白い）

　台所を見れば、作業台に立つマコトの側には当然のようにサラが付いており、その反対側にはカイスがいる。会話をするには微妙な距きよ離りで、それがそのまま彼とマコトの距離だ。

　タイスィールは傍かたわらのゲルに寄りかかり、少し観察することにした。傍ぼう観かん者という立場なら、この見世物は面白いのである。

「……青いねぇ」

　カイスのそんな機き微びを感じることができるのは、やはり十年目の自分も同じように、苦くて甘い同じ感情を持て余したからだろうか、そう思ってくっと喉のどの奥で笑う。

「よぅ！」

　カイスが投げた挨拶に、サラは胡乱げにマコトはいつもと同じように、穏やかに挨拶を返す。

　近くの椅子に後ろ向きで行ぎよう儀ぎ悪く座っているサーディンは、うつらうつら船を漕こいでいた。彼だって自分と同じ強行軍。疲つかれが溜たまっていないわけがない。それでもマコトの起き床しよう時間に合わせて出て来るところが可愛かわいらしいというかなんというか……。

　どんなに淡あわくても恋心はなかなか消えないものだ。ましてや初恋だと彼は気付いているだろうか。

　自分の感情に正直に行動する分、彼の行動は分かりやすい。しかしサーディンの場合、それのどこからどこまでが真実なのか、まだ摑つかみきれないところもある。

（でも、まぁアレを上辺だけでも手て懐なずけられるんだから、マコトってすごいよね）

　実は出先で合流したものの、サーディンにはマコトが婚約者を決めたことはまだ伝えていない。

　予想できる癇かん癪しやくに一人で対応するのはほぼ不可能だったし、むしろ自分がそんな面倒なことを引き受ける義理はない。ここは一番幸せな男が始末をつけるべきだろう。

　そう言ってやった時のサハルの顔を思い出して、思わず人の悪い笑みが零こぼれた。

「カイスさんも、昨日遅くに帰って来てたんですよね」

「ああ」

「お疲れさまでした。眠くないですか？　今ご飯入らなそうだったら、お昼にでも軽いもの作りますよ」

「いや、その、別にいい」

　明らかに挙動不ふ審しんな物言いに、マコトは首を傾げる。少し離れた場所でサハルとハッシュはなにかを話しながらも、そんな様子をじっと観察していた。

　不器用なカイスを睨にらみつけるように見ていたサラが、目の前で吹ふき零こぼれた鍋に小さく悲鳴を上げ、後ずさった拍子にマコトの背中にぶつかった。

　バランスを崩したマコトを慌ててカイスが抱きとめる。

　すっぽりと胸に収まったマコトに、カイスは「うわぁ！」と大おお袈げ裟さに叫び、ばりっとマコトを引ひき剝はがした。

「……え、ぁ…」

　またマコトの体がふらつき、それを受け止めたのは、いつのまにか側に来ていたサハルだった。

「わ、悪い……！」

「いえ。……その、私こそ、すいません」

「マコト様……！　大丈夫でしたか!?　もうっカイスったら、なにをするんですか！」

　サハルの後ろから顔を出したサラが、つかつかと歩み寄り、カイスに怒ど鳴なった。

「な……っ、だ、だいたいお前がマコトを突つき飛とばしたからだろ！」

「突き飛ばしたなんて人聞きの悪い！　せっかく抱きとめたのに、また突き飛ばすなんてどれだけヘタレですの！　次期頭領として情けない！　だからマコト様に選んで」

「はいはい。そこまでにしてあげて下さいね」

　マコトを抱きとめたまま、サハルはやんわりと窘たしなめる。

「マコト。カイスってば巨きよ乳にゆう好ずきだから、気を付けた方がいいよ～」

　いつのまに起きていたのか、作業机に肘ひじをつき、サーディンは不機嫌な声でそう忠告する。

「っぁあ!?　なに言ってんだよ！」

「えー？　よく言ってたじゃん、女はチチだー！　出るとこ出てるのがイチバンだー！　って酔よった時の常じよう套とう句く。やだなあぁ忘れちゃったの？」

　ふん、と鼻で笑ってサーディンは両腕を上に体を伸ばす。その後ろで、サラは一歩後ずさり顔を引ひき攣つらせ呟いた。

「カイス……最悪ですわ」

　マコトは匙さじを持ったまま固まっている。

　男の自分には計り知れないことではあるが、胸の大きな女性にその話題は大たい抵ていタブーなのだ。互いによく知らないうちはそれが目当てだと思われやすいし、イブキから聞いた話によると、わりと頻ひん繁ぱんにそういう女性は痴ち漢かん行こう為いにあうらしく、嫌な思いをしてきているらしい。

　案の定、マコトは彼女には珍しく表情を硬くし、俯いてしまった。

　しかし、それでもすぐに顔を上げ、無理矢理口くちの端はを上げて笑みを作った。

「……あの、私、他が小さいから、そう見えるだけで。そんなに大きいわけじゃないんですよ」

　はは、と健気けなげに軽口を返したマコトに、カイスは慌てて首を振り、

「そんなことねぇよ！　別にちっさくても胸は胸だし……って……」

　墓ぼ穴けつを掘ほった。

　──前言撤てつ回かい。十年前の自分はあんなに馬鹿ではない。

「なんですって！」

「うわ、やめろ、ソレ包丁……ッ！」

「あーほんっと馬鹿。さすがの僕も同情しちゃうね」

　作業台に行儀悪く腰こし掛かけて、サーディンはこっそり作りかけの菓か子しに手を伸ばし、一つ摘つまむと口の中に放り込んだ。

「ねーねー、マコト、ココうるさいしさぁ、僕のゲル来ない？　寝ね不ぶ足そくだからまた添そい寝ねして～」

　それぞれが好き勝手に言葉を放ち、広場はいっそう騒がしくなる。

　こういう場面では必ずフォローに入るサハルは、サーディンだけは牽けん制せいしつつも珍しくなにも言わず、マコトの背後に陣じん取どって静かに事態を静観していた。

「さて、そろそろ行くかな」

　タイスィールは体を起こし、賑にぎやかな台所へと足を向ける。吹ふき抜ぬけた風に長なが衣ぎぬが翻ひるがえり、彼の体に柔らかく絡からみついた。

　そしていつも以上に騒がしい朝食の後、女神祭のことを話すとマコトは、お披露目の件で若干顔を引き攣らせたものの、最後にはサラに押し切られて頷いた。

「あの、後でお話があるんですけど」

　ゲルに戻ろうとしたタイスィールはマコトに呼び止められ、少し間を置いて、頷いた。

「……ああ。ちょうどよかった。私もマコトに相談事があったんだ」

　彼女が言いそうなことは、なんとなく予想がついていた。




　そして夜。

　マコトはタイスィールと共に、集落の端はしにあるゲルの地下へと来ていた。

　もともとあった横穴を利用し作ったその場所は、もう使われてはいないが、地下牢ろうとして造られたもので、そこにナスルはいるらしい。

　そのことを聞いた時、なぜというよりもやはり、という気持ちが強かった。

　西の一族の悲願だった『イール・ダール』を攫さらい、危険に晒さらしたということは、マコトが思う以上に重罪であるはずだ。

　ナスルは自分のせいで、世話になったという王に責任が及ぶことを良しとしないだろう。

　それはナスルが過去の話をした時に感じたことで、おそらく自分で責任を取ろうとするはずだ。

　事実、ナスルはマコトを置いていった後、自ら西の集落へ戻り、そして抵抗することなく、この地下牢に入ったらしい。

「サハルに言わなくてよかったのかい？」

　ひんやりとした黴かび臭くさい空気の中、前を歩くタイスィールに尋ねられて、マコトは小さく頷く。実は昨日集落に戻って来る途中でナスルについて聞いていた。けれど、『処分は保留中です』と言うばかりで、居場所すら教えてもらえなかったのだ。同じように悪いな、と思いながらもサラに尋ねて、その態度にピンときた。そうして最後にタイスィールへと頼たのみ込こんだのである。

　階段の一番下まで下りると、タイスィールはランプを掲かかげる。その奥にぼんやりと小さな火が灯ともっているのが見えた。……おそらくそこにナスルがいるのだろう。

　そこはマコトのイメージ通りの、絵に描いたような牢屋だった。

　鉄てつ格ごう子し越ごしに見えたナスルはぽつんとと置かれた硬そうな椅子に腰を下ろし、膝の上で腕を組んでいた。机の上に置かれた食器に手をつけた様子はない。最後に見たあの日よりも、その頰は扱こけ髪も艶つやを失い、不ぶ精しよう髭ひげが生えていた。

「ナスル」

　タイスィールの呼び掛けに、ナスルはそっと顔を上げる。その後ろにマコトがいることに気付くと、微かに目を眇めた。

「ナスルさん」

「──なにをしに来た」

　人とあまり会話をしなかったのだろう。乾いてひび割れた低い声だった。

「結局、戻って来たのか」

　嘲あざけるように鼻を鳴らしたナスルに、タイスィールは眉間に皺を寄せたものの、なにも言わずに横に逸それ、マコトに場所を譲った。

　そんなタイスィールに小さく会釈をして、マコトは一歩前に出る。ナスルとの距離はおそらく二メートルもない。

　マコトの心は静かだった。彼の顔を見れば、もう少し怒りなりなんなりの感情が浮かぶかと思っていた。しかし、弱りきって自じ暴ぼう自じ棄きとしか思えない彼の排はい他た的な雰囲気と、その風ふう貌ぼうに言葉に詰まる。心の中で深呼吸して、マコトは答えた。

「はい。私はここにいることを選びました」

　ナスルはマコトの言葉に、びくっと体を震ふるわせた。その意外な反応にマコトは驚く。

　ナスルはそんな態度を誤魔化すように早口で言った。

「私の処分はなにをお望みですか。西の一族は、死罪でもなんでも叶かなえてくれるでしょう」

　まるで他ひ人と事ごとのようにそう言ったナスルに、マコトはきゅっと眉を寄せる。

　ナスルの居場所を聞いた時に、タイスィールはナスルのことを『罰ばつして欲しいんだよ』と言った。死んだように生きてきた彼のことも。そしてやはり、彼の兄の安否は不明で、ナスルは休みを全て情報収集にあてているということも。

　だからマコトは、タイスィールに彼の処分をどうするか尋ねられた時に、彼の行く末を決めた。

「死し刑けいなんて望みません。でも、……そうですね、ナスルさん。『イール・ダール』の我わが儘ままって通るんですよ」

　物ぶつ騒そうな単語に体の内側がひやりとなる。けれど、なんでもないふりをしてナスルの言葉をそのまま返した。

「ここから出てきて下さい」

　なにを。とでも言うようにナスルの眉間に皺が寄る。タイスィールは懐ふところから鍵かぎを取り出し、マコトに渡した。大きく単純な造りだが、扉とびらはひどく重かった。手元の暗さと相まって手こずりつつも、マコトは鍵を開けた。ぎぃ、と錆さびついた音が湿しめった空間に響ひびく。

　マコトは胡乱げに自分を見つめるナスルをまっすぐ見つめた。

「お兄さんを捜しに行って下さい」

　それほど大きくはない声だったが、しっかりとナスルの耳には届いたらしい。

「なにを……」

　信じられないものを見たような顔で、ナスルは椅子からゆらりと立ち上がった。

「私、考えたんです。ナスルさんへの罰」

　サハルやタイスィールからナスルの話を聞いて以来、マコトはずっと考えていた。

　例えばナスルの兄が生きていたとしたら、『イール・ダール』である自分が、長老や一族の偉えらい人に口くち添ぞえすれば、罪に問われたりしないのではないのだろうか。もちろん彼の兄は自ら出て行ったのだから、今更『戻りたい』とは言わないかもしれない。けれど自分が関わることで彼への周囲の反応は、いくらか緩かん和わできると思った。王の親衛隊隊長という復職までは叶わないかもしれないが、その道筋を作ることはできるだろう。タイスィールの言葉によると、長老も頭領も、西を選んだ『イール・ダール』であるマコトの願いを、なんでも叶えると約束したという。ではここで我儘を言わせてもらおう、と思いついたのだ。マコトが相談するとタイスィールは苦笑して、同意してくれた。

　扉は開いたというのに、ナスルは立ち上がっただけで、そこから足を動かそうとはしなかった。ただ、強張った顔でマコトを見つめている。

「『イール・ダール』からの命令です。お兄さんを見つけて下さい。そして、彼が望むなら、でいいんですけど……私の前に連れてきてもらえませんか」

　自分を見る度たびに苛いら立だちを見せたナスル。王は彼を親衛隊長にするつもりだと聞いた。けれど彼が本当にやりたいことは、親衛隊の隊長などではなく、兄を捜すことなのではないだろうか。だからこそ今でも情報を集めているのだろう。

「私、ナスルさんのお兄さんに会ってみたいです」

　タイスィールから懐の大きい、面倒見のいい人だと聞いた。

　もしかすると、ナスル以上に嫌われてしまうかもしれないけれど、伝えたいことがあった。

「『イール・ダール』……」

　ナスルは困惑したまま、その名を呼ぶ。マコトは小さく笑って首を振った。

「ナスルさん。私は前の『イール・ダール』ではないです。佐さ々さ木き真まことっていう別人です」

　ナスルはぐっと顎あごを引き、俯いた。

　そしていつまで経たっても動かないナスルの腕を摑むと、マコトは半ば強引に牢から引きずり出した。ナスルは腕を振り払うことはせず、ただマコトを見下ろしている。どうすればいいか分からない、とでもいうような途と方ほうにくれた表情にマコトは苦笑する。

　最初からこうすればよかったのだ。自分は前の『イール・ダール』とは違うのだと、ナスルの態度は理り不ふ尽じんだと怒ればよかった。もっと早く伝えていれば、彼との関係はまったく違ったものになっていたかもしれない。

　──ナスルはしばらく立たち尽つくしていたが、タイスィールに声を掛けられると歩き出した。そして旅支度ごと用意されていた馬に跨またがると、一度も振り返ることなく集落を後にした。

　表向き、ナスルはマコトの命令を受けて『捜し物』をしていることになる。タイスィールは、そんな微妙な設定にもっともらしい理由をつけて王や一族、親衛隊に説明することを引き受けてくれた。

　申し訳なさそうにするマコトに、タイスィールは首を振る。そしてその目を伏ふせていつになく真面目な顔をした。

「本当はナスルの上司として、ザキさんの部下として、私が決着の方法を見つけるべきだったんだ」

「タイスィールさん……」

「申し訳なかった。それと──ありがとう」

　そう言ったタイスィールは、いつかのサハルのように深く頭を下げた。

「顔を上げて下さい……　私こそややこしいことは、全部タイスィールさんに丸投げしちゃったし。多分タイスィールさんにも罰みたいなの、ありますよね、きっと。……あの、その時は言って下さいね」

　マコトが慌てて捲まくし立たてると、タイスィールはゆっくりと顔を上げた。額に掛かった髪をかきあげたかと思うと、片目を瞑っていつもの艶あでやかな笑みを浮かべた。

「じゃあクビになったら、マコトの夫にしてもらおうかな」

「お断りします」

　マコトが焦あせるよりも先に、背後からそんな声が掛かる。

　その慣れた気配に振り返る前に、マコトの体はすっぽりと包つつみ込こまれた。

「サハルさん……！」

　タイスィールは、やれやれとでも言うように肩を竦すくめる。おそらくサハルがいるのはとっくに気付いていたのだろう。

（サハルさんには敵かなわないなぁ……）

　きっとマコトが考えていたことなんて、お見通しだったのだろう。ここにいるのがいい証しよう拠こだ。

　小さくなっていくナスルの背中に再び視線を戻すと、サハルはいつになく強い口調で言った。

「きっと見つかりますよ」

　マコトはサハルが胸の前で組んだ腕に、そっと頰をすり寄せた。
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「マコト様。綺き麗れいですよ」

　紅べに筆ふでを片手にそっと体を離はなしたサラは満足げに微笑ほほえんだ。

　しかしそれとは正反対に、持たされた手鏡の中に映るマコトの表情は冴さえない。

　鏡の中にいるマコトはサラによって綺き麗れいに整えられた髪かみにリボンのような薄うす布ぬのと宝石を飾かざり、もちろん化け粧しようも施ほどこされていた。

　ナスルが集落から出て行って数日。

　今マコトがいるのは、女神祭イール・イードの儀ぎ式しきを行う祠ほこらの入り口近くに設置された簡易ゲルである。

　やはりマコト自身が『西を選ぶ』と宣言するのが説得力があるということで──昨日から、サハル達総出でここまでやってきたのだ。

　サラが言っていた『イール・ダール』以外女によ人にん禁制というのは、あくまで祠の中だけの話らしい。

　ゆえにマコトの身み支じ度たくを任されたサラの張り切り具合は、朝から相当なものだった。

「あら、可愛かわいい」

　少し離れた場所でニムと話していたイブキが、マコトを見つめて顔を綻ほころばせた。

　今日初めて会ったという二人はなかなか気が合うらしく、サラがマコトの支度をしている間も仲良く小窓から外を盗ぬすみ見みては、続々と集まってくる他の一族を指さし、かっこいい、とか好みじゃない、とか好き勝手な感想を言い合っていた。

　特にニムは、これほどたくさんの若い男性を一度に見たことはないらしく、同行を決めた時から楽しみだと言っていた。サラに呆あきれた目で見られても、明後日あさつてに視線を逸そらしていたが、最後には『だって、マコトを籠ろう絡らくするために一族選えりすぐりのかっこいい男が集まるのよ!?　見て楽しむくらいいいでしょ！』と、開き直っていた。

　それを聞いたマコトはますます尻込みしてしまったのだが──断るには、既すでにお披ひ露ろ目めの準備は後あと戻もどりのできないところまで進んでいたのである。

「やっぱり若い子は華はなやかでいいわよねぇ」

　マコトの前にやってきたイブキが身につけている衣い装しようは、布こそ上質なものだが、色もデザインも落ち着いたものだ。

　同じ『イール・ダール』だというのに、この差はいただけない。……というかそれこそこんな華やかな衣装は、イブキのような美人が着るべきではないだろうか。

「……私もイブキさんみたいな服がよかったです」

　疲つかれたようにそう呟つぶやいたマコトは、改めて自分の格好を見下ろして、何度目かの溜ため息いきをついた。

　今朝目を覚まし、支度をする段階になってサラが出してきたこの衣装。マコトは言葉を失い、思わず『本当にこれを着るんですか』と真顔で尋たずねてしまった。

　ニコニコして頷うなずいたサラに、勇気を出して、もう少し地味なものは……と、尋ねようとしたが、いつのまにか扉とびらの前にいたタイスィールが、首を竦すくめた後、横に振ふったのだ。

『『イール・ダール』に粗そ末まつな衣装なんて着せようものなら、他の一族が黙だまっていないよ。ここは我が慢まんして着てもらえないかな』

　申し訳なさそうにそう言われて、マコトは結局口を噤つぐんでしまった。

『イール・ダール』を大切にしている、という証明として分かりやすいのが、衣装や装そう飾しよく品ひんの貢みつぎ物ものだと思えば、納なつ得とくはできた。しかし自分が身につけるとなるとまた別の話である。

　スカート部分を指先で摘つまんでまじまじと見下ろす。こんな機会でなければ、一生袖そでを通すことのなさそうな衣装だ。窓から差し込むまだ早い朝の光に晒さらせば、淡あわく発光して融とけてしまいそうに柔やわらかな感かん触しよく。そして、その上には宝ほう飾しよく品ひんが、頭やら首やら耳やら腕うでやら至るところについていて、ものすごく重い。そしてなにより。

（もうやだ。恥はずかしい）

　もちろん『イール・ダール』が女人禁制の範はん疇ちゆうには入らないとはいっても、他の『イール・ダール』がここに来る必要性はないので、祠に行くのはイブキとマコトただ二人である。

　それなのにマコトだけが着き飾かざっているというのは、いたたまれない。

「ふふん。私妊にん婦ぷだからね！　そんな重い飾りやら、衣装やら無理だから！　付き合ってあげるだけ感謝しなさいよ」

　にんまりと笑うイブキに、マコトは再び溜息をつきたくなったものの、素す直なおに頭を下げた。

　そう。イブキはマコトが心配だからと、ラーダと共に来てくれたのである。

　しばらくしてからイブキは外から呼よび掛かけられたラーダの声に応えて「また後でね」と、出て行った。どうやら先に祠に入るらしい。

「準備は調ととのいましたか」

　イブキと入いれ替かわるようにして扉の外から掛かった声に、マコトはぎくりと肩かたを強こわ張ばらせた。

　サラが扉を開け迎むかえ入れたのはサハルで、彼かれももちろん正装していた。

（……かっこいいな）

　砂さ漠ばくでは滅めつ多たに見ない真っ白な色は、目に焼き付くほど鮮あざやかで清せい廉れんだ。太ふと腿もも部分に手のひらほどの鷲わしの刺し繡しゆうが紺こん色いろで象かたどってあり、その落ち着いた雰ふん囲い気きは普ふ段だんの彼そのものだった。思わずじっと見つめていたことに気付いて、はっと我に返る。

「……えっと……」

　着飾った姿をサハルに見られるのが恥ずかしくて、マコトは体を隠かくすように両手を組み、俯うつむいてしまう。言いい淀よどんでしまったマコトの代わりに、答えたのはサラだった。

「ばっちりです！」

　胸を叩たたきかねない勢いでしっかり頷いたサラに笑いかけながら、サハルはマコトの前へと歩み寄った。

「……緊きん張ちようしていますか？」

「少し、だけ」

　首を傾かしげて尋ねられ、頰ほおにそっと手が添そえられる。親指が唇くちびるに当たり、赤い色がついてしまった。なんとなくそれが恥ずかしくて、頰がいっそう火ほ照てってしまう。サハルの手は、いつも通り少し冷たく気持ちいい。

　けれど。

（ち、近くないですか……）

　サラは両手を胸の前で組んで満足そうに頷いているが、ニムは呆れたように溜息をついて視線を逸らした。

　……確かに身内のラブシーンなど見たくないだろう。

　身長差があるゆえに、サハルはマコトの顔色を見るために腰こしを屈かがめて顔を近付けている。

　その距きよ離りは手のひら一つ分──かなり近い。

　けれど、その距離のおかげで、サハルの瞼まぶたがいつもより少し腫はれていることに気付いた。

「サハルさんも眠ねむれなかったんですか？」

　徹てつ夜やでもしたのだろうか、と首を傾げたマコトに、サハルは少し疲れたように苦く笑しようした。

「……ええ、少しサーディンが騒さわがしくて」

「サーディンさん……」

　なんとなく視線を逸らしてしまったのは、どれだけ大変だったのかマコトにも想像できてしまったからだ。

　マコトが西の集落に戻ってからしばらくして、サハルを選んだことを告げると、サーディンは目を剝むいて叫さけんだ。

『はぁ!?　なんでサハル!?　僕ぼくのどこがサハルに劣おとってるっていうのさ！　お金？　腹黒さ!?』

　がしりと肩を摑つかまれ詰つめ寄よられ、それをサハルが引ひき剝はがした。

　そこから小こ競ぜり合あいが始まり、タイスィールの説得やサハルとの攻こう防ぼうの末、サーディンが落ち着いたのは、それからすっかり日も落ちた数時間も後のことだ。

　しかし明らかに納得できない顔をしたサーディンは、ぴしっとサハルを指さし、マコトに言い放った。

『まだ結けつ婚こんしたわけじゃないし！　マコト、いつでも婚こん約やくは解消できるからね！』

　そう言ったかと思うとサハルの隙すきをつき、ぎゅっとマコトに抱だきついた。そしてあろうことか、サハルに見せつけるように頰に口づけたのである。……歯が頰ほお骨ぼねに当たり痛かったのだが──その痛みよりも、即そく時じに無言で拳こぶしを振るったサハルの氷よりも冷たい目に、マコトは震ふるえあがった。

　こめかみに青筋を浮うかせたサハルに、サーディンがにやりと笑って応戦し──そこからはカイスやハッシュも巻き込んで、夜通し騒いだらしい。……らしい、というのはもう序じよ盤ばんから呆れたタイスィールに『マコト達はもう寝ねていいから』と言われて逃げるようにゲルに戻ってしまったからだ。ついでにその次の日はなぜか皆みな酒さけ臭くさく──どんなやりとりがあったのかマコトにはいまだに知らされていない。

　しかしそれでサーディンの気持ちが収まったというわけではなく、サハルに対して地味な嫌いやがらせをしてくるようになったらしい。

　多くは子供がするような他愛のないものではあったが、その回数が尋じん常じようではなく──その小さな苛いら立だちは、じわじわとサハルを疲ひ弊へいさせているようだった。

「……お疲れさまです」とマコトが労いたわると、サハルはその話題を終わらせるように軽く首を振った。そしてマコトをじっと見つめた後、柔らかく微笑む。

「素す敵てきですね。とてもよく似合っていますよ」

　甘あまくなった声に、かぁっとマコトの顔が熱くなった。

（時間差……！　せめて二人の時にしてくれないかな……！）

　オアシスから戻ってきてからのサハルは本当に甘い。黙っているのはフェアじゃないと年ねん齢れいのことを言ってからは殊こと更さら、スキンシップが増えた気がしていた。

　その態度を疑問に思い、『気付いてたんじゃないんですか？』と問えば、サハルは意味深に笑ってみせたのだ。

『マコトさんから言ってくれたことに意味があるんですよ』

　よく分からないそんな返事に首を傾げたのだが、もしやそれがこのスキンシップに繫つながっているのだろうか。

　それならば、若じやつ干かん早まった気がする。

（そういえば、他の人にも年齢言った方がいいよね……）

　なんだかんだと黙ったままになっているが、相手を決めたのだから年齢を誤ご魔ま化かす理由はないだろう。候補を決めたといっても実際に婚こん姻いんを結ぶまでには、色々手続きがある上に、なによりその準備に時間がかかるらしい。それが一年ほどと聞いて、マコトは一気に気が楽になった。

（……うん。祭りが終わったら、みんなに話そう）

　サハルは特に言わなくてもいいのでは、と言ってくれたが、実際、彼らを責めておいて自分も噓うそをついてる状態なのだ。……王都に行く前に話して謝あやまるべきだろう。

　改めて決意して、それぞれの反応を想像する。マコトの予想通り、タイスィールはおそらく気付いているだろうとサハルも言っていたので、それ以外となると……カイスとハッシュ。そしてニムとサラだろう。ニムには若干怒おこられてしまいそうな気がするが、きっと最後は膨ふくれっ面つらのまま許してくれる……と、思いたい。

　でもきっと驚おどろくだろう、と思えばなんだか少し楽しみにも思えてきた。

「では行きましょうか」

　サハルに促うながされて、手を引かれて、扉を出る。

　外にはタイスィール達が揃そろっていた。みんなお揃いの白い衣装が、目に眩まぶしい。

「わぁ、マコトお人形みたいだね！」

　いち早くそう言ったサーディンが、マコトに駆かけ寄より抱きつく前に、サハルがマコトの腰を攫さらって引き寄せる。

　マコトの頭上でも火花が散り、タイスィールが仲ちゆう裁さいする。

　なんとなくタイスィールにはもっと派手な色合いが似合うと思っていたが、汚けがれのない白も、彼の艶あでやかさをストイックに引き立てていて、とてもよく合っていた。

　結局美しい人はなにを着ても似合うのかも、と感心してしまう。ついでにサーディンは思いきり着き崩くずし、鈴すずがたくさん付いた派手な腰ひもを巻いているので、厳おごそかな雰囲気は微み塵じんもなかった──が、これはこれで彼らしいと、マコトは思った。

「こんな日くらい仲良くしなさい。マコト、とても綺麗だね。サハルが羨うらやましいよ」

　にこりと笑って、タイスィールはマコトの手を取り屈み込んだ。

「タイスィールさん!?」

「母なる女神イールに感謝と、そダのー娘ルの訪おとずれに幸福を誓ちかいます」

　艶やかな低い声。タイスィールの長い髪がマコトの頰をくすぐった。

　手のひらに指を沿わせて、マコトの指先を掬すくい上あげる。そしてそこにも先さき程ほどと同じように口づけた。

　いつのまにか外に出ていたらしいサラが、きゃあっと弾はずんだ声を上げる。

（……これが前にサラさんが言っていた挨あい拶さつなのかな……）

　それにしてもあまりに細やかな口づけに驚いていると、顔を上げたタイスィールはマコトの傍かたわらに立つサハルを見てくすりと笑った。

「怖こわい顔をしないでくれたまえ。まだマコトを独ひとり占じめするには早いからね」

　そう言ってマコトの前から退いた。

　サハルの顔を見ようと首を傾かたむけたマコトだったが、その時誰だれかに名前を呼ばれた。

「……別に悪くないが、頭の飾り重くないか」

「き、綺麗だと思います！」

　後ろ頭を搔かきながら、タイスィールの後ろから出てきたのはカイスとハッシュだ。

　慣れないせいもあるのだろう、腕を動かす度たびに大きく揺ゆれる袂たもとや長い裾すそを見下ろし動きを止めている。普段の軽装とのギャップもあり、サハルやタイスィールに比べて、二人は明らかに動きにくそうだった。

（確かにカイスさんは苦手そうかも……）

　しかし、かといって似合っていないわけではない。カイスの白い衣装の胸には大きく刺繡された鷲の模様があり、その大だい胆たんな柄がらが明るいカイスによく合っていた。ハッシュはタイスィールと同じ無地だったが、彼の場合、その大きな青い瞳ひとみが、どんなものより装飾品として相応ふさわしい鮮やかさなのだ。

（……タイスィールさんは無地で、カイスさんの鷲が一番大きいんだ……）

　一族の中での決まりごとのようなものなのだろうか。次期頭領であるカイスの模様が一番大きいことを考えれば、自おのずとその役割も分かってくる。……多分一族の中での位、もしくは立場を示すものなのだろう。

（この世界のこと、ちゃんと勉強していかなきゃなぁ……）

　うっかりと失礼なことをやらかしてしまいそうだ。

「じゃ、さっさと始めるぞ」

「……え」

　いつのまにかカイスはマコトのすぐそばまで来ており、マコトは、はっと顔を上げる。

　自然と及および腰ごしになったマコトにカイスはむっと眉まゆを顰ひそめる。やや強ごう引いんにマコトの腕を取るとタイスィールと同じくマコトの手を取り口づけた。タイスィールとは真逆のぶっきらぼうなその仕草にマコトはほっとした。幾いく分ぶん落ち着きを取り戻し、静かにカイスの口上を聞く。

　ハッシュも機会を探さぐっていたのだろうかそれに続き、口上を述べるとタイスィール達にからかわれながら耳まで赤くして同じく手ての甲こうに口づけた。

（恥ずかしいけど、みんなも同じなんだよね……）

　ハッシュは顔を上げマコトと目を合わせると照れたように笑った。その目元は赤い。

「なんだか照れますね」

「……ですね」

　お互たがいに照れ笑いして、ほんの少し気が楽になる。自分だけが意識しているわけではないことにほっとした。

「次！　僕！　イールありがとう！　マコトは僕が幸せにするからね！」

　順番を待っていたらしいサーディンが、ハッシュを押おしのけてそう叫ぶ。大胆に略した宣せん誓せいと共にマコトの手を取った。そして上うわ目め遣づかいに、にっと笑うと──おもむろにマコトの手を攫さらい、その甲にがぶりと歯を立てた。

「……っ!?」

「お前！」

　痛みよりもその行こう為いに驚いてマコトはぎょっとしたが、マコトが手を引くよりも先に、真後ろにいたカイスがサーディンの後ろ襟えりを引っ摑んで離した。マコトもサハルに腰を摑まれて後ろに引き寄せられる。一いつ瞬しゆん背中を預けるような体勢になってしまい、慌あわててサハルにお礼を言って姿勢を正した。

「貴方あなたは本当に……」

　苛立ちと呆れ半々に入り交じった溜息が上から降ってくる。なるほど。これもサハルに対する嫌がらせの一つなのだろうか、と納得する。

　引き離されたサーディンは頰を膨らませたものの、さすがにここで騒ぐことはせず、マコトの手を自分の袖で拭ぬぐい始めたサハルに舌を出すだけに留まった。

　サハルの徹てつ底ていした拭ふき方にマコトが苦笑したその時、頭の飾りが足元に落ちた。

　拾おうと俯いた視界の端はしに誰かの影かげが差す。そして長い裾を捌さばきながらマコトよりも先に簪かんざしを拾い上げたのは、アクラムだった。

「アクラムさん！　お久しぶりです」

　オアシスに迎むかえに来てくれた次の日から一人先に祠に入り、潔けつ斎さいをしていたという彼とは、久しぶりの再会だった。

「ありがとうございます」

　拾ってもらった簪を受け取ろうとしたマコトだったが、アクラムは軽く握にぎり締めたまま、渡わたそうとしない。

「アクラムさん……？」

「マコト」

　突とつ然ぜん、アクラムに名前を呼ばれ驚く。彼はいつも『イール・ダール』と呼んでいたはずだった。

（……名前、ちゃんと覚えていてくれたんだ）

　なにか思うところがあったのか、ただの気まぐれか。どちらにしても嬉うれしい。

　自然と頰が緩ゆるんで、改めてアクラムを見上げたが、やはり彼はいつも通り無表情だった。

　しかし。

「母なるイールに感謝と、ダールの訪れに幸福を誓います」

　唐とう突とつに始まった挨拶に、マコトは慌てて背筋を伸のばした。

　けれど言い終わった後も、マコトを見下ろすその表情がもの言いたげだ。

　なんだろう、と首を傾げたところで、ようやくアクラムが口を開いた。

「潔斎の間、ずっとお前の」

「──そろそろ行きましょうか」

　アクラムが話しだしたのと、それまで黙っていたサハルが声を掛けたのはほぼ同時だった。

　サハルは素す早ばやくアクラムの手から簪を掬い上げると、マコトの前──即すなわちアクラムとマコトの間に体を滑すべり込こませる。そして手にした簪を、編み上げられたマコトの髪に挿さし込こみ器用に整えた。

「さあ、いつまでもここにいたら目立ちますよ」

　同時にポンと肩を叩かれ、小さく告げられたサハルの言葉にマコトは、はっとして周囲を見回す。確かに今までどうして気付かなかったのかと不思議に思えるほど、たくさんの人達が、足を止め見ていた。

　体全体に刺ささるような、色んな意味を含ふくめた視線にマコトは一瞬怯ひるむように身を竦ませた。

　するといち早くそれに気付いたサハルが不ぶ躾しつけな視線を遮さえぎるように体を移動させる。次いでタイスィール達もそれぞれマコトを取り囲んだ。会話を邪じや魔まされて、む、と唇を引き結んだアクラムさえも、少しすると長い衣装を翻ひるがえして、先導するようにその先頭に立つ。

　小柄なマコトの体は、長身の彼らの体によって、すっかり隠されることになった。

「……ありがとうございます」

　マコトの言葉に、長い裾を捌くのに苦戦していたカイスが、にっと唇を吊つり上あげた。

「気にすんな。俺たちのために付き合ってもらってんだし」

「礼れい儀ぎのない連中が多いと見えるね。……ところでサハルはマコトに挨拶しないのかい」

　長い髪をかきあげて最さい後こう尾びにいたタイスィールがサハルに声を掛けた。

「私は後で宣誓させてもらいますから」

　にっこり笑ってそう言ったサハルに、タイスィールは少し考えるように間を置いた後、肩を竦めて苦笑する。サーディンはこれみよがしに顔を顰しかめた。マコトはそんな二人の反応を不思議に思ったが、それを尋ねる前にアクラムが「時間だ」と歩き始めた。

　そしてサラとニムに見送られ──マコト達はそのまま祠へと足を踏ふみ入いれたのである。




　湿しつ気けの多いその場所は入り口が狭せまく、大人が三人並べばもういっぱいだった。天てん井じようもあまり高くなく、身長の高いカイスはいっそう窮きゆう屈くつに思えるらしく、しきりに天井を気にしていた。

　しかし十メートルほど進んだところで、拓ひらけた空間へと出る。天井は一部抜ぬけているらしく、今までの暗さに慣れた目が驚いてしまうほど明るかった。

　アクラムは足を止めることなくそのまま進み、階段状になった舞ぶ台たいの手前で一度立ち止まり、振ふり返かえった。

「呼ぶまでここで待て」

　そう言い残してアクラムはさっさと舞台に上がる。

　カイス達もおそらく決まった場所があるのだろう、それぞれマコトを労るような、あるいは励はげますような言葉を掛けて離れていく。サーディンだけは、タイスィールに引きずられていった。結局その場にサハルだけが残る。打ち合わせ通りだが二人きりになると、改めてサハルを『選んだ』ことを意識してしまい、緊張してしまう。気まずさにちらりと振り返りマコトは自分の失敗を悟さとった。自分が思っていたよりもはるかに人が多い。例年通りなら各部族それぞれ独身の男性が十人前後ほどだったらしい。しかし今回は──ぱっと見ただけでその十倍……いや確実にもっといる。

（だ、大だい丈じよう夫ぶ。西を選ぶ、って一言宣言するだけなんだから）

　そう自分に言い聞かせて、慌ててマコトは視線を戻す。その途中で舞台の上にいた銀ぎん髪ぱつの壮そう年ねんの男と目が合った。マコトを認めると、男もにっと微笑んで手を振ってきたので会え釈しやくする。男は西の頭領でありカイスの父親だった。この祠に来る前に集落で顔を合わせており、長老と同じく騙だましていたことを謝罪してくれた。しかしその後、『西を選んでくれてありがとう』と付いていた護衛までもがその後ろに並んで頭を下げられ、思わず固まってしまった。マコトが無言のままだったので、それでは足りないとでも思ったのか、砂地に頭をつけようとしたのを大慌てで押しとどめて──ものすごく疲れてしまったのは記き憶おくに新しい。

　その隣となりにいる立派な衣装を身に着けているのは、三族の代表者達なのだろう。笑え顔がおを浮かべながらも、隙なく観察しているようにも思えて、ごくりと唾つばを吞のみ込こむ。

「『イール・ダール』。こちらへ」

　しばらくして祭司を務めるアクラムに呼び掛けられ、サハルに手を引かれて舞台に上がる。ざわめきが少し収まったのがマコトにも分かった。

　下からは見えなかったが、舞台の真ん中にあったのは、意外なほど小さな水すい晶しようだった。打ち合わせの時に聞いたが、これが、『イール』のご神体らしい。その前にたくさん並んだ供え物の果物や料理で埋うもれてしまいそうだ。

　促されるままマコトが振り返り人々の方を向くと、サハルは一度マコトの手を強く握ってから、そっと離した。マコト一人で前に出たことにより、いっせいに人々の視線が刺さった。それは先程とは比ひ較かくにならない数で、ただでさえ忙せわしなかった心臓の音が余計に早くなってしまう。しかしそんな中、端の一番前にいるイブキが大きく手を振った。ラーダに注意されたのか、すぐに手を引っ込めたが『がんばれ』とその口が動いたのが分かって、少しだけ緊張が解ほぐれた。反対側ではハッシュが心配そうに見ていて、サーディンはこの短い間にも、なにか騒そう動どうを起こしたのかカイスに後ろから羽は交がい絞じめにされていた。その隣のタイスィールはいつものように華やかな笑顔を浮かべている。

　ぎこちなく微笑みを返して、ゆるりと集まった人達を流し見た。その時。

（……あ）

　たくさんの人の中に赤しやく銅どう色の髪が見えた気がして、マコトは咄とつ嗟さに目を凝こらした。けれど、続々と広場へ入って来る人の流れに埋もれて見失ってしまう。

（あれは、ナスルさん……？）

　どうしてここに、と考えているうちに広場は人でいっぱいになり、地面の色すら見えなくなった。

　ほどなくして儀式の始まりをつける銅ど鑼らが鳴り、その重たい音が壁かべに反はん響きようし、鼓こ膜まくを痛いくらいに刺し激げきした。

　しんと静まり返った中、四族の長老がそれぞれ挨拶をした後、マコトはアクラムに再び名前を呼ばれてもう一歩前に足を出した。ふと思いつく。

（……もう一度、聞きたかったのかな）

　ナスルについてずっと考えていたことがあった。

　ナスルを地下牢ろうから出した時に言った言葉に、それまで静かだった彼は確かに狼ろう狽ばいしていた。どうしてそんなに反応したのだろうと、ずっと気になっていた。

　そして出した答えは、とても単純だった。──彼は十年前に『イール・ダール』の口から、同じ言葉が聞きたかったのではないだろうか。その言葉さえあれば、きっと今でも彼は、そして彼の兄も、慕したっている王も、なんの憂うれいもなく幸せに暮らしていただろうから。そんな未来を一度くらい夢見たことがあったのかもしれない。心の裡うちを覗のぞかれたような気がしたからこそ、あれほど狼狽したのだろう。

　マコトは一度深呼吸し、跳はねる心臓を抑おさえるように胸に手を置く。改めて目の前の人の多さに圧あつ倒とうされる。こんなに大勢の人の前で話すのは、生まれて初めてだ。けれどすぐ側で、そして前でも後ろでも勇気を送るように優やさしく見守ってくれる仲間がいる。

　奇き妙みような高こう揚よう感と緊張が入り交じるなか、マコトはゆっくりと口を開いた。

「私は西の一族を選びます」

　一瞬の静せい寂じやくの後、ざわめきが起こる。こんな一言ではやはり納得してもらえないのだろうか、と不安になったその時、後ろに控ひかえていたサハルがマコトの名を呼んだ。

　もう下がっていいのだ、と安心しかけたその時、なぜかサハルが一歩前に出てマコトの隣に並んだ。

（……なにを……）

　打ち合わせにないサハルの行動にマコトは戸と惑まどう。サハルはそんなマコトを安心させるようにゆっくりと頷いた。

「母なるイールに感謝を。ダールの訪れに幸福を誓います」

　──ここで？

　そう思って、先程のサハルの『後で』はこのことだったのだと気付く。衆しゆう人じん環かん視しのなか手にキスされるなんてお芝しば居いでもあるまいし、遠えん慮りよしたい、早く言って欲しかった……が、拒きよ否ひするマコトを予想して敢あえて言わなかったのだろう。

　朗ろう々ろうたる宣誓はマコトにというよりは、観衆に聞かせるようによく響ひびいた。低すぎず高すぎない穏おだやかな声に、自然とマコトの緊張が溶けていく。

　宣誓が終わり、胸むな元もとに置いていた手を差し出そうとすると、サハルはふっと笑った。

　彼にしては珍めずらしくいたずらっぽい笑顔に驚いたのも一瞬、伸びてきた手が頭から被かぶっていたケープの両りよう端たんをそっと摘つまんだ。

　笑えみを湛たたえたまま、サハルの顔が近づいてくる。

（え……っ）

　驚いて目を閉じれば、そのまま額に柔らかな感触が落とされた。

　軽いリップ音にキスされたのだと気付いて、一気に額から顔全体に熱が広がっていく。

　一瞬祠の中から音が消え──その後、マコトは人の声が風圧のように膨らむ瞬しゆん間かんを見た。

　顔を真っ赤にさせながらも、その勢いに驚いて気け圧おされたマコトの腰をサハルがそっと支える。

　歓かん声せいも、怒ど号ごうすら涼すずしい顔で受け止めるサハルの心臓の強さに、マコトは怒るのも忘れて感心してしまう。このパフォーマンスはおそらく、マコトがサハルを選んだことを知らしめるためのものとして必要だったに違ちがいない。カイスそっくりの顔でニヤニヤする西の頭領に勧すすめられ、手を繫いで二人で並ぶことになってしまった。少しだけサハルに寄りかかったその真っ赤に熟うれたマコトの顔に、早々に嫁よめ取とりを諦あきらめた者もいたと、マコトが聞くのは、もう少し後のこと。

　おそらくタイスィールの苦笑とサーディンの呆れ顔はこの事態を想定していたのだろう。

「あとで、ちゃんと叱しかられますね」

　悠ゆう々ゆうと手を振りながらサハルは、小さな声でそう耳打ちする。マコトはいまだに赤い顔をそっと上げて、サハルをじとりと睨にらむ。すると、サハルは微かすかに目を瞬まばたいて困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

　……結局許してしまうのだろうな、と唇を尖とがらせながら、返事の代わりにマコトは少し強めにサハルの手をぎゅっと握り返した。
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『千夜一恋物語』おかげさまで二冊目となりました。

　これもひとえにお手に取って下さった皆みな様さまのおかげです。ありがとうございます。

　ＷＥＢ版とは違ちがい、ヒーローの猛もう攻こうから始まった物語となりましたが、お気に召めして頂けたでしょうか。

　前回に引き続き今回も素す晴ばらしいイラストを描えがいて下さった由ゆ羅らカイリ先生。有難ありがとうございます。素す敵てきなイラストで英気を養いつつ夏を乗りきる所存です！

　そして飴あめと鞭むちが絶ぜつ妙みような担当者様。いつも面めん倒どうなことを押おし付つけてすみません……このお礼はいつか、いつか……。そして、うわぁごめんなさい……！　と、足を向けて眠ねむれなくなるようなポカを優やさしく訂てい正せいして下さる校正さんを始めとして、この作品を作るに当たり携たずさわって下さったたくさんの方にも感謝を。

　悩なやむことも多かった分楽しく書くことが出来ました本作品を、少しでも読者の皆様にも楽しんで頂けますように。

　またお会いできる日が来ることを祈いのりつつ、最後にもう一度。

　本当にありがとうございました！







[image: ]




　喧けん噪そうのような騒さわぎ声が酒盛り会場と化した広場に、ひっきりなしに反はん響きようする。

　砂さ漠ばくの夜だというのに、大多数が酔よっ払ぱらっている男達のおかげか洞どう窟くつの中は温かく、むしろじっとりとした熱気を放っていた。

　儀ぎ式しきが終わった後は、軽い情報交換を兼かねた酒盛りが本来の流れである。しかし今回は参加人数が多かったことで、広場は大規模な酒しゆ宴えんのような様相を呈ていしていた。

　そんな中、一番高い場所に設置されていた舞ぶ台たいには分厚い絨じゆう毯たんが敷しかれ、背もたれになるような大きなクッションがいくつも置かれていた。酒さけの肴さかなが並べられ、それを囲うように四族長、『イール・ダール』であるマコトとイブキ、そしてラーダとサハルが座すわっている。祭司であったアクラムは人の多さに辟へき易えきして、すでに洞窟の入り口に設置された仮のゲルへと戻もどっていた。

　他の人間はこの舞台に上がることは許されておらず、とりあえずマコトが彼かれ等らの相手で煩わずらわされることはない。舞台の下から声を掛かける程度なら可能だが、舞台の下をカイス達西の面めん子つが固めているのでそれも難しかった。

　それでも一度だけ声を掛けようとした勇ゆう敢かんな若者がいたのだが、いまだにマコトとサハルの婚こん約やくに納なつ得とくしていないサーディンの八つ当たり対象になってしまった。

　サーディンが放った辛しん辣らつな嫌いや味みに短気だったらしい男が拳こぶしを振ふり翳かざした。それを口実にひどい目に合わされていた。最後は這はうように逃にげていった男を、サーディンはにやにやしたまま追おい掛かけて行き、どちらもいまだ戻らない。

　……おそらく彼かれはもう二度と、マコトに近付こうとは思わないだろう。

　そんないい見せしめがあったこともあり、男達は遠目にマコトを眺ながめるだけに留まり、広場は一定の落ち着きを見せていた。




　甘あまく吞のみやすい果実酒を舐なめるように口にしているマコトを見やり、サハルは自分の器うつわを傾かたむけながら、心の中で溜ため息いきをつく。

　挨あい拶さつという名のお披ひ露ろ目めが済んで一時間ほど経たつが、熱気に当てられたのかマコトの頰ほおは仄ほのかに赤い。そしてその唇くちびるは少しだけ尖とがっていた。

　もちろん彼かの女じよが不ふ機き嫌げんな理由に心当たりはある。しかしそれとはまったく別のところで、そんな可か愛わいらしい仕草はここに集まっている独身の男達には目の毒だとも思っていた。

　特に元候補者達も数人、自覚、無自覚関わらず素す直なおに引き下がるつもりはないようで、そんな彼等にこんな可愛い表情を見せてやる義理はない。

（……我ながら重じゆう症しようだな）

　西の一族からも見えないようさり気なく体の位置をずらすと、タイスィールが薄うすく笑ったのが視界の隅すみに見えた。

　心の狭せまい男だと、笑いたければ笑えばいい。

　気付かなかったふりをして無視し、なみなみと注がれた酒の器に口をつける。

　……自分の一族以外の三頭領から注がれる酒は、嫌いやがらせかと思うほどきつい。表情には出さずにかっと熱くなった喉のどを宥なだめるために果物を齧かじっていると、北の頭領と話していたイブキがマコトを見て僅わずかに眉まゆを寄せた。

「マコト。それこっちではジュース扱あつかいだけど、一応お酒だからね。慣れてないならあんまり吞まない方がいいわよ」

「あ、そうなんですね。お酒初めて吞みました……けど甘くて美お味いしいし、シロップを舐めてるみたいです」

　先さき程ほどからマコトの代わりに各おの々おのの長老達から注がれる酒をひたすら吞のみ込こんでいたサハルは、そんな二人の会話を聞いて片かた眉まゆを上げた。

　……初めての酒なら、どうせならもっと上質なものを吞ませてやればよかった、と少し後こう悔かいする。

「もう止めといたら？　ちょっと顔が赤い気がするし」

　マコトやイブキの世界では酒精の類は二は十た歳ちになってからしか許されないらしい。イブキは宴えん会かい開始直後にマコトに注がれた酒に渋しぶい顔をしていたが、こちらの世界では取とり締しまりはない。宿や食堂で出されるものも茶よりも酒が多く、マコトが今後出席するであろう宴うたげでも酒を吞む機会は増えていくだろう。

　この世界で生きていくなら、少しずつ馴ならしていく方がいい。おそらくイブキはそう結論づけて一杯ならと許可したのだろう。サハルも同意見なので敢あえて口は挟はさまなかった。……もちろん自分がいる時限定で、と補足が付くが。

「でも注いでもらったものですし、それに」

　確かにそろそろマコトから器を引き取ろうと思っていたので、イブキの言こと葉ば尻じりに乗って声を掛けた。

「私が頂きましょうか？」

　手元に残っていた器の中身を飲み干して、そう申し出る。

　マコトはイブキからサハルに視線を流すと、今度は分かりやすく頰を膨ふくらませた。そして勢いよく器の中身を煽あおったのである。

「ちょっとマコト！」

「……ん、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっとしか残っていませんでしたから」

　マコトは空っぽになった器を両手に抱かかえて、安心させるようにイブキに笑い掛ける。

　言葉通りその口調はしっかりしているので、サハルもほっとした。

　しかしどうやら予想していた以上に、大勢の前の突とつ然ぜんの宣せん誓せいと口づけは、大切なお姫ひめ様の機き嫌げんを損そこねてしまったらしい。

　さりげなくマコトの方に寄せておいた汁しる気けの多い果実を、イブキがマコトに食べさせているのを確かく認にんしつつ、心の中だけで苦く笑しようする。

　おそらくきちんと説明すれば、最終的には舞台上で宣誓することを許してくれただろう。けれど少しでも拒きよ絶ぜつされるのが怖こわくて、黙だまったまま強行することを決めたのはサハルだ。さらに他の候補者達と差をつけたくて、マコトがギリギリ許容してくれそうな額に口付けをした負い目もある。男女……というよりは他者との触ふれ合あいに慣れないマコトがあんな衆人環かん視しの前で口付けされれば、怒おこるのも無理はないと分かっていた。

　マコトの目元が赤くなっていることに気付き、サハルは少し考えていつもの調子で話はなし掛かけた。

「マコトさん。奥おくに階段があってそこから上に抜ぬけることが出来るんです。そこから見える星が綺き麗れいなんですよ。見に行きませんか」

　時間が経ちこの場に慣れたといっても、やはりマコトへの視線は途と切ぎれることはなく、サハルがどれだけ視線を遮さえぎったとしても全てではない。控ひかえめなマコトにとってここは居い心ごこ地ちのいい場所ではないだろう。

「……でも」

　抜けてもいいものか、と心配そうに眉まゆ尻じりを下げたマコトに、今度はイブキは安心させるように頷うなずいた。

「大丈夫よ。ちょっとここ暑いしね。逆の上ぼせる前に行ってらっしゃい」

　イブキの後あと押おしと、側で聞いていたらしい西の頭領もそうするように勧すすめたこともあり、マコトはこくんと頷いた。サハルが手を差し出すと遠えん慮りよがちにその手を取った。

　酒を吞んでいたというのに、小さな手は冷たい。

　……もう少し早く連れ出せば良かった。

　サハルは心の中で自分に舌打ちし、その手を温めるようにそっと包つつみ込こむ。そして賑にぎやかな宴からマコトを連れ出したのだった。




「足元が暗いので気を付けてくださいね」

　そう言いながらサハルはマコトの手を引き、ゆっくりと細い螺ら旋せん階段を上がっていく。三階分ほどの高さで行程はそれほどきつくはない。

　けれど出入り口からは砂混じりの強い風が出入り口に吹ふき込こんできていた。それがマコトに当たらないように体で庇かばい、二人は地上へと出る。

　出たのは祠ほこらの屋上部分。

「わぁ……」

　マコトはさっそく星空に目を奪うばわれ声を上げた。サハルに手を引かれたまま、精せい一いつ杯ぱい首を傾け空を仰あおいでいる。

　どうやらここから見える星空も気に入ってくれたらしい。ここは集落と違い高い場所にあるので、遮る障害物がなにもなくいっそう星を近くに見ることが出来るのだ。

　マコトは星空や夕焼けが好きだ。サハルがそのことに気付いたのは割合早い時期だったと思う。星空や夕焼けを見る時だけは、いつもてきぱきと動いているマコトも手を止め、じっと魅み入いっているので少し見ていればすぐに分かった。

　雑談を装よそおって尋たずねると向こうの世界では建物が多く、地平線に陽が沈しずむ様子を見ることは出来なかったらしい。星空も然りで、地上の灯あかりが多く数えるほどしか見えないそうだ。

『……また、ぼうっと見み惚ほれてました』

　はっと我に返りサハルが自分を見ていたことに気付いて、照れながらそう言うマコトに、サハルはいつも微ほほ笑えんで見せた。マコトがこちらの世界のものに心を動かし、感動したり好きになってくれるほど、この地に留まってくれる理由が増えたような気がして嬉うれしかった。

　今もその目に数多あまたの星を映し魅入っている。未いまだ上気の残る顔にも柔やわらかな笑えみが浮うかんでいた。しかしいつもと違いその華きや奢しやな身を華はなやかな衣い裳しように包んでいるせいだろうか、夜の闇やみに浮かぶマコトの姿は美しく怖い程だった。強く冷たい風が吹ふき長い衣ころもが翻ひるがえったその一いつ瞬しゆん、夢と現実を彷徨さまよう。その名の通り『イール・ダール』に相応ふさわしい神秘的な空気がそこにはあった。繫つながった自分の手が異質だと思うほどに。

　そのまま星空に吸すい込こまれていきそうに思えたのは、髪色や瞳ひとみが空と同じ色だからかもしれない。

　どきりとして思わず握にぎり締しめていた手に力を込こめると、マコトがようやくこちらを向いた。その瞳に自分が映ったことに安あん堵どする。ほう、とマコトが吐はいた息が白いことに気付いて、サハルは手にしていた外がい套とうを羽織らせた。

「あ、ありがとうございます。それにすみません、また見惚れてしまって……あの、ここは？」

「……昔使っていた祭さい壇だんなんですよ」

　いつもの声こわ音ねを意識して、そう返せばマコトは首を傾かしげてサハルを見た。

「どうして下に移動したんですか？」

「単純に寒いんですよ。ほら今日のように儀式中は朝まで酒盛りですから寒いですし、なにより酒の器に砂が入るでしょう？」

「ふふ、そうですね」

　軽い口調でそう返せば口元に手をやって自然な笑え顔がおを浮かべたマコトに、ようやく体から力を抜いた。

　弛ゆるみかけた頰を叱しつ咤たして殊しゆ勝しような表情を作る。今かな、と検討をつけて勝手に舞台上で宣誓したことを謝罪すれば、マコトはその時のことを思い出したのかあちこちに視線をさまよわせた。困ったような複雑な表情を見せ、そして言葉を選ぶようにゆっくりと口を開いた。

「別に怒ってませんよ。……ただ、言っておいてくれればって」

「拒きよ否ひされるのが怖かったんです」

　サハルにしては珍めずらしく素直に自分の気持ちを言葉にした。すると驚おどろいたらしいマコトは軽く目を瞠みはって、改めて体ごとサハルに向き直った。

「拒否しません！　……あ、多分」

　驚いて勢いきおい込こんだものの、言っている間にも自信がなくなったのだろう。言葉尻が弱くなって、視線がさまよった。

　それでも「ちゃんと説明してくれれば多分大丈夫……」と、まるで自分に言い聞かせるように呟つぶやいているのが耳に届いて思わず笑ってしまう。またマコトの唇が小さく尖った。

　こんな風に分かりやすく感情を露あらわにするようになったのは、つい最近のことだ。その度にサハルはマコトの柔らかな心を目まの当あたりにしているようで、胸むねの奥おくを擽くすぐられるような心ここ地ちになり、どこまでも甘やかしてしまいたくなる。

　──けれど今日はいつもとは少し違った。仄かに上気した頰、赤く彩いろどられた目元、濡ぬれたような赤い唇と、化け粧しようを施ほどこしたマコトにどことなく落ち着かない気持ちにさせられる。

　年相応とまではいかないものの美しく妖よう艶えんで、普ふ段だんの稚いとけなさは無む垢くな色気へと。遠慮がちな視線は庇ひ護ご欲をそそり、サハルも素直になったついでに、未だ紅の残る唇にそっと指で触ふれた。

「……では今、口づけをしていいですか？」

　身長差に体を屈かがめ、首を傾ける。堪こらえきれない熱情が溶けた浅ましい声音だと自分でも分かった。

　少し間を置いて音がしそうなほど、真っ赤になったマコトに苦笑する。

　……本当に翻ほん弄ろうされているのは自分なのだから、これくらいの意い趣しゆ返しは可愛いものだろう。

　触れた温かさと柔らかさに名残なごりを残して「冗じよう談だんですよ」と手を引き体を起こした。俯うつむくマコトは耳まで赤い。些いささかからかいすぎたかと思って謝あやまろうとすると、マコトは、勢いよく顔を上げた。

　熱か興奮か目元まで赤く染まっている。

「い……いいですよ」

「え？」

　サハルにしては珍しく理解が、遅おくれた。戸と惑まどっている間にマコトは胸に手を置き深呼吸して、再びサハルを見つめた。

「婚約者ですし。ど、どうぞ！」

　ん、と唇を引き結び顔を上げる。星が明るいおかげで、夜でも分かるくらいマコトの顔は真っ赤だ。

　恥はずかしいのか、胸の前でぎゅっと握にぎり込んだ拳がぷるぷると震ふるえていた。

　実は酔っ払っているのか、勢いなのか……。虚きよを突つかれてサハルは思わず黙だまり込こむ。そして。

「……まいった。可愛い」

　目め眩まいすら感じてそんな呟きを漏もらしたサハルは再び身を屈める。

　大事に、万に一つも傷などつけることがないように、両手で彼女の頰を包み込むと柔らかな唇を啄ついばんだ。
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